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    人物紹介


    



    日向ひゅうが明あ日す太た


    主人公「俺」。高校二年生。女子と妹が苦手。趣味は座禅と写経。


    



    日向ひゅうが今日きょう子こ


    明日太の妹。高校一年生で水球部のホープ。ファン多数だが明日太にベッタリ。


    



    三み剣つるぎ凛りん世ぜ


    高校一年生。水球部で今日子の大親友。プチ凶暴なツンゴラ少女。


    



    草くさ野の小こ麦むぎ


    高校一年生。保健委員で粘菌オタク。男ギライなゆるロリ娘で腹黒い。


    



    根ね雪ゆき緋ひ影かげ


    高校一年生。ライバル校のヤンデレ水球部員。今日子のストーカー。


    



    比ひ叡えいと高たか野の


    明日太の親友で２年Ｃ組の仏像愛好会の仲間。最近青春してるらしい。
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     一章　なぜか俺の家に腹黒美少女が転がりこんできた件


    



    「やぁあんっ……兄あにっち、あたし、もう……らめぇ……っ」


    　妹が、俺の耳もとで甘えた叫びをあげる。


    「頭がフットーして、わけわかんないようっ……兄っち、もっと優しくぅっ……おかしくなっちゃうよぉぉぉ～っ！」


    「優しくとか甘えんな。何度教えたらサインとコサインとタンジェントの区別がつくんだ、おまえは」


    　俺はうんざりした声で、妹に言った。


    　壮そう絶ぜつな肩透かし野郎、釣りかよ死ね、とかいう声が、どこかから聞こえる。いやいや、俺がこの小生意気きわまりない妹とヤマシイことをするわけないし、そんな感情を抱くことすらないから、ありえないですから。


    　七たな夕ばたが終わり、期末テスト目前で自分もテスト勉強をしなくちゃいけないのに、妹にへばりつかれて困っている俺は日ひゆ向うが明あ日す太た、都立第三高校二年Ｃ組。趣味は写経と座禅と古寺探訪、それに仏像プラモ作り。


    　そして、今、俺の部屋の座机の横で、うすいタンクトップ一枚で数Ⅰいちの教科書につっぷしてるのは、妹の今日きよう子こ。俺と同じ高校の一年Ａ組で、水球部のホープ。顔がかわいくて性格も明るくて成績もよくてスポーツも万能で（俺はそうは思わないが）、どこにも文句つけるところがない完かん璧ぺき美少女で（くれぐれも俺はそうは思わないが）、校内にも校外にもファン多数だ。


    「っていうか今日子、おまえ成績よかっただろ。なんで三角関数ごときでひっかかってるんだ」


    「兄っちに教えてほしくてわざとわかんないふりしてるんじゃない、言わせないでよ恥ずかしい」


    　さっそく俺は妹の背中を押すと、部屋から追いだした。


    「勉強のじゃますんな、バカ！」


    「じゃまじゃないよ。兄っちがどれぐらい上手に勉強を教えられるか、テストしてみたんだよ」


    「それをじゃまと言うんだ！　去れ！」


    「じゃあ、兄っちがあたしの部屋で勉強しない？　あたしの部屋、エアコンあるよ？　扇風機だけだと、暑いでしょ？」


    　妹がくるりと向きを変えて、俺の腕にするりと白い腕をからみつかせた。こいつ、「水中の格闘技」の異名をもつ水球をしてるだけあって、さりげなく他人のホールドから脱ぬけたり、関節を極きめたりするのがすごくうまい。


    「ちょっ、はなせよ！　暑いのは扇風機じゃなくて、おまえがひっつくからだろーが！」


    　俺が必死に振りはらおうとしても、妹の腕はぜったいに外れない。これ、確実に関節極められてる。たぶん今妹を怒らせたら、にっこり笑って関節をひしがれるだろう。


    「だってー。兄っち、ふだんから不気味なプラモ作ってて部屋から出てこないのに……」


    「仏像プラモな。不気味なプラモとか言うな、仏ぶつ罰ばつが当たるぞ」


    「仏像プラモとか、需要があるのがすごいよね」


    「プラモはロボットだけだと思ってるおまえの世界観が、偏へん狭きようなんだ。世の中には、日につ光こう東とう照しよう宮ぐうプラモとか五ご重じゆう塔のとうプラモとかお城プラモとか、農家プラモまであるんだぞ。農家プラモは田んぼに種をまいて、本物の草で水田まで作れるんだぞ。何十年も前から人気商品の上に、ときどきこっそりバージョンアップまでしてるんだぞ」


    「ぐう」


    「寝るならふとんで寝ろ！」


    「兄あにっちと？」


    「すきあらば俺の布ふ団とんにもぐりこもうとするのはやめろ、暑いし」


    「テストが近づくと、兄っち、ふだん以上に部屋の中から出てこなくなるじゃない。ごはんも、台所に取りにきてお盆にのせて、部屋に持ってっちゃうし。だからあたし、ちょっとでも兄っち成分補充しないと、兄っち不足になっちゃうんだよ。くすん」


    　妹が、俺の腕にしがみつく腕にぎゅうっと力を入れる。タンクトップのうすいうすい布ごしに、ふんわりした胸が当たる。二つのふくらみが、俺の腕をはさみこんでいる。


    　ちなみに俺は、妹の服装を「タンクトップ一枚」と言った。ほんとに、タンクトップ一枚しか着てない。肩のところがひもみたいに細いタンクトップだから、ふつうのタンクトップ以上に布面積が少なくて、鎖骨から肩からわき腹まで、ひも一本以外は裸と変わらない服装だ。しかも下半身は、左右のサイドでひもを結ぶタイプのパンツだけで、服らしいものは何も着ていないのだ。


    「兄っち成分とか、わけわからん！　ついでに、服ぐらい着ろ！　おまえは裸ら族ぞくか！」


    「だって、兄っちの部屋、扇風機しかないから、暑いんだもん」


    「だから俺の部屋に来なきゃいいだろうが！」


    「だって、さびしいんだもん」


    　妹が、すねたような目で俺を見あげる。頰ほおが、えらいピンク色に染まってる。俺の部屋が暑かったせいか？


    　うん、ぜったいにそのせいだ。だって俺の全身からも今、脂汗が吹きだしているし。べっ別に、妹にドキドキして何だか暑くなってきちゃったりしたわけじゃないんだからねっ？


    　俺も暑かったからタンクトップに短パンだけで勉強してたんだけど、吹きだした脂汗がひとしずく、背中につーっと伝っていくのを感じた。それがひどくくすぐったくて、俺の背中じゅうの毛がぞくんと逆立つように感じた。


    　俺がわずかにピクついたのを、妹は気づいたようだった。そして、そのピクつきを妹は、何かの返事だと勝手に了解したようだった。


    「兄っちーあたしね……テスト期間になってから、すっごくさびしくて……」


    　妹が、つま先立った。俺は身長が一七〇センチ（夜にはかったら一六九センチかもしれない）なんだが、妹は水球をしててプロポーションもよくて、身長は一六〇センチちょっとある。だからつま先立ったら、俺の顔のすぐ近くに顔が来る。


    「さびしすぎて、兄あにっち、あたし……何か変みたい……」


    　俺のくちびるのすぐそばに、妹のくちびるが来る……。


    　何も言わず、妹は軽くくちびるを開け、かわりに目を閉じた。頰ほおは、ますますピンク色に染まっている。俺の頭が、グラッとした。いや、これは部屋が暑いせいだ。背中の汗もだらだらと、まるで滝が流れてるみたいだ。やっぱり扇風機だけだから、熱中症になったんだ。頭がはっきりしない。


    　俺はぼんやりしながら、吸いこまれるように、少し頭を低くした。妹のくちびるが、ほんのすぐそばに……かすかに、ふれた？　と思った瞬間、


    「こむぎゅう～っ！」


    　ものっすごく元気な声が、階段の下から聞こえた。


    「きゃー！」


    　妹が、反射的に俺を突きとばした。


    「だーっ！」


    　俺は、開けっぱなしだったドアから部屋の中にふっ飛ばされ、本棚にぶつかった。その衝撃で本棚が俺の上に倒れてきて、本がバラバラ落ちてくる。妹は、見た目はけっこうきゃしゃだけど、一年生で名門水球部のレギュラーを取るだけあって腕力がすごいってことを、今さら思いだした。


    　俺の上に落ちてきた『月刊仏像』のバックナンバーのあいだから、俺は廊下のほうを見る。あたふたして突っ立ってる妹のところに、ぴょんぴょんとはねるような足取りで近づいてきたのは、草くさ野の小こ麦むぎ……妹とクラスはちがうが高一女子、同じ女子中出身の女子だ。


    「キョコたん、こんにちはですぅ～。こむぎゅうぅ～っ！」


    　小麦はカマボコみたいなまゆげをピコピコ動かしながら、妹の腕にぎゅうっとしがみつく。妹は、さっきまでの熱に浮かされたような顔から一気に正気にもどったようで、あたふたしながら小麦を見ていた。


    「小麦、はっ、早かったね？」


    「てへへ～、キョコたんにお誘いしてもらったのがうれしすぎて、約束の時間よりちょっと早く来ちゃったですぅ」


    　小麦は私服だけど、手に大きなボストンバッグを持っている。友達の家に遊びにくるのに、ふつうボストンバッグ持ってくるか？


    「初キョコたんの家、うれしいですぅ。こむぎゅうぅ～」


    　小麦は、ますます妹にしがみつく。ちなみに、さっきから不自然に乱発されている「こむぎゅう」は、小麦がとつぜん流は行やらせようと画策している感嘆詞なのだが、まったく流行る気配がない。そもそも、無理がありすぎるうえに、使える場所がすごく限定的だ。というか、小麦以外の人間に使う機会があるとも思えない。


    「さっそく、キョコたんのお部屋を拝見したいですぅ。キョコたんのお部屋って、お兄にい様と相部屋ですぅ？」


    「ううん、兄あにっちとは別の部屋」


    「ほほう。しめしめ」


    　小麦のあどけないタレ目に、邪悪な光がゆらめく。


    「では次の質問ですぅ。キョコたんって、布ふ団とん派かベッド派かどっちですぅ？」


    「兄っちもあたしもベッド派だよ」


    「ほほうほほう！　ベッドということは、たたんでないですぅ？」


    「ふつうベッドってたたまないよね？」


    「では、いつでも好きなときにゴロゴロできるっていうことですぅ？」


    「うんまあ、勉強に疲れたときとか、ゴロンとして背中伸ばすかな」


    「ということは、お勉強を教えてもらいにきた小麦も、疲れたらゴロンとしていいですぅ？」


    「そりゃもちろん、いいけど」


    「じゃあキョコたんの枕に顔を埋うずめてハスハス呼吸したり、キョコたんといっしょにゴロゴロにゃんにゃんうふふしても……」
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    　そこまでつぶやいて、小こ麦むぎはあわててぶんぶんっと首を横に振り、いつわりの笑顔を作る。


    「あっ、いや、何でもないですぅ。さっ、キョコたん、さっそく勉強するですぅ」


    　小麦は妹の背中を押した。怪しい、おまえぜったい勉強しないよね？


    「えっ、もう？　お茶でも飲まないの？」


    「善は急げというですぅ。ちゃっちゃと、そしてしっぽりと、お勉強するですぅ」


    　ニヤリと目を細めてそう言いながら小麦は、どんどん妹を押していく。


    　……やっぱり、これはどう考えても危ない！


    　俺は上に覆いかぶさっていた『月刊仏像』を払いのけると、廊下へ飛びだした。


    「待てっ！　二人とも、待てっ！」


    　俺が叫ぶと、妹は足を止め、小麦は「チッ」と舌打ちした。はっきり「チッ」って聞こえたぞ……。やっぱりか、と俺の疑惑は確証に変わる。


    「そーだ、兄あにっち。さっき、うっかりしてて言い忘れちゃった。小麦、中間テストで赤点取りまくっちゃって、期末テストでいい成績取らないと夏休みに補習なんだって。補習テストで点が取れなかったら、留年にリーチかかっちゃうんだって」


    「それで勉強を教わりにきた、って？　ボストンバッグ持参ってことは、ひょっとして泊まりか？」


    　俺は、思いっきり疑いの目を小麦に向ける。すると小麦は、にっこりと微ほほ笑えみで返してきた。顔は微笑んでいるけど、目は全然笑ってないのがポイントだ。


    「そうですぅ、キョコたんは頭いいからお勉強教えてもらって、テストまで合宿するですぅ。お兄にい様にご迷惑をかけることは、ぜーんぜんっないと思いますけれど、おじゃましますですぅ」


    　ぺこりん、と小麦は頭を下げる。見た目だけはかわいくて殊勝なんだ、見た目だけは。


    　だが、俺は知っている。


    　妹は女子にモテる。自分ではぜんぜんまったくちーっとも自覚していないが、とにかく女子にモテる。いや、男子にももちろんすごくモテてるんだが、それはこのさい、こっちに置いといて。


    　妹は女子中の聖セントエルモ女学院にいたころから、先輩にも同輩にも後輩にも目をつけられていた。でも、あまりにもモテモテで競争率が高いことと、妹自身が完全なるノンケで女子が女子を好きになるということをまるっきり理解できない（というか、女子校にいたくせに、そういう世界が存在することすら知らないほどニブい）。それで、だれも妹に告白するどころか、好意を表明することすらできない。カミングアウトしたら、嫌われるかもしれないと恐れているからだ。


    　でも、おたがいに牽けん制せいしあいながらも、どうにかして妹を手に入れたいとは思っているわけで、なかでも小麦は見た目は童顔でピュアなロリ娘だけど、中身は腹はら黒ぐろ策さく士しである。のほほんとした顔で妹を油断させつつ、ほかの女子を出しぬくこともいとわない。


    　つまり小こ麦むぎは、テスト勉強合宿という口実で妹の部屋に入りこんで、あんなことやこんなことをしようとしているにちがいないのだ！　断言してもいい！


    「いやあ。そんなていねいにあいさつしてくれて、どうも。でもぜんぜんおじゃまなんかじゃないから、大丈夫だよ？」


    　俺は、にっこり微ほほ笑えんだ。広こう隆りゆう寺じの弥み勒ろく菩ぼ薩さつよりも優しいアルカイック・スマイルで、優しく友好的に、小麦に言った。ところが小麦は、なぜか一瞬、うさんくさそうな目で俺を見た。どうしてだろう、こんなにフレンドリーに接しているのに。


    「むしろ、妹の友達は俺の友達も同然だから、よかったら俺が勉強を教えてもいいぐらいだ。いや、ぜひ教えてあげよう♪」


    「え……お兄様、が。ですぅ……？」


    「うんっっ！　妹はもちろん優秀だけど、社会と国語は俺のほうが得意なんだ♪」


    「そうだよ、兄あにっち漢文と古文と日本史と世界史がすごく得意なんだよ。お経を読んだり、仏教の歴史を勉強して、なれてるからだよね」


    　妹は、俺を尊敬の目で見あげた。そのぶん、小麦の表情がけわしい。顔はあいかわらず筋肉の力だけで笑顔を作っているのだが、その目が「じゃますんな殺す」と言っている。


    　だが、妹が狙ねらわれているというのにじゃましないわけにはいかない。いや、別に小生意気な妹のことなんか、俺は関係ないしどうでもいいんだけど、いちおう家族だからしかたなく妹を毒牙から守る義務はあるわけで、とりあえずこれはしかたなくなんだからなっ！


    「そうだ、だから俺が教えてやるよ、小麦は国語の勉強からやったほうがよさそうだからな。副詞の使いかた、おかしいみたいだから。『勉強する』に『しっぽりと』なんて副詞、くっつかないんだぞ？」


    「そりゃどーも……ですぅ」


    　小麦の目が怖い。だけど、俺もひるんではいられない。


    　おたがいの腹を探りあっている俺たちの前で、妹だけはまったく底意のない明るい笑顔で、俺たち二人を交互に見ながら言った。


    「小麦、兄っちは教えるの上手だから、大丈夫だよ。あたし、さっき試しにちょっと兄っちに勉強教えてもらったけど、ほんとにわかりやすかったし。国語だけじゃなく、数学もぜんぶ教えてもらうといいよ？」


    「はぁっ？　ぜ、ぜんぶですぅ……っ？」


    「小麦、男子は苦手だけど、兄っちのことは苦手じゃなかったよね？」


    「は、はぁ……」


    「じゃあやっぱり、兄っちに教えてもらったほうがぜったいいいよ。じつはあたし、小麦に教える自信がなかったんだ。あたしって、思考が一気に飛んじゃう人なんだよね。文章題とかで、あいだの考えかたをかくのがチョー苦手なタイプなの。だから、人に教えるとかむいてないんだ。どうしてわからないのかが、わからないんだもん。でも兄あにっちは、一個一個段階をふんでいくから、わかりやすいと思うよ」


    　妹は謙けん遜そんのつもりで言っているのかもしれないが、これはあきらかに、妹が天才で俺が凡才って言ってるわけなんだが……。だって、凡才がＡ→Ｂ→Ｃ……と順序だててといていくパズルを、天才は一気にＡからＺへぶっ飛んで答えを出してしまうってことだから。


    　でもまあ、実際事実だし、妹も別にいばるつもりで言ってるわけじゃないのはわかっているんだが。


    「だから、兄っちに聞けばばっちり大丈夫だから！」


    　と、妹は誇らしげに俺の腕にしがみつく。どうやら妹は本気で、自分のほうが頭がいいってことを理解していないようだ。


    　そして、そんなキラキラした目で俺を見あげている妹を見て、小こ麦むぎは背中から黒いオーラをもやもやと発生させていた。鈍感な妹では気づかないレベルの強烈な殺意を、俺は敏感に感じとった。が、だからといって俺もここで退ひくわけにはいかない。


    　いや、別に妹が小麦の毒牙にかかったって俺には関係ないし、興味もないんだが、なんてゆーか、えーと、その。


    　あっそうだ、テスト前だから、隣の部屋でイチャコラうふうふされたらうるさくて勉強のじゃまだから。うん。だから、二人っきりにさせないだけなんだから。い、妹を心配してなんか、いないんだからねっ？


    「よーしっ！　じゃあ、お兄にいちゃんがんばって、お勉強教えちゃうぞぉ～っ？」


    　小麦の目から、ブッ殺す光線がビームされてる気がしたが、きっと気のせいだ。そういうことにしておこう。


    



    　そういうわけで俺は、妹の部屋で小麦に勉強を教えることになった。扇風機しかない俺の部屋では、心しん頭とう滅めつ却きやくの悟りを開いていない常人はとても勉強にならないし、っていうか男の部屋に女子を上げるとかありえないし。


    　別にエロい理由ばかりではなく、その、掃除の不行き届きとか、あるじゃないですか。部屋の中が全体に脂くさいとか。掃除しても掃除してもなぜか落ちてる謎なぞの毛とか。


    　心頭を滅却すれば火もまた涼し、とは信長に焼き討ちにあった快かい川せん紹じよう喜き禅ぜん師じのことばだ。暑さも寒さもない無我の境地に入れば、暑さも寒さも感じないという。ということは、心頭を滅却すれば妹の部屋もヘッチャラピー……のはず、だったが。


    「きゃー！　ごめん、兄っちごめん！」


    　ドアをくぐって妹の部屋に入るなり、フリフリのブラジャーが俺の顔を直撃した。二つのカップがちょうど上手に、俺の目をフタッとする。


    「な！　ななっ、何だこれは！」


    　俺は思わず腰がくだけて、その場にへたりこんだ。それはピンクの室内干し用ハンガーで、フリフリパンツとフリフリブラジャーがひらひらとかけられている。妹はあわててそれをかたづけ、部屋のすみにあるビニールロッカーの中に投げこんだ。


    「ごめんごめん、あたしのアンダーっていつもスポーツ系ばっかだから、かわいいかなと思って買ってみたんだ。でも、洗濯機だと型崩れするって書いてあったから、手洗いして部屋で干してたんだ」


    「何でドア入ってすぐのとこに引っかけとくんだ！」


    「そこがエアコンの風が当たって、よく乾くんだもん」


    　いかん、いきなり心しん頭とう滅めつ却きやくがそがれまくってしまった。そういえば快かい川せん禅ぜん師じって、「心頭滅却すれば火もまた涼し」って言いながら焼け死んだわけなんだが……。なんだ、心頭滅却したって意味ないんじゃないのかっ？


    　小こ麦むぎは夢見るような瞳で、ビニールロッカーのほうを見る。


    「ほんと、今のアンダー、超かわいかったですぅ。はすはす」


    「何の残り香を呼吸してるんだ、おまえは」


    　小麦の野獣のような目が妹のパンツのひもにそそがれているのを、俺は視線で牽けん制せいしながら妹に言った。


    「あと、いつまでパンツでウロウロしてるんだ。エアコンの部屋に移動したんだから、服を着ろ服を」


    　腹はら黒ぐろ策さく士しの小麦のことだ、うっかり転んじゃったフリとかして、妹のパンツのひもをほどいて中身を見ようとしているに決まっている。


    「そうだね、おなか冷えたら元気な赤ちゃん産めないもんね」


    　妹はそう言うと、俺のほうを見てニッコリと笑う。いやいやいやいや、なんでその文脈で俺のほうを見てニッコリだ？　おかしいだろ？


    　妹は、アンダーウェアの上からＴシャツとハーフパンツを着こむ。小麦は俺のほうに、「よけいなことしやがって殺す」の突きさすような視線を向けている。


    「お兄にい様、小麦のことマークしてるですね？」


    　小麦が俺に、妹には聞こえないよう、低い声でささやいた。


    「マークされてるのは、まあ小麦の過去の言動のこともあるからしかたないですけど。言っとくですけど、キョコたんによけいなこと言ったら、小麦が飼ってるかわいい粘ねん菌きんたちが火を吹くですよ？」


    「粘菌が火を吹くって状況がさっぱり想像つかんのだが、風の谷的な何かか？　まあ、おまえが妹に親切ヅラをしながら貞操を狙ねらってる腹黒策士だってことは、言う予定はないがな。親友だと思ってるやつに裏切られるとか、いくらタフな妹でもヘコむだろうしな」


    　俺と小麦は、しばしにらみあう。妹はそんなことにはちーっとも気づかず、部屋のすみっこからピンク色のかわいいハート形の座卓を持ってくると、俺たちの前に広げて置いて、


    「はいっ、おべんきょーがんばって！」


    　と、ニコニコ笑った。


    「はあい、小こ麦むぎ、がむばるですぅ～！」


    　小麦がおどけた調子で手を上げた。子供っぽくて無邪気なしぐさと、無邪気なしぐさと、純粋そうな童顔を見るかぎり、その心の中に妹を狙ねらうドスピンク黒い気持ちがうずまいているとは思いもよらないだろう。まったく、この粘菌娘めが……。


    



    　俺は期末テストが終わったら、あとはテスト休み→終業式→夏休みのコンボ、と自由な日々が待っているので、親友の仏像仲間・比ひ叡えいと高たか野のをさそって、四国八十八箇所の巡礼に行こうとワクテカしていた。ちなみに俺は仏教系男子中学の鳳凰学園。比叡と高野は別の仏教系男子中。高こう禅ぜん寺じ学園の出身だ。


    　テストのほうは、俺の成績は中の中、ではあるけど、それなりにまあまあ自信が無いこともない。赤点さえ取らなければ、それでいいんだ。いい成績を取ろうなんていう欲の心は、悟りをはばむんだ。……そんな穏やかな気持ちで、俺は期末テストにのぞもうとしていたのに。


    「お兄にい様、二次関数の判はん別べつ式しきのまじわらない範囲って、『以下』ですぅ？　『未満』ですぅ？」


    　小麦が、座卓にひじをつきながら俺に聞いてくる。俺は、自分の頭の中の考えを一個一個整理しながら、自分でもちょっとまだるっこしいなと思いつつ、答える。


    「えっとー、『小しようなり』だから、未満だ。『以下』だったら『小なりイコール』だからな」


    「そっか。イコールだったら、Ｘ軸と交点があるってことですもんねですぅ」


    　小麦の理解は早い。どうも、小麦はかなり頭がいい気がする。もともと、保健委員で謎なぞの薬をあつかっていたり、趣味で保健室で粘ねん菌きんを飼っていたり、意外にバリバリ理系なんだよな。


    「あ、お兄様。かろかっくいーけれって、何だったですぅ？」


    「口語の形容詞の活用。未然／連用／終止／連体／仮定／命令が、かろ／かっ・く／い／い／けれ／無し」


    「お兄様、かっくいー」


    「いやいや」


    　理系バリバリだから、国語はやっぱり苦手みたいだ。口語の活用なんて、中学生レベルだぞ。イカした高校生は古語の活用をしないとな、ク活用とかシク活用とか。


    「お兄様、国語の文法じゃなくて英語の文法グラマーのほうは得意ですぅ？　あ、念のために言っとくですが、グラマーよりひんぬーラヴとか、そういったエロい返しをしたら軽けい蔑べつしまくるですぅ」


    「思春期まっただ中の中学生じゃあるまいし、思いも寄らなかったわ！　そうでなくても、家族の前で平気でエロ話できるような男子はいません！　おまえの男嫌いは、そういう『男はエロエロマシーンだ』っていう偏見から来てるんじゃないのかっ？」


    　小こ麦むぎは、男なんて繊細でかわいい粘ねん菌きんに比べたら、むさいし無神経だし最悪だ、と公言してはばからない。小麦の、粘菌好きが高じてグロドロゾンビ映画が大好きなことと、男嫌いとは、有名らしい。


    　小麦は、涼しい顔で俺にちらっと視線を向け、受け流すように言った。


    「まあまあお兄にい様、そう興奮しないでくださいですぅ。いくら男嫌いの小麦でも、お兄様みたいな枯れ果てたワビサビ仏教少年を、危険な香りのする狼さんだなんて本気で思ってないですぅ」


    「とりあえず、泣けばいいのかな俺は？」


    「とりあえず、分ぶん詞し構こう文ぶんの書きかえかたを教えてくれればいいですぅ」


    「まず接続詞を消して、動詞を現在分詞にだな」


    「スリジャヤワルダナプラコッテって、どこで切るですぅ？」


    「スリ・ジャヤワルダナプラ・コッテ」


    「タケノコの缶詰のゆで汁から発見された植物ホルモンとは」


    「ジベレリン……って、おまえ質問バラバラだろ！」


    「いや、来たタマ全部打ち返す兄あにっちもすごいと思うよ」


    　妹が座卓にひじをついてシャーペンをくるくるしながら、俺の顔をほれぼれと見つめる。


    「ねー、小麦。うちの兄っち、すごいでしょ？」


    「ええゴイスーですぅ」


    　半分のろけて俺自慢している妹のニコニコ顔に対して、答える小麦の目は死んでいる。それにしても、どうも俺には引っかかる。小麦はあれこれ俺に質問してるように見えるけど、このバラバラな質問、まるで何を聞いていいのかわからなくて無理矢理質問を探してきているかのような……。


    （さては！　わざと赤点を取って、期末テストの合宿といつわって妹のところに泊まるための、これは孔こう明めいの罠わなか！）


    　赤点を取ってまで妹の部屋に忍びこもうとは、気合が入りすぎていて正直怖い。これはやっぱり、兄として、妹から目を離せないな……と、俺はあらためて腹をすえた。


    



    　そして、夕方が近づいた。夏の夕方はまだまだ明るくて、ぜんぜん昼間だと思っていたのに、気づくと五時が近かった。


    「あっくんー。おーい、あっくんー」


    　階段の下の台所から、母親が俺を呼んだ。


    「ぷっ」


    「笑うな小麦！」


    　俺は素早く小麦に釘を刺してから、廊下のほうに向かってどなった。


    「お袋！　その幼稚園児みたいな呼びかたやめろって、いつも言ってるだろー！」


    　それも、今は客が来ているというのに。小こ麦むぎはいちおう笑うまいと気をつかってくれてるようだが、カマボコのようなまゆげがこらえきれないようにピクピクとひくついている。


    「あー、ごめんねあっくんー」


    　すごいな、こんな短い文章の中に、今現在反省する気と、今後善処する気とがまったく無いということを、これほど如実に織りこめるとは。


    「ということで、あっくん。きょうマーボーナスだから、おつかいお願いー」


    　テスト前一週間は部活がぜんぶ休みになるんだが、ふだんは妹は毎日水球部で遅くまで練習している。それで、おつかいとか、雨が降ってきたときに妹にカサを持っていくとか、そういう用事は全部俺に言いつけられる。


    　テスト前で妹がいても、おつかい係は変わらない。というか、


    「女の子は窓をあけてチカンにあったら大変だから！」


    　と、妹の部屋にだけエアコンをつける親だから、


    「女の子はおつかいなんかに行かせてチカンにあったら大変だから！」


    　となるのは、当然なわけで。男と女の兄妹だと、どうしてもこういう、女はお姫様扱い、男は下僕扱いの差別はあるわけで、俺はもう悟りを開いてあきらめている。


    「わかった、行ってくる。あと、あっくんじゃねーから！」


    　諦てい観かんの境地にいたって、いつもどおり俺は、すでに自分の部屋の壁に標準装備となったエコバッグを取る。父親の出張のときにお土産にたのんだ、東大寺大仏模様のエコバッグだ。


    「あっ、ちょっと待って。あたしが行くよ、いつも部活のときは兄あにっちばかり行ってくれてるんだし」


    　と、妹が立ちあがった。けっこう殊勝なところがあるじゃないか。


    「そうか？　じゃ、これな」


    　俺は妹にエコバッグを渡した。


    「はーい」


    　妹はすなおに答えると、エコバッグを腕にひっかけて階段の下へ向かった。すると、小麦もあわててそのあとを追いかける。


    「こむぎゅう～っ！　待ってくださいですぅ、キョコたん～！」


    　おいおいおいおい！　なんでおまえも行くんだ、何をたくらんでいるんだ！


    「ちょっ、待て！　おまえ何をたくらっ、じゃなくて、お客様はどうぞごゆっくり！」


    　妹に、邪悪なるいつわりの友人の真意を知られるわけにはいかなくて、俺はあわてて言いなおしながら、階段を転がりおちる勢いで駆けおりた。階段の下では妹と小麦が、エプロン姿の母親から財布とメモをあずけられていた。


    「ごめんなさいねー、お客さんにおつかい頼んじゃってー」


    　母親が、ニコニコしながら小こ麦むぎに言った。えらく機嫌がいいな。


    「いいんですぅ。お世話になるんですから、おつかいぐらい。っていうか小麦、お料理とか、お掃除とか、裁さい縫ほうとか、お家のお手伝いが大好きなんですぅ。だから、良かったら今夜のごはんも作らせていただきたいですぅ」


    「まあ、ほんと？」


    　母親が、両手を胸のところで組んで、目をかがやかせた。小麦は、にっこりと天使のように微ほほ笑えんで答える。


    「はいですぅ～」


    　たしかに、この天使のほほえみを見せられたら、こいつの腹の底に石油の残ざん渣さみたいに沈殿している、どろどろのタールのようなドス黒いものを知らない人間は、一発で好意を抱いて心をとらわれてしまうだろう。


    「まああ、小麦ちゃんって、何ていいお嬢さんなの！　小麦ちゃんみたいなお嫁さんほしいわ～！」


    「はい！　小麦、お嫁入りしたつもりでお料理がんばるですぅ！」


    　小麦が、かわいくちっちゃなガッツポーズを決める。このシーンで俺が、よくあるラブコメのように、


    「ちょっ、嫁とか、小麦っ、おまっ、何言って……っ！」


    　みたいにそらぞらしく赤くなりながらあたふたしたりしなかったのは、今のセリフは、小麦的には、俺の嫁じゃなくて妹の嫁っていう意味だってことを、俺はひしひしと理解していたからだ。


    「お客さんにお料理させるの悪いから、あたしも手伝うよ。いっしょにやろっ♪」


    　妹も、にっこり笑っている。いや……妹の料理は、何というかすごく良い言いかたをすれば個性的で、かくしきれないかくし味が鼻と舌をつんざいて、どうしてものどちんこから先に進まないというシロモノなんだが……。


    



    　こうして、俺たち三人はおつかいに出た。


    　しかし家を出て五歩歩いた時点で、俺はさっそく、おつかいについてきたことを後悔することになった。


    「おっ？　ちょ、見ろよあれ！」


    　ふだん、妹はなぜか朝、俺といっしょに学校に行きたがる。ブラシで寝グセをとかしつけられたり、服のホコリをブラシで取られたりする。ちなみに俺の寝グセは筋金入りだから、夕方になってもまだ寝グセ状態をたもっている。「夕方までウェーブ長持ち」的なヘアスタイリング剤の会社に、研究材料として提供したいぐらいだ。


    　……という余談はこっちに置いといて、そういうわけで、俺は毎朝妹と二人で駅まで歩いているわけだが、そのあいだに大量の男ども（と女ども）が、妹に注目する。最初は単なる通りすがりだったのが、妹を見るために毎日同じ時間に家を出たり、妹が見られるルートに通学路を変更したりするがために、なんだか知らないが朝の駅前商店街はめちゃくちゃ混雑している。毎日、お祭りかっていうぐらい混んでいる。


    　でも、妹はそれに感づいていない。それは、怪しまれないようにみんな数メートルの距離をとり、電柱の陰や壁の後ろ、屋根の上などにひそんで妹をながめているからだ。で、そいつらは口々に妹を、かわいいとかつきあいたいとか俺の嫁とか天使たんとか女神様とか誉ほめそやしたあとで、必ず絶望したように吐き捨てる。


    「……それにしても、隣にいるあのサエない男はだれなんだよ？」


    　サエない男でごめんなさいね、と俺はそいつらの猛烈な憎悪のシャワーを浴びながら、毎朝てくてく歩いてたんだ。


    　ところが、それがきょうは二人になってる。しかも、小こ麦むぎもかなりかわいいほうだと思う。いや俺の個人的な主観じゃなくて、俺はこいつのことなんて何とも思ってないんだが、一般論的客観的視点にもとづいて、って話だ。そしてこの時間は、学校帰りだったり仕事帰りだったり、ようするに朝と同じメンツが路上でワラワラしているわけで。


    「なっ、なんだあぁぁーっっっ？　美少女増えてるじゃねーか！」


    　悲鳴とも絶望ともつかない絶叫を聞いた瞬間、俺はこいつらとおつかいに出たことを思いっきり後悔した。


    「一人でもじゅうぶんもったいなさすぎるぐらいかわいすぎるのに！　なに二人も欲張ってんだあいつ殺す！」


    「ボーイッシュなショートカット美少女という典型的少年漫画の元気なお隣さんの幼おさな馴な染じみキャラだけではあき足らず、ぽえぽえ純粋系まゆげ美少女にまで触しよく手しゆをのばすとは許せん殺す！」


    「触手じゃなくて食しよく指しな！　ぷるぷる小動物系砂糖菓子たんは俺の嫁よこせそしてテメーは殺す！」


    「なんで男一人で女の子二人もゲットしくさってんだぁ？　小学校の給食のデザートで、プリンは一人一個って先生が言ってるのに、給食当番特権かなんかで二個取ってるやつっていたよなぁぁ～っ？　俺はそいつのせいで、毎日給食の献立表を見ながら指折り数えて楽しみにしてたプリンが当たらなかったんだ恨む殺す！」


    　ものすごい怨念のオーラのシャワーだ。もし俺が明日どこかで刺されて死んでたとしたら、おまわりさん犯人はこの人たちです！


    　こういうのを目の当たりにすると、俺はやっぱり、人には悟りが必要だと思うんだ。色しき即そく是ぜ空くうの無我の境地で、煩ぼん悩のうを捨て去って、だな。


    「こむぎゅうううぅ～っ！　重いですぅ～！」


    　ぼんやりしてると、いきなり小麦の泣き声が聞こえた。また露骨に流は行やらせようとしてやがるな……と思いながらあたりを見まわすと、俺がぼんやりしてるあいだに、妹と小こ麦むぎが近くの果物店でスイカを買ったらしい。Ｌ玉のでっかいスイカで、ネットに入っているけど、それが重くて、二人でひもを一本ずつ持ってるんだけど、非力な小麦が悲鳴をあげてる状態だ。


    「ひもが指に食いこんで、血が止まってるですぅ～！　痛い重い痛い～！　指の先がムラサキタマホコリカビ色ですぅ～！」


    「バカっ、何してんだよ！　買い物の一番最初にスイカ買うやつがいるか！　それから、そこは無理に粘菌に持ってこずに、ふつうに紫色でいいだろ！」


    　俺は、妹と小麦からひょいっとスイカを取りあげた。小麦は半泣きの目で赤くなった指をふーふーし、妹は恥ずかしそうに上目づかいで俺を見た。


    「そ、そうなの？　ごめん、あたしあんまりおつかいしたことないから……」


    「しかたないなー、教えてやるからおぼえろよ。そんなんじゃ、嫁に行けないぞ」


    「お嫁さんになるつもりはないから、いいんだけど……」


    　妹は真っピンクのほっぺたで、俺に聞こえるかどうかって声でつぶやいた。おいおい、そういう問題発言すんなよ、また小麦が俺に敵意の目を……。


    　と、思ったら。


    　小麦は、なぜか俺のことを、呆ぼう然ぜんとした目で見あげている。俺は奇妙に思いながら、スイカを肩に引っかけた。


    「なんだ、小麦？　俺の顔に何かひっついてるか？」


    「や……小麦、キョコたんと二人なら持てるかなと思ったけど、甘かったですぅ。なのに、お兄にい様は一人でヒョイヒョイ持ってるから、びっくりしてるですぅ」


    「そりゃスイカぐらい持てるさ、米袋よりずっと軽いからな」


    　ケンカなら水中の格闘技・水球をきわめた妹のほうが、かなり強いと思う。じっさい、妹は俺をボコった大学生グループを、同じ水球部の三み剣つるぎ凛りん世ぜと二人で瞬しゆん殺さつしたこともある。細くてしなやかな筋肉は瞬発力をひめていて、走ったらぜったい妹にはかなわない。


    　でも、重いものを持ったりする基本的な筋肉仕事ってのは、また別みたいだ。まあ駅前商店街から家までの五百メートルを、十キロの米袋と、二リットルのペットボトル六本かかえて帰る俺に死角無しだな。えっ、自転車で買いに行けって？　だけど商店街は、人通りが多くて自転車禁止なんだよな。重い荷物乗せて走ったら、グラグラして怖いし。


    　そういうわけで俺はスイカを持ってやってたわけだが、なんか妹と小麦の目がちがう。かなり俺のこと尊敬してる。何でも感動屋さんの妹はともかく、男に興味が無いつながりで何となく俺に対してクールな距離感を保ってた小麦が、本気で感心してるのが意外だった。


    「お兄様……意外に、たくましいですぅ……」


    　小麦は小さな声でそう言って、真っ赤な顔をうつむかせて、両手の人差し指をつんつんしている。おいおいやめろよ、そんな顔してたらまたまわりから殺意ビーム食らうだろうが。そうでなくてもかわいい顔をしてるのに（注・一般論）、そんなかわいい表情してたら、俺は今背中にナイフが三本ぐらいぷっすりと刺さっても、まあしかたないかなって思ってしまうぞ。


    「へ、変なこと言うなよな！　行くぞ！」


    　俺はこれ以上まわりにトゲトゲしい怨念の視線を向けられると本気で命の危険を感じたので、意識して小こ麦むぎを突きはなしながら、スイカを肩に引っかけてぐんぐん歩いていった。ところが、


    「あっ、お兄にい様！　待ってくださいですぅ～！」


    「兄あにっち、あんまり乱暴に歩いたらスイカ割れちゃうよぉ！」


    　小麦と妹がぱたぱたと駆けてきたうえに、


    「ほらっ、小麦はサンダルでそんなに速く歩けないんだから！　ゆ～っくり歩いて行きまっしょい！」


    　と、俺がすたすた歩けないように妹ががっしり腕を組んでくる。こっこれは、より状況を悪化させてしまっただけじゃないか？


    「はぁぁぁ～っ？　女の子置いてさっさと歩いて腕組み誘発とか何だそれは！　見せつけてんのか！　おまわりさん、あいつ撃っちゃってください！」


    　悲痛な声が聞こえる。痛いっ、周囲の視線が痛すぎる！　俺はますます早足になり、妹はますます、


    「わーん、兄っちのいじわるぅ～！　ゆっくり歩いてって言ったのに、よけいに速くなったよぉ～！」


    　と、甘えた声で叫んだ。まったくもー、俺が刺されたらおまえのせいなんだからねっ？


    



    　とりあえず、商店街をウロウロしてると人の目が恐ろしいので、俺はさっさとスーパーに入って、ここで買い物を全部すませようと考えた。


    　スイカが重いので、カートにかごを載せて、そこにスイカを入れた。


    「わぁ～、なんだかこんなの転がして買い物してると、新婚さんみたいだねっ」


    　そのとき、ふと背後でサッと影が動いた気配がした。


    「？」


    　俺は振り返った。しかし、そこには何もいない。


    「どうしたの、兄っち？」


    　妹が、首をかしげて俺を見上げた。


    「あ、いや、何でもない」


    　と、俺は答える。本当に何でもないのか……？　背中に灼けつくような視線を感じるような気もするけれど、足を止めたら刺されそうな気もするので、うん、何でもないってことにしておこうそうしよう！


    　妹は、楽しげにカートを転がしてはしゃいでいる。俺はほとんど毎日おつかいに来てるからどうってことないんだが、たまにしかスーパーに来ないやつは、そんなにスーパーが楽しいのか？


    「わー、お菓子コーナー発見！　すごい、世の中にこんなにたくさんお菓子あるの？　おまけかわいい！　兄あにっち、ちょっと見てきていい？」


    　妹はそう言うと、俺の返事も待たずにカートを転がして行ってしまった。たしかに、ふだんコンビニにしか行かない奴には、大きいスーパーの果てしないお菓子売り場の棚は、ワンダーランドだろう。


    　お菓子売り場で目の色変えるとか子供じゃあるまいし……とあきれたけど、まあ新婚さんとか失言されて小こ麦むぎににらまれることを思えば妹と離れていたほうが……と思って、ふと俺は気づいた。あれっ、小麦はどこに行った？


    「うぅ～ん」


    　小麦はナスの前で,腕組みをして難しい顔をしていた。カマボコみたいなまゆをひそめて、考えこんでいる。ナスの中に人生でも見てるのかというほど険しい表情をしていたので、俺は気になってたずねた。


    「どうした、小麦？　ナス、とっとと買えよ。まだ先は長いぞ」


    「おいしいマーボーナスを作りたいから、いいナスを選んでるですぅ」


    「いいナス？」


    「そうですぅ。いいナスは皮がプリツヤで、茎の切り口は白くて、茶色く変色してないやつですぅ」


    　小麦は一個ずつナスの袋を手に取りながら、うなっている。


    「そんなにちがわないだろ。どうせ、炒めて甘辛に味付けするんだし」


    「それでも、キョコたんに料理を作ってあげるんだから、ちょっとでもいい材料を使って、ちょっとでもおいしいのを食べてほしいんですぅ」


    　小麦の表情はものすごく真剣だ。すごく時間をかけてナスを選んだら、次はショウガの棚の前で、またうなりはじめる。


    「ショウガは、皮が乾いてなくてツヤのあるやつがいいですぅ。新鮮で香り高いショウガちゃん、どこにいるですぅ？」


    「ショウガなんて、かくし味だろ。適当でいいよ」


    「ショウガの香りは皮にたっぷりふくまれてるですぅ。その皮が乾いてたら香りが飛んじゃって、かくし味の味が無くなっちゃうですぅ」


    　そう言って、小麦はさらにがんばってショウガを選別する。かくし味といえば、妹がこのあいだ作ったカレーは、とんでもない味がした。ふつうカレーはカレールーの味以外にはならないから、まずいカレーは作ろうとしてもなかなか作れるものではない。それで妹を問いつめると、料理雑誌に書いてあるかくし味を試したらしい。


    　問題は、そのかくし味の量が多すぎたうえに、種類もぜんぶ入れたので、すべての味がかくれることなく正々堂々と舌の上で戦いあうことになり、例のひき肉とたくあんと塩辛とジャムなどの材料で作られた某シチュー状態になったわけだが。


    　ちなみに妹が入れたカレーのかくし味は、コーヒー、チョコレート、味み噌そ、ヨーグルト、ハチミツ。これがカレーのスパイシーな味や、スープをとるための骨付き豚肉の濃厚なトンコツの香りと、お互い一歩も譲ることのないガチンコ勝負を繰り広げ、舌の上でとんでもない不協和音を奏でていたのだ。それは、某ジャイ○ンシチューが人道的に見えるほどの味と香りだったわけだが。


    　そんな妹に比べると、小こ麦むぎはけっこう料理は上手みたいだ。


    「あっ、あのショウガにするですぅ～」


    　小麦が上のほうの棚を指さして、えいえいと必死に腕を伸ばし、つま先立っている。俺は、それをひょいと取ってやって、小麦が持っている買い物かごに入れてやった。


    「これでいいか？」


    「わあっ……お兄にい様、あんな高いところ、届くですぅ？」


    「一七〇あれば届くだろ。いや、もう夕方だから一六九になってるかもしれないけど」


    「お兄様、けっこう背、高いですぅ～」


    「いや、全然高くないって！　ぎりぎり平均身長以下なのに！」


    「小麦、あんまり大きい人は怖いから……お兄様ぐらいのほうが……ショウガも取ってくれるし……」


    　小麦がうつむいて、小さな声で何やらブツブツつぶやいている。


    「えっ？」


    　俺が聞きなおすと、小麦はあわてて両手を顔の前で振って、


    「あっ、いや、何でもっ、何でもないですぅ～！」


    　と、必死にごまかそうとした。よくわからない奴だな……。


    　俺たちはショウガを選び終わったあと、長ネギのほうに移動した。小麦はそこでも、


    「白いところがフカフカしてないやつ、白いところがフカフカしてないやつ……」


    　と、熱心に選んでいる。


    　小麦は腹はら黒ぐろ策さく士しなんだから、妹を落とすにしても何かもっとこうやり方があるはずだ。プールで妹を騙だまして人工呼吸しようとしたこともあったし、俺に粘ねん菌きんを注射したりもしたんだから、怪しい粘菌でも妹に注射して好き放題しそうなものなんだが……何で、料理をがんばるとかそういうふつう方向の努力をしてるんだろう？


    　あっ、そうか。これが「ほれた弱み」ってやつなのか。


    　そう気づくと、腹黒策士のくせに一生懸命ネギを選んでいる小麦の真剣さが不器用すぎて、何だかかわいく見えてきた。


    　俺が思わずニヤついてしまうと、それに気づいた小こ麦むぎが顔を真っ赤にして、俺のほうをにらんできた。


    「お兄にい様、何をニヤニヤしてるですぅっ？　ここここっ、小麦の何がそんなにおかしいですぅ！」


    「いやいや、悪い悪い。おかしくないおかしくない」


    　俺はなだめるように言って、それでもまだちょっと笑いがおさまらなかった。小麦は、ぷうっとほっぺたをふくらませて怒っている。小麦が飼ってる粘ねん菌きんのひとつ、キイロタマホコリカビのタマきーが胞子を吹きだす前みたいだ。


    　好きな人に喜んでもらうために料理をがんばるなんて、小麦は百ゆ合りで腹はら黒ぐろ策さく士しでさえなければ、いい奥さんになるんじゃないか……なんてことを、俺は考えていた。
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     二章　新妻な妹と妹の新妻な件


    



    　俺にとって、妹との毎日もじゅうぶんスリリングなんだが、家族以外の女の子が同じ家で寝泊まりするっていうのはますます、想像を絶するほどにスリリングだ。


    「お兄にい様ー、晩ごはんができましたですぅー」


    　階段の下から、小こ麦むぎが俺を呼んだ。何だ、その新婚夫婦のようなシチュエーションは……と、俺はうっかり赤くなってしまう。


    　そのとき、俺は買い物から帰ってきてやっと二人から解放されたので、自分の試験勉強をしていた。ついでにテレ玉で毎週観てる、「仏像をハイビジョンでアート＆ポップにナビゲートする仏像情報番組」という、なんだかナウでヤングな感じの仏像番組『仏像大好。』を観る。


    　うるさくて騒がしくてじゃまくさい生身の女の子よりも、やっぱり仏像はいい……と、俺はテレビの画面をときどき見ては、ため息をついた。仏像はたおやかで、目を伏せ、寡か黙もくでただ優しく微ほほ笑えみ何も語らない。テスト勉強のじゃまもしない。


    （やっぱり、お釈しや迦か様が言うように、女によ性しようは悪魔マーラの化身なんだな。お釈迦様が悟りを開くのをじゃまするように、俺のテスト勉強をじゃましてくるんだから……）


    　これが、あさってテストがはじまるまで続くかと思うと、気が滅入ってうんざりする。


    「お兄様ー、晩ごはんができましたってばですぅー！」


    　小麦が声を張りあげた。うっかり自分の思考の中に落ちこんでしまって、返事をするのを忘れていた。返事をしようとして、俺は廊下に出る。


    「悪い、聞こえて……」


    　そこまで言ったとき、俺は息が止まった。というか、心臓も軽く五秒ほど止まっていた。


    　妹が、階段を半分ほど上ってきていた。たぶん小麦が呼んでも俺が来ないから、聞こえてないのかと思って上がってきたんだろう。それはいいんだ、俺はよく部屋の中でヘッドホンで四国八十八箇所御ご詠えい歌かＣＤとか聴いてて、一階から呼んでる声が聞こえないときがあるからだ。


    　余談だが、仏像オタクにとっての四国八十八箇所御詠歌とは、鉄道オタクにとっての鉄道唱歌みたいなものだ。ちがうのは、鉄道唱歌を全部歌うには一時間半かかるが、四国八十八箇所御詠歌を全部歌うには二時間半かかるってとこだ。


    　それで今回も、妹は俺を呼びにきたんだろう。だが、あと一歩で階段を上がりきろうとした妹の姿を見て、俺の心臓が止まったのだ。


    　妹は、ピンク色でフリルがついたエプロンをしていた。たぶん小麦の手伝いをしていたんだろう、それはいい。


    　だが、ちょっと待ってほしい。思いだしてもみろ、妹はさっきまで、肩のところがひもみたいなタンクトップと、短パンしか着てなかった。その上からエプロンを着たら、タンクトップも短パンもかくれてしまって、むしろ着てないように見えてしまう。ほら、子供のころによくあった、ハシゴみたいな紙の裏にシマウマの絵を重ねたら、シマが消えて白馬みたいに見えてしまうという、あの錯覚だ。


    　妹のタンクトップのひもは、エプロンのひもの下に完全に隠れている。短パンも、エプロンの前かけの部分に隠れている。そして、階段にかけられた妹の足は、素足だ。これはどんなに悟りを開いたお上しよう人にんであろうと阿あ闍じや梨りであろうと、裸の上にエプロンを着ているかのような錯覚を起こしてしまうではないか？　何よ、その新にい妻づまファッションは！


    　と、ここまでの内容を、俺は心臓が止まっていた五秒のあいだに走馬灯のように考えた。


    「なあんだ、兄あにっち。聞こえてたんじゃん」


    　妹が、ぴょいっと階段をもう一段上がった。段を上がるために、妹はひざをちょっとかがめて少し前のめりの姿勢になる。俺はそれを、階段の上から見おろしているわけで。


    　前かがみになった妹の胸もとから、タンクトップの中が見えた。胸の谷間を抜けて、おなかからおへそのあたりまでスカッと……。


    　どくん！


    　動いた！　止まっていた俺の心臓が動いた！


    「ちょちょちょちょちょ！　おまおまおまおまおまおまっ……！」


    　俺はあわてふためいて、妹から逃げようとして足がからみ、廊下に倒れてしまった。


    「きゃー兄っち、大丈夫っ？　顔打ったんじゃないっ？」


    　妹が俺に駆け寄り、俺の横に座って俺の顔をのぞきこんだ。のぞきこむなっ、かがむなっ、胸が見える！
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    「なっ、何だそのふしだらなかっこうは！」


    「ふしだらって、料理するときはエプロンするのが当たり前でしょ？　服が汚れるのをふせぐと同時に……」


    「そういう実用的な理由で身につけるなら、もうちょっとふつうのエプロンにしろ！」


    「えーだってこれ、小こ麦むぎがきょうプレゼントしてくれたんだもん。着ないと悪いでしょ？」


    　あの腹はら黒ぐろ策さく士しめ、何という抜け目の無さだ！　あいつ、ぜったいマーボーナスを料理しながら、横目で新妻裸エプロン状態の妹をながめて、「ナスよりキョコたんをお料理したいですぅデュフフ」「晩ごはんよりキョコたんをいただきたいですぅペロペロ」とか心の声でつぶやいていたんだろう。


    「まあ、あたしはエプロン着てるだけでぜんぜん手伝ってないんだけどね。なんか、あたしが料理すると大量破壊兵器と化すとかママに言われて。ひどいよねー、お皿割ったりコップ割ったり圧力鍋を爆発させたりって、ふつうにあるよね？」


    「最後のはあんまり無いなあ」


    「とりあえず兄っち、ごはんできたよ。食べよっ？」


    　妹が、倒れている俺の腕を引っぱりあげて立たせた。


    「あ、ああ……」


    「それとも、あたしを食べたい？」


    「食うかっ！」


    　オヤジのようにベタな妹のネタ振りに、俺は雑なツッコミを返した。いや、俺もさっき同じことを想像したけどさ。


    　それにしても、かんたんに「食べよっ？」とか言ってるけど、たしかに小麦は食材の選び方にはこだわっていたけど、粘ねん菌きんのエサみたいなのが出てきちゃったらどうしよう？


    　……と。階段を下りるまでは、たしかに俺はそう思っていたのだが。


    



    「うまい！」


    　思わず声が出てしまった。意識したわけでもないのに、マーボーナスがたっぷりのった丼を手にして、うっかり声が出てしまう。


    「ほんとですぅ？　お口に合って、良かったですぅ」


    　小麦はにっこりと謙虚な微ほほ笑えみを浮かべながら、俺のコップにキンキンに冷えた麦茶をそそぐ。小麦は、妹とおそろいのエプロン（白）を着ていた。


    　もちろん小麦はちゃんと服を着た上にエプロンをつけているから、妹みたいに裸エプロン状態ではない。たぶん妹にエプロンを着せるための手回しとして、自分も同じエプロンをつけてるんだな。でも小麦は、たとえ腹の中ではいろいろたくらんでいたとしても、見た目はあどけない感じのふわふわ美少女なので、白いフリフリエプロンがやけに似合う気がする。


    「はい、どうぞですぅ。マーボーナス辛いから、のどがかわくですぅ？」


    「あ……う、うん。どうも……」


    　あまりにも小こ麦むぎが親切なので、何をたくらんでるのか、さてはまた粘ねん菌きんでも入ってるんじゃないかと、俺は少々薄気味悪く感じながら麦茶のコップをすかして見る。そしてうちの母親は、小麦のそういうかいがいしい姿に感動して目をキラキラさせ、両手を胸のところで組んで絶賛した。


    「小麦ちゃんって、すごく気がきくしお料理は上手だし、顔はかわいいし！　こんなお嫁さんが来てくれたらいいのに～！」


    　ちょっ、調子に乗って何言ってくれてるんですかこのバカタレは？


    　なお、俺の父親はサラリーマンで、毎日仕事で遅いんだが、今月は半月ほど出張に行っている。自分の父親だからたいしたことないような気がするんだが、いちおう大手マーケティング会社の課長職で、ってことで、そこそこえらいらしい。今回の出張は、新製品を開発したアメリカのベンチャー企業と契約を結び、日本での販売を一手に独占してどーのこーの、とか言っていた。


    　それにしても、父親がここにいなくてよかった。このうえ父親にまで「いい子じゃないか、あっくんの嫁さんにはもったいないぐらいだなハハハ！　幸せにしてやらんとパパ許さないぞハハハ！」とか爽さわやかホームドラマごっこされたら、俺はぜったい出しゆつ家けする自信がある。


    「てへへ～、お母様の教えかたが上手だからですぅ。マーボーナスのもとを使わずに、豆トウ板バン醤ジヤンと甜テン麺メン醤ジヤンからちゃんと作るマーボーナスなんて、小麦はじめて作ったですぅ」


    　小麦は、楽しそうに言った。そうだ、母親のマーボーナスは、前も言ったかもしれないが、ぶっちゃけそこらの中華料理屋なんか太刀打ちできないぐらいおいしい。ナスは油を高温にしてから揚げるから、水分が逃げずに外はサクッと、中はふんわりジューシー。たっぷり入った白ネギとショウガのみじん切りが、ごはんにのせるとサクサクフワフワ、口の中で妙なるハーモニーをかなでる。


    　小麦は、マーボーナスを口に運んで、ピュアに目をかがやかせた。


    「こむぎゅううう～っ、ほんとにおいしいですぅ～っ！　自分でタレを作ると、こんなにおいしくなるなんて知らなかったですぅ。小麦、もっともっと日ひゆ向うが家の味を勉強して、良いお嫁さんになれたらいいなーと思ってるですぅ」


    「まあうれしい！　ほんと、小麦ちゃんみたいなお嫁さんがほしいわ～」


    　うん、母親が言ってるのは「息子の嫁」だが、小麦が意図してるのは「娘の嫁」なわけで、さりげなくすれちがいまくっている。


    　それで、俺はピンときた。小麦が今日にかぎって俺にいやに親切なのは、母親の前だからネコをかぶってるんだな、と。嫁入り前の根回しとして、姑に対して点数稼ぎをしておかないとってとこか。いや、っていうか妹のところに嫁入りとか、点数稼ぎぐらいでどうこうなる問題じゃないだろ？


    　妹は、大きなナスにかじりつきながら言った。


    「もんもももももーもー、ももも！」


    「飲みこんでからしゃべれ、のどつまるぞ」


    　しかも、口ではあえて言わないけど、さっきのフェイク裸エプロン風味なピンクエプロンをしたままでナスにかじりつくのはもう、なんかいろんな意味でやめろ。


    　俺に注意されると、妹はすなおにナスをごっくんとのみこんでから、


    「ほんとにおいしーねー、小こ麦むぎ！　プロみたい！」


    　と、小麦に笑顔を向けた。マーボーナスにはもったいないぐらいのキラキラした笑顔で、その瞬間、小麦の色白の顔がぱっとピンク色になった。


    「そ、それほどのことでも、ないですぅ……」


    　小麦は、両手の人差し指をもじもじと絡みあわせながら言った。俺がほめたときと、照れの温度差がものすごいな。妹は俺のほうを見て、ニコニコしながら聞いてきた。


    「そんなことないよね、兄あにっち。すごくおいしいよね？」


    「あ、う、うん。うまい、よ」


    「マーボーナスがこんなにおいしくて、まーぼーしましょ、みたいな」


    「わあ…………………………………………………………………………………」


    「てんてん多いね」


    　だれのせいだ、だれの。


    　妹は凍りついた俺をほっといて、新しいマーボーナスを口に放りこんだ。


    「ねー小麦、このマーボーナス、ママのよりずっとおいしいも。どうしてこんなにおいしいも？」


    「あら、きょーちゃんったらヒドイ」


    　母親がちょっと涙目になったが、俺も妹の意見に同感だった。母親のマーボーナスも最強においしいんだが、小麦のマーボーナスは、それにプラスしておいしい。意見には同感だが、だからナスを口に入れたまましゃべるな妹。語尾が「も」になってるし、ほっぺたの中に何かが詰まってる感じが、社会問題になりそうな予感がするから。


    「いや、ママのも最強においしいも？　でも、小麦のはそれにプラスしておいしいって話だも」


    　うおっ、妹と全く同じことを考えてた！　俺が何を考えていたか妹は知るよしもないはずなのに、なんだかばつが悪いぞ。


    　妹に聞かれて、小麦は恥ずかしそうに答えた。


    「え……味付けは、お母様に教えていただいたとおりですぅ」


    「でも、何だかママのよりも香り高い感じがするも」


    「そう言えばそうねえ……たしかにわたしのマーボーナスは、ピリ辛だけどそれだけって感じ。どうしてこんなに、口の中に入れたときにパアアアッと爽さわやかな香りが広がるの？」


    　母親にも聞かれて、小こ麦むぎは遠慮がちに口を開く。


    「そ、それはたぶん、ショウガのせいですぅ」


    「ショウガ？」


    「ふつうは、油を入れてすぐにナスも入れて加熱しちゃうですぅ。でもそれだと、温度が下がってナスにだんだん熱が通っていくから、ナスの中の水分が出ちゃって、シオシオのマーボーナスになるですぅ。だからお母様の作り方では、油をひいたフライパンを思いっきり温めておいて、そこに一気にナスを入れると、ナスの表面が油でこんがりと上がって、中の水分を逃がさず、外はカリフワ、中はジューシーなマーボーナスになるですぅ？」


    「ええ、そうよ」


    「このとき、最初に、思いっきり温めた油にショウガを放りこむですぅ？　でも、ショウガの場合はナスとは逆で、高温でエキスを閉じこめてしまうと、油に香りがうつらないかなっと思ったですぅ。それで、ショウガはゆっくりと低温からいためて、中のエキスを全部油の中にうつして、それから高温になった油にナスを放りこんだですぅ」


    　すごい、何て科学的に理屈が通ってるんだ。理科の実験がうまい奴は料理がうまい、って中学生のとき理科の先生が言ってたけど、まったくそのとおりだと思う。


    　母親も感心してしまい、


    「ちょっ、待って！　メモ、今メモ取るから！」


    　と、あわてて、ばたばたと廊下へ走っていった。廊下に置いてある電話機の横のメモ帳を取りに行ったんだろう。


    「すごいな小麦、料理の才能あったんだな。このマーボーナスも、めちゃくちゃうまいし……。うちの母親のマーボーナスもへたな中華料理屋よりずっとうまいけど、このマーボーナスなら横浜中華街の天下取れるぞ」


    　それは決して大げさではなく、俺の本音だった。俺の賛辞なんぞ小麦にとって、妹の微ほほ笑えみの一万分の一ほどの値打ちも無いとはわかっているが、食べ物とそれを作った人に感謝するのは仏の心の第一歩なわけで。


    　それに小麦は、母親の前では猫をかぶってるから、俺にも優しい。だから、今なら何を言っても嚙かみつかれたり、襟えり首くび引っぱられてそこから粘ねん菌きんを流しこまれたりする心配はない（されたことないけど）わけで、それで俺はちょっと安心してすなおな気持ちで小麦をほめたのだ。


    「ちょっ、お兄にい様、そんなにほめないでくださいですぅ」


    「いやだって、ほんとにうまいし」


    「うん、ほんとにおいしいも小麦！　これなら、マーボーナス専門店作ってもいけるも」


    　いや、マーボーナス専門店はさすがに客が入らないとは思うぞ、妹よ。メニューが、マーボーナスとマーボーナス丼とマーボーナス（ライス付き）しか無いからな。ついでに、ちゃんと飲みこんでからしゃべれとさっきから言っている、もーもーうるさい。その語尾、牛か。


    「よ、よろこんでいただけて、うれしいですぅ……」


    　小こ麦むぎは、本気で真っ赤になっている。俺にほめられて赤くなるわけがないから、妹にほめられた成分百パーセントだろうけど、それでもおろおろして赤くなっている小麦は妙にかわいい。どんな顔をすればいいのかわからなくなって、ひたすら困惑しまくってるのがかわいい。


    　女によ人にんは悟りをさまたげる悪魔マーラだから、俺もずっと女子にアレルギーを持っていた。小生意気な妹のことなんて、ちーっともかわいいと思えなかったので、それもあって俺は女子のことをかわいいなんて思わないんじゃないかと思っていた。


    　だけど小麦がいつものような悪魔の牙をむかずに、こうして猫をかぶってるぶんには、人畜無害でふつうにかわいく思えるものなんだな……と、俺はおどろいていた。俺はひょっとして、女アレルギーじゃなかったのか？　それともあれか、アレルギーの減げん感かん作さ療りよう法ほうってやつか？　俺は子供のころ喘ぜん息そくを持ってたからアレルギーにはちょっと一家言あるのだが、減感作療法とは、たとえば卵アレルギーがある人に、少しずつ卵を食べさせて慣れさせるってやつだ。


    　それと同じように、妹を狙ねらって俺のまわりにウロウロしはじめたこいつらのおかげで、俺はいつの間にか女子に慣れて、アレルギーが軽くなってたんだろうか？


    「あ、お兄にい様。麦茶、無くなってるですぅ」


    　小麦が、俺のコップに新しい麦茶をついでくれた。母親への点数かせぎだとはわかっていても、そのかいがいしさに俺の心臓はきゅんとする。猫をかぶってる小麦は、俺が苦手なタイプの茶髪のイケイケ渋谷系女子じゃなくて、三つ指ついた古き良きお嫁さんって感じがする。その控えめな感じが広こう隆りゆう寺じ弥み勒ろく菩ぼ薩さつを思いださせて、俺はますます胸がドキドキしていた。


    　俺は今まで女子に全然興味がなかったから想像もしたことがなかったけど、クラスの男子はよく女子のうわさをしながら、「○○は俺の嫁」とか言っていた。今の小麦は、まさに俺の嫁状態じゃないか（小麦的には、妹の嫁だけど）。


    　嫁って……なんか、いいなあ……と、俺は麦茶のコップ片手にマーボーナスを食べながら、妙にしみじみした気持ちになっていた。


    「ナスといえば、あれもおいしかったも。夏祭りの、浅漬け」


    　妹がもぐもぐしながら、俺の目をじっとのぞきこんでくる。


    　俺は素早く、視線をそらした。


    



    　夏祭りについては、あまり思いだしたくない。電車で二駅行ったところにちょっと大きな神社があって、俺たち兄妹は小さなころから毎年そこの夏祭りに行っていた。……いや、正確には、すごく小さいころの写真を見ると、俺が写ってない年もあるんだけど。それはたぶん、俺が小さいころ喘ぜん息そく持ちだったから、喘息で倒れてたか何かで行ってないんだろうなと思う。浴衣ゆかたを着てる妹が、とてもうれしそうな顔でニコニコしながら写真に写ってるから、俺がいなくても妹はご機嫌だったみたいだけど。


    　それがいつの間にか、俺がいなくちゃ嫌いやとか言いだした。親もそのうちついてくるのが面倒になってきて、


    『あっくん、きょーちゃんについてってあげてね。女の子だから、チカンとかにあったらだめだからね』


    　と、妹が中学生になったとき、俺に妹の世話を全部押しつけてしまった。そして張りきって浴衣ゆかたを着こんだ妹も、ぜったい逃がさないと言わんばかりに俺の腕をぎゅっとつかんで、


    『わーい、兄あにっちといっしょ！　いっしょに行こっ！　色ちがいでユニセックス柄のおそろいの浴衣とか着たら、デート中の恋人同士とかに見えるかなあ。あっでも色ちがいじゃなくて、完全におそろいの浴衣でも、温泉旅館に泊まりにきてる新婚さんみたいでいいよね？』


    　とか、わけのわからないことを言ってるし。さらに、あれはおととしだったか、


    『そういえば兄っち、新婚さんが泊まる温泉って、子宝温泉なんだって。すごいねー、温泉に入ると赤ちゃんできるんだよ。コウノトリが連れてくる以外のルートって、キャベツルートだけかと思ってたけど、まだあるんだねえ』


    　などと、電波レベルでわけのわからないことも言ってたが。というか、赤ちゃんのことを宅配便の配送ルートみたいに言うな。


    　それで俺が思いだしたくないのはどうしてかというと、もちろん妹がひっついてくるのも原因のひとつなのだが、妹は浴衣を着なれてないもんだから、俺にひっつき回るとどんどん浴衣が着乱れていくわけで。


    　ちなみに、俺も夏祭りには浴衣で行く。別にうかれてるわけじゃない。着物を着るのは、禅寺に座禅を組みにいくときに着る作さ務む衣えなどで慣れているからだ。


    『浴衣が乱れてるぞ、みっともないな』


    　夏祭りに行くと、俺はいつも妹に苦言を呈ていする。去年の夏祭りでも、そうだった。だって俺の腕にしがみついている妹の胸元が、だんだん大きく開いていって、上から見ると必要以上に奥のほうまで見えてしまい、目のやり場に困るのだ。


    　それにまわりにいる他の男どもの、そうでなくても夏祭りで解放的になっているというのに、妹を見る目がさいしょはきれいな珍しい花でも見たような好奇心の目だったのが、だんだん獲物を値踏みする狼みたいな目になっていくわけで。


    　妹をそういう目で見られるのは、襲ってこられたら危険だから怖いっていう気持ちももちろんあるが、なんかこうムカムカするので、つい妹に苦言を呈したくなるのだ。


    　だが、この小生意気なくせに危機感にとぼしい妹は、俺のことばを半分も理解していない。


    『えー？　そんなに乱れてないと思うけどなー』


    『乱れてる。服装の乱れは心の乱れだ』


    『生活指導の先生でも乗りうつった？』


    『そもそも着物を着たときのコツは、右手と右足、左手と左足を同時に出すことだ。洋服みたいに左右を別々にして歩くと、体がねじれてたちまち着物がはだけてしまうぞ。盆踊りで言えば、どんぱん節のような二十世紀に作られた盆踊りは洋服文化が広まってきているので、体をひねる動きがあり、浴衣ゆかたで踊るのに向かない。しかし江ごう州しゆう音おん頭どのような十九世紀に作られた古い盆踊りは、踊ってみればわかるが、右手と右足、左手と左足を同時に動かす特殊な体重移動が必要で、決して体をねじらな……』


    『すうすう』


    『安らかな寝息を立てるな！　起きろ！』


    『あ、びっくりした。目の前に、一面のお花畑が見えてたよ』


    『臨死体験するほど熟睡しなくていい』


    『とりあえず、着乱れたっていいんだよ。兄あにっちは浴衣を着るのが上手だから、あたしの浴衣の着つけも直せるでしょ？』


    『はあぁあ？』


    　俺は、思いっきりすっとんきょうな声をあげた。


    『なっ、何で俺がおまえの浴衣を直さにゃならんのだ！』


    『あ、浴衣の着つけを直すときアレやろ、腰こし元もとごっこ。帯をくるくるしてコマみたいに回りながら、あ～れ～ってやつ。ぜったいおもしろいよね！』


    　その帯をくるくるされてる腰元は、これからブルドッグ面のお代官様とかにおいしくいただかれてしまうということを、妹はたぶん全然理解していないのだろう。というか、そういう淫いん靡びなシチュエーションだから、たとえごっこといえども妹とそういうことをするとか、どう考えてもそれは何かのやばいプレイだし、想像するだけで吐きそうになる。


    『おもしろくないから！　着つけもしなおさないから、浴衣がこれ以上着乱れないように、とっとと腕を放せ！』


    　俺が妹の腕を振りはらうと、冷たくされた妹はすごく怖い顔でぷうっとふくれた。


    『わかったよ。じゃあそのかわりに、何か買って』


    『〝じゃあ〟の前後の文章の脈絡が皆無だよな？』


    『おなかすいちゃったし。あっ兄っち、あれ買ってあれ！』


    　妹に手を引っ張られて、俺が買わされたものリスト。


    　カットパイン、チョコバナナ、フランクフルト、箸はし巻き、姫りんご飴あめ、キュウリやナスの浅漬け、綿菓子、水飴、べっこう飴、ハッカパイプ……どうでもいいが、なんで夏祭りの屋台で売ってる食い物は全部、割り箸に刺さってるうえに全体的に棒状なんだ？


    　いや、食べ物だけじゃない。食い物じゃないからって油断してスマートボールでもされようものなら、ハズレでもらえる景品として、ストローの先に風船がついてプーッて鳴るやつや、巻いた紙がカメレオンの舌みたいに伸びる吹き戻しがついてくる。夏祭りといえば八や百お万よろずの神に豊ほう穣じようの祈りをささげるための祭りだというのに、まったくけしからんことこのうえない！


    　俺は、それら棒状のものを妹に買わされながら、汗ばんだ額ひたいをハンカチでぬぐった。


    『わーい、兄あにっちに買ってもらっちゃった♪　もぐもぐむぐむぐ、フランクフルトおいしいね。かりかりまむまむ、りんご飴あめもおいしいよ。ちゅぱちゅぱちゅっちゅ、吹き戻しで兄っちの背中をつんつん突くぞ。ぺろぺろぺろりん、チョコバナナもおいしいな。はむはむちゅうちゅう、カットパインうまく食べないと汁がこぼれちゃうね。きゃ～ん、カットパインの汁で胸がべとべと～！』


    　はい、聞こえない聞こえない。悪魔マーラのささやきなんぞ、俺にはちーっとも聞こえないですよ。色しき即そく是ぜ空くう、空くう即そく是ぜ色しき、羯ぎやー諦てー羯ぎやー諦てー波はー羅らー、


    『あっ兄っちハンカチ持ってるんじゃん！　胸ふいてふいてー、ちょいとお手を拝はい借しやく、うりゃっ』


    『羯ぎやあああああああぁぁぁぁぁっ！』


    



    「兄っち、どうしたも？　ぼんやりしてたら、マーボーナスが冷えちゃうも？」


    　妹が、マーボーナスをもぐもぐしながら不思議そうに俺の顔をのぞきこんできた。俺は、はっと我われに返る。


    　妹がハンカチを持った俺の手首を強引につかみ、重ねられた浴衣ゆかたの襟えりのあいだに突っこんだその先を、俺は覚えていない。ただ、家に帰ると後頭部に巨大なコブができていたので、大々的にぶっ倒れたのだということはわかった。
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    「あ、いや、何でもない。ほんとに全然、何でもない」


    「何だか顔が赤いも？　マーボーナス、辛かったも？　兄あにっちったら、けっこう子供舌なんだも？」


    「とりあえず、おまえは口の中にものを入れて、もーもーしゃべるな！　そしてリスみたいに、ほっぺたを片っぽだけふくらませるな！」


    「あっそーだ、キョコたん。テスト終わったら、ご褒ほう美びに、プールなどごいっしょしませんですぅ？　小こ麦むぎはカナヅチなので、この夏のうちに泳げるようになっておきたいですぅ。お勉強だけでなく、水泳もついでに教えていただきたいですぅ」


    　小麦が、猫なで声で妹に言った。一見にこやかに見える目に光はなく、邪悪な闇やみがその底に渦まいているのが見えた。たしかに小麦がカナヅチだというのは、俺も聞いたことがある。そこにウソは無いだろうが、泳げるようになっておきたいっていうのはたぶん、こじつけだ。要するに、妹の水着が見たい……あわよくば、水泳の練習をしているときに手取り足取り腰を取り、溺おぼれたふりして人工呼吸とのコンボを狙ねらうとか、そういう邪悪な理由が俺の目にははっきりと、透けて見える。


    「プールか、どうしも～……」


    　妹が箸はしを口につっこんだまま、瞳をめぐらせて考えこんだ。っていうか光の速さで断れ、妹！　ほんとにこいつは、危機管理意識が低すぎる。


    「おい、小麦……」


    　妹のことなんてほんとはかばってやりたくなかったんだが、兄として放っておくわけにもいかないので、俺はちょっと声音をきつくして小麦に呼びかけた。だがそれをさえぎって、妹が答えた。


    「ごめん、小麦。やっぱり、プールはパスだも～」


    「え～、どうしてですぅ？」


    「だって、プールだと兄あにっちといっしょに行けないも～」


    「いや、いっしょに行かなくていいですよ？」


    　俺は、はっきりと意思表示をした。俺は水が苦手だ。どういうわけだかわからないが、プールに近づくだけでも苦手だから、授業はいつも見学だし、妹の水球の試合もほとんど見に行ったことがない。


    　小さいころ、俺は喘ぜん息そくがあった。それで、水泳をすると症状が軽くなると聞いた母親が、妹といっしょにスイミングスクールに通わせた。結局、俺はすぐにやめて、妹だけ通いつづけていたわけだが……。


    　どうも、そのころのことを俺はよく覚えていない。もっと小さいころ、妹といっしょに庭のビニールプールで裸で遊んでたりしたはずだが、そういう記憶を自ら封印しているのかもしれない。ただ、うっすらとした記憶では、そのころ妹はこんなに俺にベタベタしていなかった。俺の世話を焼きたがって小生意気なのは、昔からそうだったような気もするんだが。


    　別に、いつから妹が俺にデレるようになったとか、そんなことを特定してもしかたがないんだが。ただ、自分の水に対するトラウマだけは、ちょっと気になっている。別に妹とプールに行きたくもないし、水球の試合を見に行ってやるつもりもないんだが、これからの人生において困らないかなーとか少し心配なのだ。


    （やっぱり、これって克服しておいたほうがいいのかな……。でも、トラウマを克服するにはまずその原因を探らないといけないけど、なんで自分がこんなに水が苦手なのか……子供のころはスイミングスクールにも行ってたはずなんだし。そのへん、よく覚えてないんだよな……）


    　俺がぼんやりそんなことを考えてると、とつぜん妹がナスをくわえたまま、俺の腕に手を回してきた。


    「なにもー、兄あにっちったらもー！」


    「だから、語尾の『も』はやめんか！」


    「だってぇ～、ナスが口の中いっぱいに入っててしゃべりにくいんだも～」


    「飲みこんでからしゃべれって言っとるだろーがっ！　行儀悪いぞ！」


    「せっかく夏休みで、四十日間もいっしょにいられるんだも？　兄っちといっしょにあっちこっち行きたいもー」


    「四十日もあるんだから、そのうち三十九日ぐらい俺抜きで遊びに行くってのはどうだ？」


    「あたしは兄っちと、四十日まるごとずっといっしょにいたいも！」


    　妹は怒って、ますます俺の腕にぎゅっとしがみつく。


    「うふふ、きょーちゃんは甘えんぼさんねえ」


    　母親が、のん気に笑う。


    「ほんとですぅ。キョコたんは、甘えんぼさんですぅ」


    　小こ麦むぎの笑顔に、殺気が見えかくれする。


    「ちょっ、やめっ……放せ！　重い重い重い！」


    「しっつれいもー！　女の子に重いとか、禁句も？　そんな意地悪言う兄っちは、もっと重くしちゃうももも～！」


    「ぐぁー重い！」


    　妹が俺の腕に両手をからめ、ぶら下がるように体重をかけたので、俺はイスから引きずり落とされそうになって、思わず叫んだ。妹はそのまま、俺の腕にサルみたいにしがみつきながら……だから、胸で俺の腕をはさむのはやめろと言うに！　小麦の目が怖いよ！　と、とにかく、妹はしがみつきながら、小麦に言った。


    「あっそーだ、プールじゃなくてお祭りなら兄っちも行けるも！」


    「お祭り……ですぅ？」


    「そーだも、テスト最終日がちょうどお祭りの日になるも。小こ麦むぎ、ぜったいに赤点回避して、打ち上げがてら遊びにいって、兄あにっちにいっぱいおごってもらおーも！」


    　妹は、もぐもぐしながら小麦に言った。いや、誰がおごってやるって言った？


    　小麦はびっくりしたように妹を見て、


    「そ、それって……キョコたんの浴衣ゆかた姿を見られる、っていうことですぅ？」


    　と、顔をカアアッと赤くした。いや、妹はふだん水球部で水着姿だし、家でもタンクトップに短パンとか服装っていうより服装の欠如っていう感じのファッションセンスなわけだが、何でそれより露出が少ない浴衣で顔が赤くなるのか？　チラリズム重視ということならば、小麦はずいぶんと上級者への道を駆け上がっているのだな、と俺は真夏だというのに心に寒風が吹いた。


    「こむぎゅうううぅ～っ！　そ、それはとってもおいしいご褒ほう美びですぅ……デュフフ」


    「うん、とってもおいしいよねっ、小麦のマーボーナス！」


    　いや妹、身の危険を感じろよ、今こいつデュフフって笑ったぞ！


    　そして、俺もちょっと気を引きしめなくては。小動物っぽくてかわいい外見と、おとなしそうで優しげな物腰に、悟りに近づこうとしているはずの俺ですら、うっかり「新婚みたいでいいなぁほのぼの」とか思ってしまった。女によ性しようは、人の心を毒のように侵食してくる悪魔マーラだ、決して迷わされてはいけないんだ、っていうか俺は修行してるから惑わされたりしないんだもんねっ！


    



    　夕食のあと、俺は自分の部屋にもどってテスト勉強をはじめた。妹たちのせいで、全然勉強ができてない。赤点で補習なんてことになったら、夏休みの夢の、四国八十八個所巡りはどうなるんだ？


    　俺が勉強してるあいだに、ほかの家族と小麦は風呂をすませたらしい。一階から母親の、


    「あっくんー、お風呂片づかないから入っちゃいなさーい」


    　という声が、何度か聞こえてきた。


    　じつは俺は、小麦が大胆にも妹といっしょに風呂に入ろうとしたらどうしようかと思って、心配していた。小麦なら、ピュアなふりをしながらさりげなく実行しそうだ。それで、


    『キョコたん、お背中流すですぅ。ごしごしですぅ』


    『きゃあ！　ちょっと小麦、そっちは胸だよ！　こすんないでっ、こ……あっ、やっ、あん、はぅん……っ！』


    『あっ、ごめんなさい、表と裏とまちがっちゃったですぅ。てへぺろ、ついでにぺろぺろ』


    『あっ、あっ、あんっ……☆』


    　ぜったいこうなる！　断言してもいい！


    　だからといって、風呂場の前で妹たちの動向に目を光らせつづけるだけの度胸も、俺にはなかった。十中八九、母親に、


    『ちょっとあっくん！　きょーちゃんはお風呂に入るんだから二階行ってなさい！　妹を変な目で見てんじゃないの！』


    　と、冤えん罪ざいをふっかけられ、変態兄貴の称号をいただいてしまうに決まってるからだ。


    　ただ幸いなのは、うちの風呂場は外国かぶれの母親が何を考えたのか、トイレつきのユニットバスにしてしまってすごく狭いので、一度に一人しか入れないってことだ。たとえ小こ麦むぎがいっしょに入ろうとしても、ぜったいに一階にいる母親が、


    『狭いから一人ずつにしなさい』


    　と言うだろう。


    　それで俺はちょっと安心して、テスト勉強をつづけた。妹たちも、風呂を上がってから俺を呼びにくる気配はなかった。男嫌いの小麦が、パジャマで俺の前に出たくないんだろうな、と何となく俺は推理してみたが、たぶんあながちまちがった推理じゃないだろう。


    



    　そして、どれぐらい時間がたったことだろう。


    「ふああああああぁ……っ」


    　俺は腰が痛くなってきて、大きく伸びをした。俺は畳の上に直接すわって、座卓で勉強している。そのほうが机にイスよりもはかどるんだが、ただこの姿勢の問題点は、背中をささえてくれる背もたれがないから腰が痛くなることだ。とくに、畳の上に直接刺さるような感じになる尾てい骨が痛くなる。


    「あいててて……ちょっと風呂であたためて腰を伸ばさなくちゃ」


    　俺は時計を見る。時間は、深夜一時を回っていた。さすがにこんな時間では、もう風呂に湯は残っていないかもしれない。それなら、シャワーでもいいや……と思いながら、俺は部屋のたんすの中から着替えを探した。


    　着替えを持って、俺は廊下に出る。妹の部屋はいやに静かだったので、たぶん毎日小学生のようにぴょんぴょこしている妹は、ベッドに入るやいなや、ぐーって寝てるんだろうなと俺は思った。


    　そして、俺は風呂場へ行った。脱衣所には常夜灯のオレンジ色の豆球がついていたから、蛍光灯をつけなくてもそこそこ動くことができた。夜中に蛍光灯をつけるとまぶしすぎて目が痛くなるから、俺は苦手なんだ。


    　服を脱衣かごの中に脱いでから、俺は浴室のドアに手をかけた。浴室の明かりは、薄暗いシェードがかかった白熱電灯なので、それほど目は痛くならない。つまずいたら危ないこともあり、俺はドアを開けながら、ドアの横にある電気のスイッチをパチリと入れた。


    　浴室に、オレンジ色のやわらかな光が落ちる。便器の横にあるシャワーカーテンを、俺は開けた。


    　浴槽には、まだお湯が張ってあった。抜き忘れたんだろうか。いや、そんなことはどうでもいい。


    　問題なのは、浴槽の横の棚に色とりどりの粘ねん菌きんが入った瓶が並んでいたことと、浴槽の中にその粘菌および飼い主が浸かっていたことだ。


    「きゃっ……」


    　小こ麦むぎは叫ぼうとしたが、声は悲鳴のとちゅうで詰まってしまった。


    　白い浴槽の中に、お湯であたたまってピンク色に染まった小麦の、色白の柔やわ肌はだが浮かんでいる。紫や黄色やピンクや白の粘菌がねばねばプルプルしながら、水面をただよったり、小麦の肌の上や頭の上に這はいあがってたわむれている。


    　とくに、白いシロタマホコリカビのタマしーは、どろどろと小麦の頭から顔から胸もとぐらいまで、べったりとこびりついていたのだが、これはたぶん、イラストに起こすと社会問題になるレベルだろう。えっ、起こしちゃったの？


    　小麦は怯おびえた目で、俺を見あげていた。いつもの怖いもの知らずの腹はら黒ぐろ策さく士しらしくない。カマボコ眉まゆ毛げは情けなくハの字になっているし、目は涙目になっているし、ことばを失ったくちびるは血の気を失って、ぴるぴると震えている。


    　小麦は、本気で怯えていた。そういえば、こいつは男嫌いだったんだ、と俺はあらためて思いだした。でも、俺はしばらく機能停止したように動けなかった。
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    　ひとつは、いつもどおりの慣れ親しんだ手順で入ろうとした自分の家の風呂によその女の子が浸かっていた、というイレギュラーな状況に、脳がついていけなかったこと。


    　もうひとつは、お湯に浮かんだ小こ麦むぎの肌があまりにもみごとなピンク色で毛穴の存在もわからないぐらいきめ細かかったことや、まだ幼さを残した細い手足やささやかな胸が、妹が持っているリカちゃん人形そっくりで、要するに人形みたいで、目の前にいるのが生きた裸の女の子だっていう現実感が希薄だったこと。


    　三つめは、小麦の胸の上にポチッとついている小さなものが、完かん璧ぺきな桜色だったこと。妹に関していえば、小さいころいっしょにお風呂に入ったときの記憶しかないが、そのころは桜貝のようなちっちゃいピンク色のものが胸にはりついていたような記憶があるのだが、もちろん今は知らない。まわりの男子を見るかぎり、いくら色白でも、黄色人種である以上、ふつうは薄茶色ぐらいの色じゃないかと思うんだが、あまりにもきれいな桜色だったのでどれだけ色白なんだ、それとも子供っぽいから胸の付属物も子供みたいな色なのかとか、そんなどうでもいいことに思考が飛んでいた。


    　最後は、何でお風呂に粘ねん菌きんが入ってるのかという疑問。小麦がいつも粘菌を瓶に入れて持ち歩いているのは知っているが、色とりどりのキャンディかゼリーのようにすきとおって白い肌にはりついて、粘菌というよりもキュートでビビッドなポップアートのように見える。そのせいで、小麦はヌードのはずなのに、きれいなファッション雑誌でも見てるみたいで現実感がなかった。なんか女子って、こんな感じのロウソクとか風呂に浮かべてたりするよな？　水面をおおう粘菌のせいで、お湯の中がイマイチ見えにくかったことも、生々しい現実感を消していた。


    　だが、現実感の希薄さによる機能停止は、浴室の鏡に映った自分の姿を見た瞬間に現実に引き戻され、解除された。平たく言うと、鏡に映っている自分の素っ裸を見て、我われに返った。


    「うぁっ……！」


    　俺の悲鳴も、上ずりまくってとちゅうから声が出なくなってしまった。俺は混乱してしまって、その場から上半身は逃げようとしたんだが、混乱しすぎて体のはしっこまで命令が伝わっていなかったらしく、下半身がついてこなかった。それで、俺は上半身に引っぱられるように、風呂場の床に仰向けにぶっ倒れた。


    「っ……！」


    　小麦は声を出せないまま、俺を見てかたまっていた。そのときの俺のかっこうといったら、おむつを替えられるときの赤ちゃんそのもので、何から何まで丸見え状態だった。


    「っっ……！」


    　俺も声を出せないまま、必死にうつぶせになる。うつぶせになってもお尻しりの桃が見えてしまうわけだが、男子の心情的に、前が見えるよりはお尻のほうがまだましだ。お尻なんか、腰と太ももの延長線上のものだし。


    　そのまま俺は、何とかまだ言うことを聞く上半身で、必死に床を這はいずった。頭の中はもうワヤクチャで爆発しそうになっていて、目の前は変な星がチカチカ光ってよく見えないし、これはもう脳の中の脳電流ってやつがしっちゃかめっちゃかになってるんだろう。


    　自分がパニックを起こすあまり何かわめいているような気がしたんだけど、声は聞こえてこない。叫び声が声が出る回路まで届いていなくて、酸素不足のコイみたいに口をぱくぱくしていただけだ。


    　俺はそのまま、必死に浴室を出た。小こ麦むぎの視線が届かないところまできて、俺は下半身に痛みを感じた。裸で浴室の床を這はいずるなんて暴挙をしたんだから、当たり前だ。ちぎれなかったのが、奇跡なぐらいだ。


    　その痛みでやっと、俺は少し下半身の感覚を取りもどした。壁につかまるようにして立ちあがると、まだ脳の中にチカチカと光が明滅していて意識がもうろうとしながらも、とにかく早くここから逃げなくてはという本能的な逃避行動によって、俺はその場から脱出した。


    　そして、俺は裸のまま自分の部屋にたどりついた。とちゅうで裸の姿を妹や母親に見られるかもしれないということは、思いいたらなかった。そんなことより、少しでも早く小麦の前から姿を隠したかった、その一心だった。


    　俺は少しでも早く裸の体を隠そうとして、裸のままベッドにもぐった。そのときはじめて、自分が震えてることに気づいた。何で俺はこんなに震えてるんだ？　ひょっとして俺、逮捕される？　おまわりさんが、今にもそのドアから踏みこんできたりしちゃう？


    　っていうか、小麦はどこまで俺のソレのアレを見たのか？　オレのドレのアレのソレのコレは、どのていどまで見られてしまったのだろうか？


    　小麦は今夜泊まるんだから、明日の朝もまだうちにいる。明日俺は、どんな顔して小麦に会えばいいんだ？


    　怖くて、俺はベッドから出られなかった。そのまま俺は、震えながら朝をむかえた。
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     三章　俺が年上に弱いかもしれないという仮説の件


    



    　そして、翌朝。


    　俺はベッドの中で震えながら、そのまま寝てしまっていたらしい。


    「兄あにっちー！　朝ごはんだよー！」


    　一階から聞こえてくる妹の声で、俺はのろのろと目を覚ました。


    　きのうのあれは……夢だったのか？　夢だったらいいんだが……。


    　いや、たぶん夢だろう。だって、妹の声はいつもどおり陽気で明るい。もし何かあったなら、小こ麦むぎは妹にぜったい言ってるはずだから、妹が平然としてるっていうことは、何も言ってないってことだ。何も言ってないってことは、何も起こってない。つまり、すべては夢だったっていうことだ。


    「なーんだ、夢だったのか♪」


    　後始末に困るほどエロい展開のあとで、「じつは夢でしたてへぺろ☆」っていうのは、現実的な後始末を考えなくても好きほうだいできるってことで、まあよくある話だ。夢オチとか最悪だと思っていたが、今回にかぎっては、俺はもろ手を上げて夢オチを肯定したいと思う。夢オチばんざーい！


    　と、俺はうれしさのあまり布ふ団とんをはね飛ばして、両手を上げた。


    　……えっ？


    　……俺……全裸、か？


    　開放しすぎた己おのれに気づいて、俺はあわてて布団を体に巻きつけた。


    　俺の部屋は蒸し暑いから、寝てるあいだに脱いでしまったのかと思って、ベッドの上を見る。でも、どこにも服は無い。


    　……もしかして……あれは、現実だったのか？


    　小麦の裸も？　小麦に見られた、俺の裸も……？


    「お兄にい様、朝ごはんですぅ」


    　いきなり小麦の声が聞こえて、俺はびくーっっとした。ベッドの上で、ぎゅっと布団を身に巻きつけて振りかえると、俺の部屋の入り口に小麦が立っていた。


    　そのとき俺は、俺の部屋にカギがついていないこと（差別なことに、妹の部屋には母親がカギをつけた）、ゆうべ這はいずって帰ってきたからドアを開けっぱなしのままだったことを、今さら思いだした。


    「うわっ……！」


    　俺は自分でも情けないような悲鳴を上げて、逃げようとした。だが、そこはベッドの上だったので、俺はごろんと落っこちてしまう。


    　逃げなくちゃ……と思って、俺は床の上でぱくぱくしていた。混乱していたので自分でも自分の行動がよくわからなかったけど、たぶん俺は、小麦にゆうべのことを責められると思っていて、それが怖くて、それから逃げたかったんだと思う。


    　小こ麦むぎは今朝も白いエプロンをつけていた。そして、迷うような目で俺を見つめていた。白い頰ほおは、スプレーでも吹きつけたかのようなあざやかなピンク色に染まっていた。


    「お兄にい……様……」


    　小麦は視線を右下とか左下とか、俺を見ずにすむすべての方向にあちこちとさまよわせていた。小麦が何を言うか、俺の心臓も破裂しそうなほどドキドキしている。


    　ところが、しばらく迷ったあとで小麦は、恥ずかしさに耐えるようにぎゅっと目をつぶると、真っ赤っかな顔でぺこりんと頭を下げたのだった。


    「お兄様……ゆうべは、ごめんなさいですぅ……っ！」


    　えっ！　小麦が謝るのかっ？


    　目を白黒させている俺の前で、小麦は、一階に聞こえないかと少し心配するように視線を階段のほうに向けてから、俺の部屋に一歩踏みこんできた。


    　らめえっ、いろんなものが落ちてるうえに現在全裸の俺の部屋に、入ってきちゃらめええええっ！


    　俺はそう叫びたかったのだが、また頭の中がわけがわからなくなって、声が出るにいたらなかった。人間、本気でテンパると声の出しかたがわからなくなってしまうものなんだなと、俺は自分で自分に驚いた。


    　俺がだまっているので、小麦は赤くなりながら、自分からしゃべりだす。


    「あの、お兄様……怒ってるですぅ？　怒ってないわけない……ですぅ。あのっ、小麦、毎晩スキンシップのために、タマぴーたちとお風呂に入ってて……」


    「タマぴー？」


    「粘ねん菌きんの……キイロタマホコリカビのタマきーと、ムラサキタマホコリカビのタマむーと、シロタマホコリカビのタマしーと、ピンクタマホコリカビのタマぴー……」


    　ピンクタマホコリカビって、突然変異体出てるし！　バイオハザード来た！　っていうか、キイロタマホコリカビにつけた名前だけは、何度聞いても慣れなくて、小麦の口から出るとドキッとするなあ。


    「……それで小麦、毎晩、粘菌たちとお風呂に入ってるわけですけど……でも、人様の家のお風呂で粘菌を入れたら、あとから入る人は気持ち悪いだろうと思って……それで、みんなが出るまで待って、あんな夜遅かったし、キョコたんも寝てたし、もうだれも入らないだろうと思ってそれで、入ってたですぅ……」


    　粘菌とスキンシップ？　なんか、俺の理解の範はん疇ちゆうを超えすぎていて、何度頭の中でくりかえしてみても、脳の中にイメージがしみこんでこないんだが……。


    「お兄様がまだ入ってないって、小麦、知らなくて……。ほんとに、ごめんなさいですぅ。キョコたんも、気持ち悪がるかもしれないから、ゆうべのことはだまっててくださいですぅ」


    　小麦は、ぺこぺこと謝る。要するに、他人の家の風呂に粘菌を入れてごめんなさいって言ってるわけだ。


    　そりゃまあ、バス○○ンとちがって気持ちのいいものではないけど、日本には柚ゆ子ず湯や菖しよう蒲ぶ湯というものもあるわけだし、何より理解の範はん疇ちゆうを超えすぎているから、そこまで気持ち悪がるほどのこともないと思った。


    「あ、いや……」


    　小こ麦むぎに謝られて拍子抜けしてしまった俺は、さっきまでの緊張がとけて、やっと声が出るようになった。


    「そ、そりゃ……俺だって、わざわざ好んで言わないけど。その……何？　それって、小麦が謝るところなのか？」


    「だってあのあと、小麦お風呂を一生懸命洗って、お兄にい様を呼びにいこうかと思ったけど、怒ってるかもと思って呼びにいかなかったですぅ。そのせいで、お兄様はこの暑いのに、部屋には扇風機しかないのに、お風呂に入れなかったですぅ。ほんとにごめんなさいですぅ」


    　小麦はそう言って、何度もぺこぺこと頭を下げた。


    「いや……だって、その。俺は……」


    　裸を見てしまったわけだし、とか、裸を見せてしまったわけだし、とか、どっちを言うのも恥ずかしいし、どっちを言っても何だかセクハラじみてるしで、俺は口から出かけたことばをもう一度のみこんで、別のことばを出した。


    「俺は……小麦のほうこそ、怒ってるかと思ったけど」


    「だって、あんな時間にお風呂に入ってた小麦が悪いですぅ」


    「でも、その……小麦も、その、びっくりした……だろ？」


    「そりゃーびっくりしたですぅ。まさかだれか入ってくるとは思ってなかったから、あんな夜中だったし、もしかしたら泥棒かチカンかと思って、生きた心地がしなかったですぅ。でも、入ってきたのがお兄様だったので、ホッとしたですぅ」


    「ホッとしたぁ？」


    　俺の声が、月面宙返りできそうなほど見事にひっくりかえった。男嫌いでぴるぴる震えながらチカンを怖がっていた小麦は、どういうわけだか、深夜の風呂場に全裸の男子高校生が入ってきて「ホッとした」と言うのだ。


    　俺には、さっぱり理解できない。それで、やっぱり言うまいとしたさっきのことばを、口から出した。


    「だって、あの……俺、その、裸を見たし、裸を見せたわけじゃないか。小麦は、男が嫌いなんだろ？　ちょっとさわられるのも嫌いやで、怖がってなかったか？」


    「もちろん、小麦は男が大っ嫌いですぅ。前は、もー見るのも怖いって感じだったですぅ。でも……ゆうべ、お兄様とお風呂で鉢合わせしてびっくりはしたけど、自分でも不思議なんだけど、全然怖くはなかったですぅ」


    「え……そ、そうなの？」


    「っていうか、もともと小こ麦むぎは、お兄にい様のことは怖くなかったわけなんですぅ。それで、ふと小麦は思いだしてみたですぅ。よく考えてみると、お兄様と知りあってから男子のこと、見るのも怖いってほどは怖くなくなったですぅ」


    「た、たしかに水球の試合のとき、比ひ叡えいや高たか野のがそばに座っても、別にどうってことなかったよな」


    　まあ、あの二人は俺なんかよりずっと悟りを開いているので、どっちにしたって人畜無害ではあるんだが。


    　っていうか……えっ？　俺のこと、怖くなかった、って？　あの風呂の状況でも？　男嫌いなのに？


    「とりあえず、そういうことなので謝るですぅ、ごめんなさいですぅ」


    「あっ、いやいや！　もう頭下げなくていいから！」


    「でも、お風呂……」


    「あとでシャワー浴びるからいいって！　毎朝、妹に寝グセを指摘されるから、いっそシャワー浴びたほうが寝グセが落ちつくし。俺だって悪いんだから、っていうか俺のほうが悪いんだから、もう謝るなって」


    　あんまり女子にペコペコ頭を下げられると、何だか申し訳ないようないたたまれないような気分になって、俺は小麦にそう言った。すると、小麦は恐る恐る顔を上げた。小麦のほっぺたは、ワールドカップでフェイスペイントの日の丸でも描いてるのかと思うほど真っ赤になっていた。


    「わ、わかったですぅ……。じゃ、じゃあ、あの……朝ごはん、出し巻き卵を作ったから、冷めないうちに食べにきてください、ですぅ」


    　真っ赤な小麦は、必死にそこまでことばをしぼり出すと、こらえきれないように背中を向けて、階段をぱたぱたと……つるっ。


    　ずでん、ごん！


    「こむぎゅう～っ！」


    「こっ、小麦ーっ！　大丈夫かーっ！」


    　俺はあわてて廊下に飛びだそうとしたが、布ふ団とんをはだけると素っ裸だったので、あわててタンスからパンツやズボンを取りだすと、服を着ながらケンケン状態で、廊下に出ていった。


    



    　そして、今朝も俺は学校に向かう。


    　じろじろ。じろじろじろじろ。


    　痛い。いつもの三倍、燃えるような嫉しつ妬との視線が痛い。


    「兄あにっち、大丈夫？」


    　そのうち一倍はいつものとおり、俺とぴったり並んで駅へ向かう、一般的観点から見ると美少女な妹のぶん。


    「お兄にい様、ごめんなさいですぅ……」


    　もう一倍は、追加オプションとして増えたもう一人の美少女、小こ麦むぎのぶん。そして最後の一倍分は、小麦は俺と並んで歩いているのではなく、おんぶされているぶん。あれっ？　最後の一倍の計算が合わないぞ。このじりじりと灼けつくような視線、そういえばこのあいだからちょくちょく感じてるんだが、いったい何なんだ？


    　それはともかく、俺はようするに、猛烈な怨念の視線にさらされまくっていたのだ。


    「ななななな何だっ、あいつは！　毎朝美少女をはべらせての同伴通学けしからんと思っていたら、今朝は二人だと！　しかも一人はおんぶだと！」


    「おんぶということは、両手が女の子のお尻しりにジャストフィットするじゃないか！　しかも背中には、ほにゃふわした胸がむぎゅむぎゅと当たるじゃないか！　許せん、そこを替われ！」


    「一人で美少女二人とか、エコの時代に反してるじゃないか！　奪いあうと足りなくなるが、分けあえば余るんだ！　もっと人類愛を！」


    　なんか嫉妬のしかたが地球環境的規模に壮大な奴までいる。


    　だけど別に俺だって、好きこのんで小麦をおんぶしてるわけじゃない。小麦が階段から落ちたときに、足をひねったのだ。しかも、歩けないぐらい痛いらしい。それで俺は病院に行くことを提案したが、妹が、


    『どうせ病院も九時からしか開かないんだから、学校に行ってしまって保健の先生に診てもらえば、八時には学校に来てるから一時間早く診てもらえるよ』


    　と、たいへんかしこい意見を出した。たしかに、明日からテストだというこの時期に、学校を休んで病院へはちょっと行きづらい。小麦を病院に連れていくのは母親がやってくれるとしても、その小麦がそもそも赤点寸前なんだから、一番学校に行かないといけないのは小麦なわけで。


    　そういうわけで、俺が小麦を学校までおんぶするということになったのだった（自転車の後部座席に乗せて、手で押していくという方法も考えたが、重くてグラついて危ないし、駅前の駐輪場はいつも満車なのであきらめた）。


    「お兄様、小麦、重くないですぅ？」


    　小麦は俺の背中にくっついて、申し訳なさそうにささやいた。


    「重くないよ、米袋だと思えば」


    「そうだよ、小麦は軽いし。それに、兄あにっちって見かけよりけっこう力、強いんだよ？　米袋のこともそうだし、あたしをお姫様抱っこだって、したことあるんだよ？」


    　え？


    　妹が、自分のカバンと俺のカバンと小麦のカバン、カバンを三つ重ねて持って、それでも軽々と平気な顔をして笑っている。水中の格闘技・水球で鍛えた腕力は、自分では俺にかなわないなんて言ってたけど、やっぱりなかなかのものみたいだ。見た目はきゃしゃで細い腕だし、さわると柔らかいのに、どこにどんなふうに筋肉の繊せん維いがぎっしりと詰まっているのやら。


    　いや、妹の筋肉のありかについて悩むのは、今はこっちに置いといて。


    「お姫様抱っこ？」


    　俺は首をかしげた。今まで、この小生意気な妹に、そんなたいそうなことをしてやった覚えなんて、まるで無い。


    「ややや？　それは、どういう状況ですぅ？」


    　小こ麦むぎも興味をひかれたようすで、つっこんできた。たぶんそれは、俺に嫉しつ妬としてのことだと思うが。すると妹は、はっと気づいたように頰ほおを赤くして、


    「あっ……う、ううん。何でもないの、たいしたことじゃないの。まっ、まあ要するに、兄あにっちはけっこう力が強いから、小麦は遠慮せずにおんぶされてればいいよってこと！」


    　と、ものすごく必死に作り笑顔で言った。


    　それにしても、何だろう？　俺が妹を、お姫様抱っこって……？　そんなこと、あったか？　ぜんぜん記憶に無いんだが？


    「そう……ですぅ。小麦も知ってるですぅ、お兄にい様はけっこう力が強いんですぅ。じゃ、遠慮なくおんぶされちゃってていいですぅ？」


    　小麦が、ちょっと鼻にかかった甘えるような声で俺に言った。


    　そうだ、小麦は俺がけっこう長い距離、こいつをおんぶできるってことを知っている。なぜなら俺は一度、小麦をおんぶしたことがあるからだ。妹に、そのことを話してはいないけど。


    　それは最初に出会ったとき、小麦が妹を狙ねらって、じゃま者である俺を籠ろう絡らくしようとしたときのことだ。結局、男嫌いの小麦が誘惑の途中でヘタれて未遂に終わったが……あのころに比べると、たしかに小麦の俺への抵抗感は、ずいぶんゆるくなった気がする。


    　思い出してみると、以前におんぶしたときの小麦は、さいしょのうち、俺の背中に自力でしがみついていなかった。それで俺は、背中を丸くして小麦をおんぶするしかなかった。あのときは病気で苦しくてしがみつけないと思ってたけど、その病気は仮病だったわけで、ということは小麦が俺にしがみつかなかったのは、やっぱり男にさわるのが嫌いやだったからなんだろう。


    　結局、前のときも最後は俺の首にしがみついていた。きょうも小麦は、俺の首にしっかりと手を回してしがみついている。それも、前みたいに締め上げてるわけではない。きょうは俺に遠慮しながらも、俺を信頼するように、きゅっと腕に力を入れてしがみついている。


    　あのときと変わったことといえば、背中に当たる小麦の胸の感触や、小麦がずり下がらないようにお尻しりの下で組んだ手の感触も、少し変わっている。あのときはベビーフェイスなだけあって、胸もほんとにペタンコだと思って、さすがの俺も恥ずかしがる必要が無かった。お尻も、俺の両手の中におさまってしまいそうに小さかった。とにかく、すべてが子供っぽかった。


    　でもあれから一か月以上たち、季節は初夏から梅雨を経て、夏本番にさしかかっている。俺の背中に押し当てられている小こ麦むぎの胸は、あのときと比べて微妙な、ほんとにごくごく微妙な弾力が生まれている。小さなお尻しりも、骨が当たりそうなぐらい痩やせていたのに、微妙にふっくらしてきた。


    　あのときと変わらないのは、俺の顔にかかるふわふわした髪の、甘くてふんわりしたバニラストロベリーの香りだけ。シャンプーだかコロンだかは、変えてないんだな……俺も、この香りは小麦にすごく似合ってると思う。そして、かすかに混じった保健室の消毒薬の香りも、あいかわらずだ。


    　あのときは、まだだれにも、ムラサキタマホコリカビ以外には、肌をさわらせたことなんてないのに、と小麦はしくしく泣いていた。でも今は、俺の背中にぴったりと、安心したようにくっついてる。


    　何となく、牙をむいてた野良猫がなついてくれたような気になって、周囲の目が気になるのも事実だけどうれしいのも事実だった。それで俺は、仏像オタクレベルの腕力で小麦を背負って一キロ近い駅への道を歩くのは厳しかったけれども、がんばって背負って歩いた。


    「お兄にい様。小麦の足、そんなにひどくないから、保健室に行って診みてもらったら治ると思うですぅ。明日からは自分で歩いて学校に行けると思うので、今日だけすみませんが、甘えさせていただくですぅ」


    　と、小麦は俺の背中ですまなそうに言った。


    　明日からは自分で歩いて……きょうだけすみませんが？


    　何だ、その文脈は。風呂であんなことがあったのに、やっぱり今夜も小麦は泊まるのか？


    　もし、今夜もゆうべみたいなことがあったら、どうするんだ？


    　俺のほうがドキドキしてしまった。全身が汗だくだったのは、七月に人をおんぶして一キロ近く歩くという力仕事をしたからだけではあるまい。


    



    　電車では座って、駅から学校まではまた、同じ学校の生徒たちに突きさすような視線を浴びせられながらおんぶで進んで、やっとこさ俺は小麦を保健の先生に引き渡した。


    「うーん、内出血はしてないわね。これなら、冷湿布を貼っておけばいいわ」


    　保健の先生は、ベッドに座らせた小麦の靴下を脱がせ、足首を確認しながら言った。俺は疲れて、ベッドから離れた場所にある、消毒用の綿球が入ったガラス瓶が並べられた棚のそばの丸イスに腰をおろしている。


    　さすがにくたくたに疲れて、授業がそろそろはじまりそうだったけれど、まだ立ちあがれなかった。動いてるあいだはわりと平気なのに、止まったとたんにどっと疲れがきて、腕なんか乳酸が一気にわき上がったかのように、突然重くなって指先すら動かせない状態だった。


    　妹は、小麦のベッドのそばに立って、胸に手を当てながらホッと息をついていた。


    「良かったあ。小こ麦むぎは明日にはもう大丈夫みたいに言ってたけど、遠慮してるだけかもって心配だったんだ」


    「ええ大丈夫。無理をしなければ、帰るまでには腫はれがひいて歩けるようになるわ」


    　保健の先生を一言でカテゴライズするとすれば、知的美女だ。シャンプーのＣＭに出てくるような、長いサラサラヘアと知的なメガネ。起伏に富んだボディラインを、かっちりしたブラウスとタイトスカートに包んで、白衣を羽織っている。大人の女性の魅力がむんむんして、ちょっと体調の悪いときだと胸焼けしそうなぐらいだ。


    　若くて美人なくせに、さらに天は二物を与えて、ものすごく優秀らしい。保健の先生は教育学部で教員免許を取ればなれるらしいけど、それだけでは物足りなくて、看護学校にも通って看護師免許も取ったらしい。それで、


    『白衣じゃなくて、ピンクナース姿の先生に看病されたい～』


    　というアホな男子が、定期的に発生する。だが、俺としてはピンクナース姿ならば、保健委員として先生の手伝いをしている小麦を推おしたい。小麦の、細身の上にピンクナース服にカーディガンを合わせるという、昼休みに病院の売店にパンを買いに来た看護師さんみたいな感じの着こなしはけっこうかわいいと、俺は個人的に思うんだ。って何を言っとるんだ、俺は。


    「ほんと、軽くすみそうでよかったな」


    　俺がホッとして言うと、小麦も表情をゆるめていた。大丈夫そうだと自分で思ってはいても、先生にきちんと診断されるまでは、やはり心配だったみたいだ。


    　先生が、俺に向かって言った。


    「軽くすみそうなのは、日ひゆ向うがくんが、草くさ野のさんを歩かせずにずっとおんぶしてきてくれたおかげよ。歩かせたら伸びた腱けんが傷んで、腫はれがひどくなっていたところよ」


    　保健の先生は、視聴覚室に男子を集めてはおしべとめしべの話を忌き憚たん無くしてくれることで、男子のアイドル状態だ。それで仮病を使ってでも保健室に来ようという、脳味み噌そが思春期まっさかりの奴らの相手に毎日忙しい保健の先生が、俺の名前を覚えていてくれたことが、ちょっとうれしかった。


    「いや、まあ……。俺の家でケガしたんだから、俺にも責任がありますし」


    　俺は照れて頭をボリボリかきながら、先生に応えた。


    　ついでに、小麦が保健室でめいっぱい粘ねん菌きんを飼ってるのは、先生はなぜ止めないんだと思ってたんだが、きょうはその謎なぞに気づいた。粘菌のおかげで、一般の生徒は気味悪がって保健室を避ける。それでも治療してほしいぐらい体調の悪い子だけが保健室に来るので、冷やかしの客を選別できるというわけだ。


    （案外、粘菌も伊だ達てや酔すい狂きようだけで飼ってるわけじゃないんだろうなあ……）


    　俺は感心して、そんな深しん謀ぼう遠えん慮りよというか遠えん謀ぼう深しん慮りよというか、そういうのができるほど頭がいいとは思えないけど、やっぱり腹はら黒ぐろ策さく士しなのであろう小麦をながめた。


    「それにしても日ひゆ向うがくん、よく家からここまで草くさ野のさんをおんぶして歩いてこられたわね。えらいわねえ……」


    　保健の先生はそう言いながら俺のほうを向き、後ろ手で小こ麦むぎのベッドのカーテンを器用にシャッと閉めた。


    （ああ、そうか……。別に寝てるわけじゃないにしても、女子がベッドの上にいるところを見て、思春期の男子は歪ゆがんだ妄もう想そうをしかねないから、カーテンを閉めたんだな。別に、俺は悟りを開きつつあるから大丈夫なんだがな……）


    　俺は、そんなことをぼんやり考える。先生は、俺のほうに近づいてきた。


    　ベッドのほうでは、妹と小麦が何か話している。カーテンを閉められたせいで、声がくぐもって聞こえにくい。小麦がまた、妹をだまして妙なことでもしやしないか、と俺は少し不安になってもいたのだが、耳をダンボにして聞いてみたところ、妹は、


    「小麦、もう教室に戻る？　それとも一時間目だけ休む？　兄あにっちが疲れてもう動けないみたいだから、教室までの距離ならあたしがおんぶして行こうか？　明日からテストだから授業を休むのは嫌いやだと思うけど、しばらく保健室で安静にしておいたほうがいいような気もするし、どうしたらいいかなあ……」


    　などということをずっと、小麦に相談していた。小麦も、どうすべきか考えあぐねているようで、う～んとうなっていた。


    　そして保健の先生は、俺の前の丸イスに座った。ふだんケガなんかしたときは、こうやって向かい合わせに座って、瓶の中の綿球で傷口をウリウリしてくれるわけなんだが、今はどうして座ったんだろう？


    　俺は不思議に思ったものの、体が泥のように疲れて鉛のように重くて、うなだれていて、それに気づかなかった。保健の先生の、ガラスの眼鏡めがねの下の切れ長の目が「人体実験さ・せ・て☆」と生徒に圧力をかけてくるときと同じ、ヤバい好奇心の輝きを放っていたことを。


    「どうやって思春期の男子がぶじ草野さんをここまで連れてこられたのか、その秘密を生物学的かつ科学的に解明させてもらえるかしら？　はい、じゃあちょっと胸あけて」


    　などと言いながら、保健の先生は聴診器の先を耳にはめた。何を言ってるのか、意味がさっぱりわからない。なのに俺は、ついうっかり胸をあけてしまった。子供のころ、喘ぜん息そくを起こしていたときにいつも病院で先生に診てもらっていたから、白衣の人に聴診器を向けられると反射的に胸をあけるよう刷すりこまれていたらしい。この時点で気づいて、逃げておかなければならなかったのに。


    「あら、素直。じゃあ診るわよ～、ぺたぺた」


    　ひんやりした聴診器が、俺の心臓の上に当てられた。胸のまん中の、少し左がわだ。小麦を運んで体が熱くなっていたところに、聴診器が冷たすぎて、俺は背筋がぞくっとした。


    「あら？　脈が速いわね、草野さんを運んできてだいぶたつのにまだこんなに脈が速いなんて、心肺持久力が少し弱いんじゃないかしら？　うーん、心臓には異常は無いみたいね、だとすると……」


    　保健の先生はそう言いながら、俺の胸の上にすべすべした聴診器をすべらせる。それが、俺の左の乳首に引っかかった。思わず声が出かけて、俺はあわてて口を押さえる。白いカーテンのむこうに妹と小こ麦むぎがいる、妙な声なんかうっかり上げて聞かれようものなら……。


    「あらあら、口をふさいじゃだめよ」


    　保健の先生が、聴診器を持ってないほうの手で俺の手首をつかみ、口から手を放させた。聴診器は、俺の左の乳首の上に置かれる。米粒のような乳首といえども、ぎゅっとつぶされると、ちょっと痛い。


    「あのっ……先生、その……そこ、心臓じゃないですけど……っ」


    　俺は必死に抵抗しようとした。でも保健の先生は、にっこりと白衣の天使然とした笑顔で答えた。


    「ええ、心臓は異常がなかったから、次は肺を診ているんだもの」


    「俺、喘ぜん息そくのときに肺に聴診器を当てられたけど、そんなところじゃなかった……」


    「はい、思いっきり息を吸ってー」


    　保健の先生は、俺の意見を完全に無視している。しかたなく俺は、言われるままに大きく息を吸った。最大限に息を吸ったところで、先生は乳首の上に置いた聴診器を、ぐにぐにと動かした。

  


  [image: ]



  
    「ふぁっ……！」


    　最大限に息を吸ったところで刺激を受けて、俺は思わず力と息が抜けてしまい、抜けた息が声帯を震わせて妙な声が出てしまった。あわてて口を押さえたが、もう遅い。自分の顔が、カアッと熱くなってくるのがわかる。


    「兄あにっち、どうしたの？」


    　少し心配そうな妹の声がして、カーテンが動いた。今、真っ赤になってる顔を見られるわけにはいかない。俺はあわてて、平静をたもとうとしながら答えた。


    「な、何でもない、消毒がしみただけだ」


    「どこかケガしてたの？」


    「う……ぁ、そ、そうだ……」


    　俺が必死に答えているのを面白がるように、保健の先生は俺の胸のまわりを聴診器でなで回す。俺は妙な声を出さないよう、歯を食いしばって必死に耐えていたけれど、先生はそれが面白いようで、どこをさわれば俺が一番嫌いやがるかしつこく探し回っている。


    「オキシドールって痛いよね、泡じゅうじゅう出て。でも、声が出るほどじゃないけどな。兄っちって、けっこう痛がりなんだね」


    　何とでも言え、妹よ。俺は先生が与える刺激を逃がすために、頭の中で必死に般はん若にや心しん経ぎようを唱えていて、それどころじゃない。


    「あたしが消毒してあげよっか？」


    　いきなり妹がとんでもないことを言いだした。カーテンのむこうの影が動く。俺は、あわてて叫んだ。


    「いっ……いい！　先生がやってくれてるから……いいから！」


    「でも、あたしならもっと優しくしてあげるのに。消毒薬が痛かったら、つばつけてなめてあげてもいいよ？」


    「いいから来るなっ！」


    「そうよねえ、日ひゆ向うがくん。先生がやってくれるから、イイ……んだもんね？」


    　先生はくすくす笑いながら、聴診器で俺をもてあそびまくる。俺は必死に声を殺しながらも、反論するために声を出すという、非常に難易度の高いわざを要求されることになった。


    「い、いや……そういう意味じゃ……！」


    「肺は異常なし。でも、何だか体中がピンク色にほてって、熱もあるわね。全身が汗ばんできてるし、脈拍も百六十を超えてるわよ？　大変大変、ベッドでゆっくり寝てたほうがいいんじゃないかしら？」


    「何をしらじらしいことを……先生のせいじゃ……ないですかっ」


    　俺はうっかり大声を出してしまわないよう、できるだけ小さな声で先生に反論した。すると先生は、面白そうに目を細めた。


    「それは、先生のせいで体温と脈拍が上がり、交感神経が興奮しているという意味かしら？　へえ～、そうなの……。仏教の精神を学び悟りを開こうとしている日ひゆ向うがくんなのに、このていどの刺激で興奮してしまうんだ？」


    「いや……俺は別に、興奮とか……」


    「就学中の青少年の性衝動をいかにコントロールするかは、教育学の永遠のテーマでね。しょっちゅう保健室に転がりこんでくる、発情期のサルみたいに勉強も何も手につかない自分に悩んでいる生徒もいるの。その治療法を、保健教諭として、わたしはずっと探しているのよ。スポーツや勉強などを代替行為として、これらに性衝動のエネルギーを向けさせることを、哲学用語で『昇しよう華か』と言うのだけどね」


    　先生は少し考えこんで、聴診器をうごめかせる手を止めた。俺は少し解放されて、ほっとため息をついた。


    「日向くんは、かなり女子に人気があるのに飄ひよう々ひようとしてるから、悟りを開くことで昇華できているのかと思っていたのよ。だとすれば、自らの性衝動のコントロールがきかなくて悩んでいる男子生徒たちも、座禅でも組ませればいいのかしらと仮説を立てて、日向くんの体をこうして調べさせてもらったわけだけど……」


    　俺が女子に人気があるわけじゃない。妹目当ての女子たちに、つきまとわれてるだけだ。


    「でも、今回の検査の結果を見ると、日向くんが飄々としてるのは悟りのせいじゃなさそうね。残念ながら、ほかの生徒に応用できないかも……。確証を得たいから、もう少し調べさせてもらうわね？」


    　俺が油断して力を抜いていたところを狙ねらってか、保健の先生は小さく舌なめずりすると、いきなり聴診器を俺のズボンの中に、ぐいっとすべりこませた。


    「ひゃあぁっ！」


    　今まであんなに必死に耐えたのに、ここまできて俺はとんでもない声を上げてしまった。妹と小こ麦むぎが、びっくりしてざわめいた。


    「兄あにっち、どうしたのっ？　そんなにひどいケガしたのっ？」


    「どこでそんなケガしたですぅ？　小麦をおんぶしたせいですぅ……？」


    「あ、いや、そのっ……」


    　おまわりさんこの人、痴ち女じよです！　俺は二人にそう叫んで助けを求めたかったんだが、保健の先生は俺に聴診器を当てたまま、身を乗りだしてきた。やや前かがみになって、長い髪が俺のふとももをかすかになでる。


    「大丈夫よ、先生ちょっと日向くんにお痛いたをしすぎちゃったの。優しくするから、心配いらないわ」


    　保健の先生が、天使のように優しく言った。その声に安心したのか、白いカーテンのむこうでざわざわと動いていた妹たちの影が止まる。


    「そうですか。兄あにっちのこと、お願いしますね」


    　お願いするな、妹！　俺は叫びたかったが、もう何も声を出せない。目を閉じて口をふさいで、必死に五感をシャットアウトするしかない。


    　でも、鼻だけはふさげない。近づかれると、すごくいいにおいがする……妹や小こ麦むぎみたいな、シャンプーの、子供っぽいというかお菓子かと思うようなピーチの香りなんかとはちがう。平たくいうと、デパートの一階みたいなにおいだ。これが、香水とかフレグランスとかいうやつなんだろうか……。なんだか香りが濃すぎて、酔いそうだった。


    「血流に変化が起こってるわ。やっぱりね……草くさ野のさんをここまで平気でおんぶしてきたくせに、先生にさわられるのはだめなのね？」


    　先生は、俺の耳を嚙かむんじゃないかというぐらいくちびるを近づけてきて、俺にだけ聞こえるようにささやいた。耳もふさげない。先生の声が耳の中で反射して、くすぐったくて、俺は体じゅうが熱い波にもまれているように感じた。このままじゃダメだと思って、俺は波がおさまるちょっとしたすきを狙ねらって、先生に抵抗した。


    「もうやめてください、こんなの、セクハラじゃないですかっ……！」


    「セクハラじゃなくて、検査だって言ったでしょ。そもそもセクハラは、されたほうが嫌いやじゃなければセクハラにならないのよ？」


    「嫌だしっ！　いや、それ以前に、合意のうえでも、未成年には淫いん行こうしちゃいけないんですからっ！」


    「えっ、ほんと？　先生理系だから、法律とかにがてー」


    「にがてー、ですみませんから！　何でまだ、手が動いてるんですかっ！」


    　何を言ってもダメかもしれない。俺はせめて、アイコンタクトで助けをうったえようとして、目を開いた。


    　白衣の下の、胸もとが大きく開いたブラウスの下に、なんだかものすごい質量の何かが見える。今までで見た一番ものすごい質量のそれは、三年生の薔ば薇ら園ぞの先輩のエビフライをはさんだそれだったが、保健の先生のそれのボリュームは次元がちがった。少し背をかがめると、自らの重さでロケット形の鍾しよう乳にゆう石せきのように下に下がり、少し動くたびに振り子のように、ゆっさゆっさとゆっくり揺れる。それを間近で見ると、ますます俺の頭は熱くなって、何も考えられなくなってくる。


    「保健室に入ってきたときに、ふしぎだなと思ったのよね。草野さんみたいにかわいい子をおんぶしたら、ふつうの男子なら、そのまま歩けなくなってしまうはずだもの」


    「べ……別に、小麦は軽いから、ふつうの男子ならふつうに背負えますが……」


    「あんなかわいい子をおんぶするのよ？　胸が背中に当たったり、お尻しりが腕に当たったり……ふつうの思春期の高校生男子なら、まず歩けなくなるところなのに」


    「先生は聖職者でしょう、そんな不浄なことばを言わないでください！」


    「ふじょう？　ああ、不浄ね。仏教用語だから、一瞬わからなかったわ。先生、理系だしぃ」


    　先生は、俺の目を愉快そうに間近からのぞきこんだ。いや、だからそれって、理系文系関係ないし。俺は目をそらしたが、先生が太ももをさわってないほうの手で俺のあごをつかんで、俺の顔を向きなおらせた。先生の顔がすぐそばにあって、俺はドキンとした。口紅がぬられたつややかで真紅の大人の女性のくちびるが、俺のくちびるにふれそうなほどすぐ近くにある。


    「でも、日ひゆ向うがくんだってほんとは不浄よね……悟りを開いてるわけじゃないわよね？」


    　俺は顔をそむけたかったが、動けなかった。自分でも信じられないけれど、先生に指摘されたように、いつでも払いのけられるはずなのに、動けない。


    　先生は俺の顔のそばで、つぶやくように言った。


    「今回の検査の結果、わかったことは……日向くんが飄ひよう々ひようとしているのは、悟りを開いているんじゃないってこと。単に妹がいて、しかもそれが平均以上にかわいくて兄好きべったりの妹だから、年下女子に対する耐性ができまくっているだけなのよ。だから、彼女らにどんなにアプローチされても、わりと飄々としているというわけ。超美少女を妹に持ってしまったがゆえの悲劇というか、どの女子を見ても妹以上に見えないから、恋愛対象にならないのね。女子に恋に落ちるためのハードルがめちゃくちゃ高くなりすぎて、妹を超える存在が現れないから、ほかの女子も妹の延長線上みたいなかんじで見てしまう……。だから同じぐらいの年ごろの女子には反応が薄いけれど、大人相手だと耐性が無くなって、こんなに反応しちゃうってことね。ほら、こんなに敏感」


    「ちょっ……！　お願いします、もうさわらないでくださいっ、やめてください！」


    　心は必死に抵抗しようとしているのに、頭は脳のう味み噌そがとろけてしまったかのように、ぼんやりしてくる。女によ性しようを悪魔マーラとして遠ざけ、悟りを目指している俺が、その女性の誘惑に翻ほん弄ろうされてるなんて、修行が足りなすぎる。先生を跳ねのけられずに、その手に自分をゆだねて支配されるがままになっている自分の修行の足りなさが、恥ずかしくて浅ましくてふがいない。


    　いや、だめだ、俺！　流されちゃだめだ、悪魔マーラの誘惑に堕おちちゃだめだ、悟りを開け、羯ぎやー諦てー羯ぎやー諦てー、波はー羅らー羯ぎやー諦てー、波は羅ら僧そー諦ぎやー、


    「諦て─────────────────────────────────いっっっっ！」


    　俺は入らない力をせいいっぱい振りしぼって、先生の肩を突きとばす。その反動で、俺のほうがイスからゴロンと落ちて、思いっきり床にズゴンと、たたきつけられた。


    「きゃっ！　日向くんっ、大丈夫っ？」


    　もちろん大丈夫じゃないが、このままここにいたら、もっと大丈夫じゃない状態になりかねない。だから俺は、先生がびっくりしているすきに、必死に立ちあがり、痛む背中もなんのその、脱兎のごとく保健室から飛びだした。妹と小麦はまだ、授業を一時間目から受けるか、一時間目は様子を見て保健室で安静にするか、議論しているところだった。


    



    　昼休み、俺は仏像愛好会仲間の比ひ叡えいと高たか野のにさそわれて、学食へ行った。


    　小柄な比叡と長身の高野、どちらもあいかわらず高僧のように穏やかで悟りを開いた表情で、よく冷えたざるうどんを食べている。


    「ざるうどんはおいしいでありますな～、体がすっと冷えるでありますな～」


    　高野が、おっとりした口調で言った。


    「日ひゆ向うがくんは、ざるうどんをいただかないですか～？」


    　比叡も、おっとりした口調で言った。俺は、氷水ばかり飲んでいた。


    「うん……食欲が無くて」


    「おなかでも痛いでありますか～？」


    「自分の弱点がわかったんだ」


    　俺は答えた。保健の先生の検査の仕方はメチャクチャだったけど、出した結論はさすが科学的というか的を射ていた。たしかに俺は、妹がいるから年下やほぼ同年代ぐらいの誘惑には慣れているが、先生みたいな大人の女性の誘惑なんて今まで一度も経験したことがないから、耐性が無いのかもしれない。


    「俺はまだまだ悟りには遠い。そして悟りを開くのに、お釈しや迦か様は菩ぼ提だい樹じゆの下で断食しただろ。おいしいマーボーナスとか食ってる場合じゃなかったんだ、ってことで」


    「夏に断食とか、バテるですよ～？」


    　二人とも、俺を心配してくれている。優しいけれど、ぜったいに俺を誘惑したりしない。この世界が男だけなら、どんなに平和なことだろう。


    「いいんだ。そんなことより、期末テストが終わったら、久しぶりに座禅でも組みに行かないか？　できたら、思いっきり厳しいお寺がいいんだが……」


    　あまりにも悟りが開けていない自分の煩ぼん悩のうを、少しでも追い出したかった。だが、比叡と高野はためらうように顔を見あわせた。あれっ？　何か、反応が悪いぞ？


    「すみませんですよ～、期末テストが終わったら、るかにゃんをお祭りに連れていってあげる約束なんですよ～」


    　は？　るかにゃん？


    「ぼくも、みーなちんとお祭りの約束してるでありますよ～。っていうか先週、いっしょに『タキオン』に浴衣ゆかた買いに行っちゃってるでありますから、ドタキャンは無理でありますな～」


    　みーなちんって！　ちょっと待て、二人とも！


    　タキオンとは、うちの高校から三駅離れたところに新しくできた、大きなショッピングモールである。


    　そしてるかにゃんとみーなちんとは、女子たちが妹目当てで俺を誘惑しようとしたとき、じゃま者の比叡と高野を俺から引きはなすために差し向けられた刺客だ。


    　俺のことを兄あに上うえ様と呼ぶるかにゃんは、比ひ叡えいを誘惑した一年生だ。誘惑といっても、清せい楚そな感じのセミロングストレートの髪とおとなしめの女の子だ。小こ麦むぎとどっこいどっこいのちっちゃい身長と小動物系のおどおどした感じがかわいくて、小柄で優しい比叡とはかなりお似合いに見える。アイドル系カップル、みたいな。


    　そしてみーなちんは、三年生だが下級生の俺を兄上さんと呼び、妹を今日きよう子こ様と呼ぶ。図書委員ふうの内気そうなメガネっ娘こで、まじめそうで恥ずかしがり屋さんだが、背も高いし年上だけに、それなりに大人っぽい色気がある。高たか野のはおっとりしてるけど、身長はすらっとして高いから、浴衣とか着たらかなりカッコいいカップルかもしれない。


    「っていうか！　どういうことだ、おまえらお別れメールもらって別れたはずだろ！　それで、女によ性しようは悪魔マーラの化身だって、さんざん思い知ったはずだよなっ？」


    「いやーそれが、あのあと少しして、おわびメールが来たですよ～」


    　比叡が、恥ずかしそうに頭をポリポリとかいた。おわびメール、だ？


    「ぼくのところにも、ほぼ時を同じくして、仲直りメールが来たでありますな～」


    　高野が、携帯を両手で愛いとおしげに包みこんでニコニコしている。仲直りメール、だと？　だって、るかにゃんもみーなちんも、妹のことが好きだったんだぞ？　男には興味なかったんだぞ？　比叡と高野のことは、俺から引きはなすためだけに……。


    　いや。


    　心当たりは、無いこともない。二人は目的を達したとき、比叡と高野にお別れメールを送った。それは、本気でつきあう気がなかったからだ。でも、そのショックで比叡と高野が学校を休んだとき、二人はそれを気に病んでいた。


    　つまり、あれか？　うそから出たまこと、ってやつなのか？　比叡と高野はそれでいいのか？　許すのか？　っていうか、許したのか。祭りに行く約束を取りつけて、浴衣ゆかたまでいっしょに買いに行ってるんだから。


    「もしかして……浴衣をいっしょに買いに行ったってことは、仲直りをしたのは、ずいぶん前なのか？」


    「はは……す、すみませんですよ～、六月の終わりごろに……」


    「六月の終わりって！　じゃあ、お別れメールの直後に仲直りしてたのか！」


    「いや～、だまってるつもりはなかったでありますけど、悟りを目指している手前、女子とおつきあいとか少々気恥ずかしくてでありますな～」


    「ぼくもですよ～。でも、高野くんも仲直りしてたって今聞いて、ぼくだけじゃなかったんだってちょっとホッとしてるですよ～」


    「ぼくもでありますな～。比叡くんもるかにゃんさんとうまくいっているとは、ひじょうに良いしらせでありますな～」


    　二人はすごくうれしそうに盛りあがっている。自分の煩ぼん悩のうと業ごうの深さに打ちひしがれていた俺は、呆ぼう然ぜんとしてしまった。


    「お、おい……そ、それでいいのか？　悟りは？　女によ性しようの誘惑に屈してしまっていいのか？」


    「それは、悪魔マーラであるところの化身の女によ性しようの話でありますな～。みーなちんは女神の化身なので、ノープロブレムでありますな～」


    「そうそう、るかにゃんもマジ天使ですよ～。ぼくにかわいいって言ってもらいたくて、おこづかい奮発して姫系ゴスロリ浴衣ゆかたを買ったそうですから、拝観するのがひじょうに楽しみですよ～」


    　拝観って、るかにゃんは仏様か？　っていうか、女神とか天使とか、世界観がぐちゃぐちゃになってる気がするのだが、このへんは日本人らしい宗教観というべきか。


    「それに、悟りとは草木や虫けらにいたるまで、森しん羅ら万ばん象しように対する慈悲と慈愛の心ですよ～。森羅万象のなかには、当然女の子も混じってるわけですから、るかにゃんＬＯＶＥな気持ちは、これすなわち悟りなんですよ～」


    「なんか、すごく都合のいい屁へ理り屈くつを聞いているような気がするぞ」


    「まあまあ日ひゆ向うがくん、そうかたいこと言わないででありますな～。せっかくだから、日向くんもいっしょにお祭りに行こうでありますな～」


    「そうですよ～、トリプルデートとか楽しいですよ～」


    「比ひ叡えいの口からトリプルデートとかいうことばが出るとはな！　同じトリプルなら、デートより清きよ水みず寺でらの三面観音だろ！」


    「一般公開されてない三面観音より、ケータイに電話したらすぐに会いにきてくれて試験勉強を教えてくれるみーなちんのほうが、ずっとかわいいでありますよ～」


    「試験勉強って！　家に来て教えてもらってるのかよ！」


    「だって、みーなちんはすごく頭がいいうえに、教え方が上手でありますから～」


    「ぼくはるかにゃんの家に行って、試験勉強を教えてるですよ～。勉強が終わったあと、るかにゃんの手作りクッキーを二人でいただくのが至福の時間です～」


    「クッキー焼いてるあいだに勉強すればいいと思うんだが」


    「ぼくが勉強を教えてあげて、余裕ができたってことですよ～」


    「そうでありますよ～。みんなで仲良く期末試験を乗りきって、トリプルデートにいそしむでありますよ～」


    　比叡と高たか野のは、勝手なことばかり言ってる。悟りはどうしたんだ、悟りは。


    「トリプルデートって、だって俺は相手が……」


    　言いよどんだ俺に、比叡がにっこり笑ってぴんっと人差し指を立てる。


    「日向くんのお相手なら、いっぱいいるじゃないですか～。妹さんもいるし、ほかの女子にも大人気ですし～」


    「いや、だからそれは誤解で……」


    　俺が否定しようとしたとき、いきなり後ろからぐいっと襟えり首くびをつかまれた。


    「えっ？」


    　体がのけぞって、後ろに倒れかける。ひっくり返った視界の中に、ものすごく鋭い目をして俺を見下ろしている美少女の顔があった。三み剣つるぎ凛りん世ぜ……妹を狙ねらう一年生の一人にして、最強のツンゴラ娘だ。妹と同じく水球部に所属しているので、腕っぷしはかなりのものである。のけぞった俺の体重を、襟首をつかんだ手で支えている。


    　凛世は、切れ長の目をさらにカミソリのように吊りあげ、ものすごく怒った顔で俺を見下ろしていた。だが俺は、何で凛世が怒っているのか、さっぱりわからない。というか、ここしばらくは小こ麦むぎのことばかりで、凛世とは遭遇すらしていなかった。


    「きゃー見て！　三剣さんがまた、学食に出没したわよ！　あいかわらず色白で美人よねー、わたし女だけどときめいちゃう」


    「毎日、ばあやだかねえやだかの重箱入りの弁当を持ってきてる筋金入りのお嬢様の三剣を、再び学食で拝見できたことはうれしいが、何で三剣が登場するときはいつも、あのぼんやりした顔の地味な二年生がらみなんだ？」


    　ごめんね、地味な二年生でごめんね。


    「待て待て、あの地味な二年生は日ひゆ向うが今日きよう子この兄あに貴きだ。水球部の友達の兄貴だから声かけてるだけだ、他意は無いはず」
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    「なるほど、そうか。部活の連絡事項とか、そんなところかもしれんな。じゃあ、きょうのところはあの地味な二年生を殺すのはやめにしておいてやるか」


    　こういう人にはぜひ仏教を学んでもらい、一寸の虫にも五分の魂、という慈悲の心を知ってほしいものである。


    　凛りん世ぜは、のけぞった俺の顔を真上からのぞきこんで、ものすごく怖い目をして言った。


    「兄あに貴きさん。わたし、きょうから兄貴さんの家に泊まるからねっ！」


    　ええーっ！


    　俺は声も出せずに固まってしまった。周囲では嵐のようなどよめきが起こり、何人かの男子が殺意とともに立ちあがっていた。


    「ははは。どうやらお祭りトリプルデート、実現しそうでありますな～」


    　高たか野の、だから殺意をあおるようなことを言うんじゃないっ！　生きて家に帰れなくなるだろーがっ！


    　俺は、この状況に頭をかかえてしまった。
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     四章　ツンゴラ美少女の嫉妬の炎は火焔地獄レベルな件


    



    　そういうわけで、俺はその日、ひじょうに沈痛な面おも持もちで家路についていた。


    「何を死にそうな顔してるのよ、兄あに貴き」


    「おまえこそ、何でそんなに怒ってるんだ」


    「怒ってないわよ！　わたしが行ったら、そんなに迷惑なわけ？」


    　俺と並んで歩く凛りん世ぜは、カバンをわきにはさんで、ぷんすかと腕組みをしている。


    　怒ってるじゃないか。そして、もちろん迷惑だ。


    　なぜならば、水球できたえたスマートなボディ、サラサラの長い黒髪、きりっと整った完全無欠の美び貌ぼう、そんな天に二物も三物も与えられた凛世は、学食でも目立ちまくっているというのに、そのへんの道を歩いていたらいっそう目立ちまくって、道行く人々が振りかえる。駅から俺の家までの道ということは……。


    「何だ、またいっしょに歩いてる女子が変わってるぞ！　正統派おてんば系、キューティー小動物系の次は、完かん璧ぺき美少女かよ！　どれだけ独り占めするつもりだ！」


    　そう、また俺はあらぬ恨みを買うことになるのだ。周囲を歩く学生やサラリーマンからの殺意の視線がつらい。だから、凛世が俺にひっついてくるのは迷惑なのだが……迷惑だけど、凛世に突き刺すような鋭い目でにらまれると、強くも言えない。周囲の男どもの殺意より、ツンゴラ凛世の殺意のほうがぜったいに強いから。


    「ちょっと兄貴、返事が聞こえないんですけど？　このわたしが話しかけてるんだから、返事ぐらいしたらどうなのよ」


    　凛世は、ぷんすかしたまま俺に言った。ちなみに凛世は、ふだん俺を「兄貴さん」と呼んでいるが、二人のときは「兄貴」と呼ぶ。俺の妹にしてほしいから……みたいな殊勝なことを言ってたような気がするが、そのわりに今日の凛世は、ツンゴラ度がえらい増してないか？　いったい何をそんなに怒ってるんだ？


    「兄貴、ったら！　わたしの話、聞いてるのっ？」


    　凛世が、俺の腕をぐいっとつかんだ。


    「そんなに耳元で大声出さなくたって、聞こえてるって」


    「じゃあどうして返事してくれないのよっ！　急に家に押しかけたら、やっぱり迷惑ってわけ？　わたしのことがそんなに迷惑なわけ？」


    「何でそんなに怒いかりフルスロットルなんだよ」


    「怒ってないわよっ！」


    　と、凛世はどなる。


    「ただ、小こ麦むぎは泊まってＯＫなのに、どうしてわたしはダメなのよ！」


    「小麦？」


    　俺はそのときやっと、凛世がどうしてこんなに怒ってるのか腑ふに落ちた。


    　凛世も妹のことが好きだ。というか、たぶん凛世が一番妹のことを本気で好きなんじゃないかと思う。中学校からずっと同じ水球部で、妹のことが好きだけど、その恋心を明かして嫌われるのが怖くて、ずっと胸に秘めつづけている。同じ穴のむじなの小こ麦むぎたち以外には、俺だけがその隠された気持ちを知っているのだが……。


    「要するに、妹のことで小麦に出し抜かれたから怒ってるんだな」


    　俺が、いかにも自信たっぷりの解答、って感じで凛りん世ぜに言った。すると凛世は、一瞬面食らったような顔をして、それから視線をそらし、顔を赤くして、不機嫌そうに、


    「そ……そうよ」


    　うん？　何だ、今の一瞬の間は？


    「朝、兄あに貴きさんが家から小麦をおんぶして運んでたって教えてくれた人がいて……それで、小麦が今日きよう子このところに泊まってるってわかったのよ。協定違反だって言ったって、どうせ『えへへ～、キョコたんに関する協定違反じゃなくて、お兄にい様に試験勉強教えてもらいにきただけですぅ～』とか言ってごまかすつもりだろうし」


    「すごいな、完全に読まれてる」


    「ってことは、兄貴が小麦に試験勉強教えてあげたわけ？　小麦は、兄貴の部屋に入ったの？」


    「大丈夫だって、妹に手を出さないように、俺ちゃんと見張ってたから」


    「そうじゃなくて！　兄貴の部屋に入ったのか、ってわたしは聞いて……」


    　凛世は鋭い声でそこまで言って、突然、はっとことばを切った。


    「凛世？」


    　奇妙に思って、俺は凛世の顔をのぞきこもうとした。だが、凛世はあわてて顔をそむけ、俺の先に立って歩きだす。


    「……もういいわ！　とにかく、そういうことならわたしも、試験勉強教えてもらうんだから！　文句ないわよねっ？」


    「お、おい、勝手に決めるなよ……っ！　それに試験勉強って、おまえなら、東大トップの家庭教師とかつけて教えてもらえよ」


    　凛世の実家は、倉庫業と海運業をしている。これでも、大金持ちの社長令嬢なのだ。一度、妹と仲直りさせるために凛世の家に行ったことがあるが、生け垣の外から家の姿が見えないほどの、大豪邸だった。


    「必要ないわ。このわたしが、試験勉強を教えてもらわなくちゃいけないとでも思ってるの？　ずいぶんと見くびられたものね」


    「いやちょっと、おまえ、言ってることムチャクチャだろ？」


    「とにかく、小麦がいるかぎり、わたしも兄貴の家に泊まるから！　その、今日子のことが心配なだけなんだから、かんちがいしないでよねっ！」


    「妹が小麦に襲われないかどうか心配なんだよな？　ちゃんとわかってますけど？　他に何か、かんちがいするようなとこあるか？」


    「……っ」


    　凛りん世ぜが一瞬、振りかえって俺をにらんだ。気が強いのはいつものことではあるが、何できょうはそこまで、ギスギスと苛いら立だってるんだろう？


    「あ、そうだ。来てもいいけど、妹の部屋、狭いぞ？　女子でも、三人で寝るとちょっとキツいかもだぞ」


    「別にかまわないわよ」


    「それに、うちで小こ麦むぎとケンカするなよ」


    「するわけないでしょ！　わたしも小麦も、今日きよう子こを好きだってことおおっぴらにはできないわけだし……それに、ご家族にイメージ悪くしたらお嫁入りするときに困るじゃないの」


    　凛世はふくれっつらをしながらそう言った。俺がびっくりして凛世のほうを見ると、凛世も小さく「あっ」と叫んで手を口に当てた。


    「ちっ……ちがうわよっ？　お嫁入りっていうのはつまり、今日子に嫁入りするっていう意味なんだから！　変な意味に取らないでよねっ？」


    「いや、おまえが今言っているそれが、変な意味だ。それ以外に、どういう意味に取りようがあるんだ？」


    　凛世が何を言っているのか、どうも何かボタンをかけちがっているような違和感があって、俺にはピンとこない。そして凛世も、なぜ伝わらないのかわからない、とでも言いたそうに、ものすごく怒ってイライラしている。よほど頭に血がのぼっているのか、顔も真っ赤だ。


    「もっ……もういいわ！」


    　やっぱり、小麦に出し抜かれたことで、よほど妹のことを心配してるんだろうな、凛世は、ほんと妹のことが好きなんだなあ……と、俺は思った。


    



    　そして、凛世を連れて家の前まで帰ってきたとき、俺は妙なことに気づいた。


    　俺の家は、塀へいに小さな門がついていて、門をくぐると玄関へ上がる階段が二段ある。閉められた門の横に、女の人が立っていた。


    「あれ？　うちにお客さんかな……？」


    　見慣れない女性だった。年齢は二十歳そこそこ、完かん璧ぺきなメイクとキラキラのアクセサリーとブランドもののバッグと、高下駄をはいた天てん狗ぐもびっくりの超ハイヒール。あわい色の長い髪はゆるやかにロールを描き、バラ色のワンピースはボディラインにフィットしつつもすそはひらひらと広がり、黄金の夕暮れの中で揺れている。


    　まるでファッション雑誌から抜け出てきたような、スイーツで、ゆるふわで、エロカワで、美肌で、ネイルアートで、小悪魔で、パリジェンヌで、モテメイクで、プチセレブで、ブランチで、アゲアゲで、ヴァンプで、合コンクイーンで、マカロンで、プチプラで、ビッチで、ファムファタルで、女子会で、愛され体質で……ごめんなさい、意味をよく把握していないまま、無理してそれっぽい単語を羅ら列れつしてみました。


    　かいつまんで言うと、俺は彼女を一目見た瞬間に「苦手！」と思った、ってことだ。


    「あら……」


    　女の人が、こっちを見た。ヤバい、道でも聞かれるのか？　俺は思わず、凛りん世ぜの後ろに隠れるように何歩か後ずさった。道なら、どうぞ凛世に聞いてください、という気持ちで。


    　ところが、その女の人は凛世のほうに歩いてくると、その横を通りすぎて、俺の前に立った。


    「えっ……？」


    　俺は息をのむ。な……何の用だ？　こんなオシャレでモテカワ系な人と、接点なんか無いぞ？　俺が所属している静せい謐ひつな仏教世界とは別世界っていうか、別次元の存在だぞ？


    「あなたが日ひゆ向うが明あ日す太たくん？」


    　ただの化粧美人かと思っていたけど、近くで見ると顔立ちそのものもかなりの美形だった。近寄ると、香水のにおいが俺を包みこんで、酔いそうだった。


    「ど……どなた、でしょう？」


    　答える声が、かすれた。ものすごく苦手なタイプなのに、何だか圧倒されてしまって、俺は動けなかった。


    　そのとき、凛世がいきなり振りかえると、女の人の肩をガシッとつかんだ。凛世の顔が、少し赤い……そしてまゆげが、少しつり上がっている。


    「すみません、どなたですか？　兄あに貴きさんは、あなたのことを知らないようですが？　怪しい宗教の勧誘なら無駄ですよ、兄貴さんは仏教に命をささげてますから！」


    「な、何で宗教の勧誘って決めつけてるんだよ」


    　俺がささやくと、凛世はぷんぷん怒りながらささやきかえした。


    「だって、地味な兄貴さんがこんなイケイケ系の美人に声をかけられるなんて、それぐらいしかないじゃない！」


    「ごもっともだけど、もう少しことばをオブラートにくるんでいただけるかな」


    　ちょっとにじんでしまった涙をぬぐいながら、俺は女の人に言った。


    「そういうわけで、俺は仏教徒なんで、失礼します」


    「待って、宗教の勧誘じゃないわよ！」


    　横をすり抜けて家に入ろうとした俺の腕を、女の人はぐっとつかんだ。ぐっと……といっても、水球で握力をつけた妹や凛世みたいな力はない。振りほどこうと思えばすぐに振りほどけるていどの力だったのに、ふれられた瞬間に俺は、全身の力が吸い取られたようになって、動けなくなった。


    「は……離してくだ、さい……っ！」


    　自分の力で振りほどくことができない俺は、そう頼むことしかできない。


    「離さないわ」


    　ゆっくりと、長いまつげがまばたきする。体がすくんだ。逃げられない、と思った。


    「言っておくけど……あなたなんかに、かわいい妹は渡さないんだからねっ！」


    　えっ？


    　そのとき、俺はやっと呪じゆ縛ばくが解けた。指先が動く。あわてて彼女の手を振りほどき、数歩下がってから、たずねた。


    「ま……また今日きよう子こですか？」


    　妹が、同級生や上級生の女子にモテモテなのを、俺も重々承知している。上級生も、薔ば薇ら園ぞの先輩みたいにお色気ムンムンな女性らしいタイプから、すみれ先輩のような背の高いボーイッシュなタイプまで、ストライクゾーンが広すぎる。だがまさか、ここまで年上の大人の女の人まで妹に惹ひかれるなんて……。


    「ちょっと、今日子はわたしが売約済みなんだからねっ！　オバサンはすっこんでなさいよ！」


    　凛りん世ぜが、いきなり敵意全開ＭＡＸで彼女をにらんだ。


    「今日子？　何のこと？」


    　女の人は、ゆるふわパーマの髪をかきあげながら、ものすごく冷たい瞳ひとみで凛世をにらんだ。


    「かわいい妹といったら、この世に一人しかいないでしょ！　わたしのかわいい妹、草くさ野の小こ麦むぎのことよ！」


    「えっ？　小麦のお姉さん？」


    　凛世はびっくりして、彼女を指さした。俺もびっくりした。彼女の派手なふんいきは、小麦のおっとりしたふんいきと全然ちがっていたからだ。


    「小麦にお姉さんがいるって話は、聞いたことはあるけど……。別に、小麦とそこまで仲がいいわけじゃないから、くわしく聞いたわけじゃないけど、たしか紫し苑おん女学院に行ってるとか……」


    　紫苑女学院といえば、学生は全員ブランドバッグ装備といううわさで、ときどきおしゃれキャンパスライフみたいな感じで雑誌やテレビの取材が入っている。まわりの高校・大学の男子のあこがれの大学で、学園祭ともなれば、一枚一万円もする入場券が飛ぶように売れるとか。


    「そう。紫苑女学院二年、草野あざみ。小麦の姉よ」


    　彼女はそう言って、不満の色濃い表情をうかべながら、髪をかきあげ俺をにらんだ。


    「大学の前期試験が一段落して夏休みに入ったから、大急ぎで下宿から戻ってきたのよ。男どもからクルージングや海外旅行に誘われてたんだけど、全部蹴けっとばしてね。なのに、わたしの大事な妹の家庭教師役をうばうなんて！　許せない！　小麦が一学期の中間テストで赤点を取ったことは、ママから聞いていたわ。小麦はぶっちゃけわたしよりずっと優秀だから、ありえないと思ってたけど、赤点を取ったってことは期末テストで取り返さないとヤバいってことでしょ？　つまり、試験前にだれかにマンツーマンで勉強を見てもらう必要があるわけでしょ？　わたしはそう考えて、ずっとワクワクしながら夏休みに入ってたバイトも全部断って、大学の前期試験が終わってからありえないぐらい全速力で帰ってきたというのに！」


    　小こ麦むぎの姉は、冷ややかな怒いかりとともに俺をにらんでいた。


    「なのに、小麦に勉強を教えるというおいしい役を、横取りするなんて！　この泥棒猫！」


    「ちょっ……ちょっと待ってください、俺が呼んだわけじゃなくて……っていうか、お姉さんが勉強を見てあげるなら、小麦は家に帰しますよ。俺もじゃまだし」


    「置き手紙があったのよ、二年の日向ひゆうが明あ日す太た先輩に教えてもらうって」


    「何でそこで俺の名前が出てくるんですかっ？」


    　たしかに小麦が妹に悪さしないよう、最終的には俺が二人の勉強を見る形になったわけではあるが……。ふつう、家の人に伝えるときは安心してもらえるよう、女子の名前を伝えないか？　何で同級生の女子じゃなくて、上級生の男子の名前を出すんだよ？　いろんな意味で、誤解されるだろーがっ！


    「わたしよりずっと頭が良くて、いつも完かん璧ぺきに勉強ができてた小麦が、生まれてはじめて勉強を聞きにきてくれる……。小麦の中間テストが終わったあたりから、わたしがどれだけいそいそと楽しみにしていたかわかってるのっ？　手取り足取りお姉様がイケナイお勉強を教えてア・ゲ・ル♪……と思っていたのに、それを全部ムダにされたこの踏みにじられた感、どうしてくれるのっ？」


    　小麦の姉は、ラメ入りのマニキュアで飾られた指先で、自分のくちびるをそっとなでながら俺をにらんだ。


    「いやいやいやいや、いけないお勉強は教えたらだめだろ、それも実の妹に！」


    「ワクワクしながら下宿から帰ってきたのに、かわいい妹が男子の家でお泊まりで勉強してるなんて、心臓が止まるかと思ったわよ。小麦は男嫌いだから、安心して家を離れて下宿していたのに……」


    　そう言うと、いきなり小麦の姉は俺の髪をわしづかみにして、自分のほうに引きよせた。もともとモデルみたいにすらっとしてるうえに、すごいハイヒールをはいてるから、身長一七〇センチ（ごめん今夕方だから一六九センチかもしれない）の俺より少し背が高い。アイシャドウで染められた目でじっと見つめられて、俺は動けなくなってしまう。


    「言っとくけど、小麦はわたしのものだから、返してもらうわよ。小麦にちょっかいかける男は、わたしがちょっかいをかけてやるから！」


    　何その飛躍した論理！　俺は不穏な空気を察して逃げようとしたけど、その前に小麦の姉がわしづかみにした俺の頭をぐいっと引き寄せ、くちびるにキスをした。


    「っ！」


    　俺は、何がどうなってこういう状況に陥ったのか、さっぱり理解できなくて、完全に凍ってしまった。動けなくなりながらも、俺はとりあえず、それ以上の蹂じゆう躙りんを許すまいとして、ぎゅっとくちびるをかみしめる。そして小麦の姉は、ニヤリと笑った……まさに邪悪なる、悪魔マーラの笑みで。


    「これで浮気成立ね。浮気者に大事な妹はあげられないわよ、ざまーみろ！」


    「浮気って……な、何を言って……」


    「まだ浮気じゃないって？　じゃあ、もっときちんとした浮気をさせてあげましょうか？」


    　俺が動けなくなっているのをいいことに、小こ麦むぎの姉の手が俺の尻しりのほうまで伸びてくる。何重にもブレスレットをつけた手はジャラジャラと音を立てながら、俺の尻をまさぐった。


    「ちょっ……やめっ……」


    　俺は必死に抵抗しようとするんだが、悪魔マーラに身も心もとらわれてしまったかのように、全身から力が抜けてしまい、振りほどこうとする手にも力が入らない。かつて受けた凛りん世ぜたちの誘惑なんて全然ヘッチャラピーだったのに、これはつまり、年の巧ってやつなのか？


    「や、やめなさいよっ……嫌いやがってるじゃない！」


    　そのとき凛世が、口をはさんでくれた。けれど、小麦の姉はぜんぜん聞く気が無い。


    「やめないわよ、かわいい妹を取り戻すためだもの」


    「な……何その理屈、おかしいんじゃないのっ？　妹が好きとか……そのためにここまでやるとか……ありえないわよ！」


    「さては、あなた妹がいないわね？　それじゃあ、わからないかもしれないわね。言っといてあげるけど、世の中に、妹が好きじゃない姉や兄なんていないのよ！」
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    　待て待て待て待て！　その意見には、大いに異論があるぞ！


    　あまりにもすがすがしく言い切られてしまって、凛りん世ぜもどうしたらいいかわからず、呆ぼう然ぜんとしている。目から光が消えて、全身から「だめだこいつ」と言いたげな諦てい観かんのオーラを漂わせている。


    「そういうわけだから、日ひゆ向うがくん、あなたにはわたしに堕おちてもらうわ。そして、妹のことはきれいさっぱり忘れてもらうわよ」


    　獲物を狙ねらう肉食獣の目を、俺は見た。口紅が塗られた赤いくちびるがわずかに開き、蛇のように赤い舌がのぞいて、舌なめずりする。そして、俺のくちびるを完全に覆ってしまった。


    「むー！」


    　俺は顔をそむけようとしたが、頭をわしづかみにされているのでかなわない。舌が俺のくちびるを割りこもうとする気配を感じたので、それだけはさせるまいと、ますますぎゅっとくちびるを結んだ。


    「兄あに貴きさん！　そんな女、突き飛ばしちゃいなさいよ！」


    　凛世が、泣きそうな声で叫んだ。何でそんな泣きそうな声になってるんだ、泣きたいのは俺のほうだ。さらに情けないのは、ここまでされているのに、俺が本気で抵抗できないことだ。どうしたって、力が入らないのだ。


    　時間は夕方、まわりは学校や会社帰りの人々が行き交っている。いつもは、妹といっしょに駅へ向かう俺に「何だあいつ」と怨念がこもった目を向けて来ているのだが、さすがにこの状況だと、誰もが呆ぼう然ぜんとしていた。ものすごく派手なものすごい美人が、往来で俺みたいな地味で平凡な仏像マニアの高校生の頭を片手でわしづかみにし、もう片手で尻しり肉にくに爪を立てながら、キスをむさぼり取ろうとしているんだから当然だ。


    　俺は完全に、悪魔マーラに支配されている。抵抗できない。


    「……兄貴さん……」


    　ふと、小さな声が聞こえた。ぼんやりしていた俺の頭が、はっきりする。力が抜けて今にも蹂じゆう躙りんを許そうとしていたくちびるを、俺はあわてて閉めなおした。


    　自由がきかない体で、必死に目だけ横を向けて、声が聞こえたほうを見る。視界の端に凛世がいた。


    　……何で？


    　何で、真っ赤な顔で泣いてるんだ？　何でそんな、切ない悲しい顔で？


    　凛世が好きなのは、妹だよな？　なのに、どうして泣いているんだ？


    　その理由が、俺にはさっぱりわからなかった。ただ、あの歩くツンゴラな凛世が泣いているという異常事態にびっくりして頭がはっきりし、そのとたん、指先にまで力が戻ってきた。


    「離して……くださいっ！」


    　俺は、小こ麦むぎの姉を押しのけた。もちろん、ハイヒールの彼女を男の力で本気で押しのけたら、転んでケガをさせてしまうのはわかっているから、手加減はした……というか、手加減できるぐらい、すでに俺には余裕がもどってきていた。


    「きゃ……っ！」


    　小こ麦むぎの姉はよろけながら、数歩後ずさった。悔しそうに、俺をにらんでいる。


    「くっ……ずいぶん強情なのね。わたしに堕おちないなんて、妹以外にはあなたがはじめてよ！　今日はたぶん、ルージュの色が悪かったんだわ。今日のラッキーカラーはローズピンクだったのに、チェリーピンクをつけて来ちゃったから……」


    　いや、その二つの「ちょっと濃いピンク」の色の差に、何か違いがあるんですか？


    「次回は、最強のラッキーカラーを装備してかならず堕としてみせるから！　そして、妹をぜったいに取りもどすんだから！　首を洗って待っていることね！」


    　小麦の姉はそう言い残して、ハイヒールをカツカツいわせながら立ち去った。何だかよくわからないが、今日のところは助かったらしい。


    　取りあえず、体をあちこちいじられたものの、悪魔マーラの前に陥落することだけは踏みとどまれたので、俺はホッとしていた。いやでも、ちょっと待て。小麦の姉は今はっきりと、「I'll be back.」宣言をしてたわけで、つまり小麦の姉がかんちがいしてるかぎり、また俺は襲われるってことじゃないか？


    「ちょっ……待ってくれ、小麦を家に呼んだのは俺じゃなくてっ……！」


    　小麦の姉に二度と襲われることのないよう、事実関係ははっきりさせておかなくては……と、俺は小麦の姉を呼びとめようとした。小麦の姉はツカツカと、高下駄みたいなハイヒールをはいてるわりにはすごいスピードで歩いていたので、もう五十メートルぐらい先を行っていた。それで俺は、一歩、走り出そうと踏みだした。


    　……が、そのときいきなり、後ろから制服のワイシャツの半はん袖そでの先っちょのほうを引っぱられた。そのため、俺は動きを止められてしまった。


    「ん？」


    　どこかに引っかかったのかな、ぐらいの気持ちで、俺は足を止め、振りかえった。


    　袖をつまんでいるのは、凛りん世ぜだった。顔をうつむけて、表情が前髪で隠れてしまっている。そして、だまって俺の袖をつかんでいた。


    「何だ、凛世？　何か用？」


    「………………でょ」


    　凛世が、消え入るような声でつぶやいた。よく聞こえない。声はすごく小さかったし、それに語尾がかすかに震えているようにも聞こえる。


    「え、何て？」


    　よく聞こうと思って、俺は少し身を前に乗りだし、凛世のほうに耳を近づけた。


    「………………ょっ………………」


    　凛りん世ぜののどが震える。そのせいで、よけいに聞き取りにくい。


    「声が小さくてよく聞こえないぞ、何だって？」


    　俺があらためて聞き直すと、凛世はうつむいたまま、もう片方の手でも俺の袖そでをつかんだ。俺と向かいあう立ち位置で、両手でそれぞれ、俺の袖をぎゅっとにぎりしめている。袖がしわになる……と思ったが、凛世はそんなことはまるで意に介していないらしい。ただ、うつむいたまま肩を震わせ、俺の両袖をつかんだ手に力を入れ、自分のほうへぐいっと引き寄せながら、口を開いた。


    「追いかけないでよ……バカ。どこにも、行かないでよっ……！」


    　うつむいたまま、凛世はしぼり出すような声で言った。俺はびっくりして、うつむいている凛世をまじまじと見つめる。


    「いや、だって誤解は解いておかないと……」


    「兄あに貴きは、ほかの女の子なんて追いかけなくていいのよ！」


    　こらえきれないようにそう叫んで、凛世は顔を上げた。


    　そのとき、俺は心臓が止まりそうになるほどびっくりした。ツンゴラ娘の凛世が、大粒の涙をぼろぼろ流しながら泣いていたからだ。顔が真っ赤になり、青ざめたくちびるは震え、涙は両目から落ちて頰ほおを伝い、弱々しくうるんでいる。


    「お、おい、凛世。どうしたんだ？」


    　熱でもあるのか、と思った。


    「兄貴は……危なっかしすぎるのよっ……！」


    　凛世はそう言うと、俺の袖をつかんだ手に、さらに力を入れた。今度は、俺を引き寄せるのではない。自分のほうから俺のほうに近づくと、俺の鎖骨のあたりに額ひたいを押しつけた。


    「えっ？」


    　俺は固まってしまった。凛世はそのまま何も言わず、俺の鎖骨のあたりに、ひたすら額を押しつけている。そして、俺を決して離すまいとするかのように、袖をつかむ手にぎゅうっと力を入れている……力を入れすぎて、手の甲の腱けんが真っ白く浮いている。


    　そのとき、何かを思い出しかけた気がした。冷たい水と、揺れる赤いリボン。


    『明あ日す太た、明日太……』


    　女の子の声が聞こえる。俺の耳にずっとこびりついている声だ。でも、誰の声だかわからない……だって、俺のことを「明日太」って呼ぶ人間は、誰もいないからだ。母親は「あっくん」と呼ぶし、父親も同じように呼ぶ（やめてほしいが！）。高たか野のと比ひ叡えいは「日ひゆ向うがくん」だし、妹は「兄あにっち」だし、凛世は「兄貴（または兄貴さん）」、小麦は「お兄にい様」……。


    　俺のことを、明日太って呼んでいたのは誰なんだろう？　そして、こんなふうに、ぎゅっとしがみつかれた記憶がつられてよみがえってきた。


    『ずっとそばにいて……二度と離れないで』


    　そんな声が、耳の奥深くにひびいた。何だろう、この記憶は……俺が水が苦手なことと、何か関係があるんだとは思うが、思いだせない。


    「……っく……っ」


    　凛りん世ぜが、かすかに声をもらした。その声で、俺は記憶をたどるのをやめた。


    　過去の記憶より、今は凛世だ。俺の鎖骨に顔を埋うずめたまま、小さく震えはじめている。これって……泣いてる、よな？


    「……っ……。……っぅ……」


    　泣き声を聞かれたり、泣き顔を見られたら負けだとでも思ってるんだろうか。何が負けなのかわからないが、でも凛世はそんな感じで、必死に声を殺し、肩を震わせ、決して泣き顔を見られないように俺の肩口に押しつけていた。


    　まわりの視線が気にはなったけれど、だからといって、こんな状態の凛世を置いてそばから離れる気にはなれなかった。


    



    　凛世は、十分たっても俺から離れなかった。


    　そのあいだ、妹たちに遭遇しなかったということは、妹たちは俺たちより早い電車で先に帰ってたということだろう……妹たちにこんなところを見られなくて、俺はホッとした。俺がどうこうじゃなくて、凛世は妹が好きなんだから、俺に必要以上にくっついて妹にかんちがいされたら困るだろう……って、心配したわけだが。


    　いや、他人の心配をしてる場合じゃないぞ。俺だって、かなりヤバい状況じゃないか。明日からテストだっていうのに、家の前で都合一時間ぐらい足止めを食らったわけで。しかも、家に帰ったらまた妹たちに勉強を教えなくちゃいけないわけで、さらに今日から凛世まで加わるわけで……。っていうか、まだ家にすら帰れてないわけで……。


    （これは……俺の期末試験は、ボロボロ間違いなしだなあ……）


    　ふう、と俺はため息をついた。


    （赤点だったら、追試だな。追試になったら、四国八十八箇所の巡礼どころじゃなくなるなあ……）


    　俺は、がっくりとうなだれる。


    　そのとき、ふわっと良い香りがした。小こ麦むぎの姉がもう戻ってきたのか、と思って、俺は全身をこわばらせる。


    　だが、ちがった。たしかに小麦の姉と同じぐらい美人だけど、人違い。それは、三年の薔ば薇ら園ぞの先輩だった。


    「あーやっぱり。ごめんねー兄あに貴きちゃん、迷惑かけて」


    　うさんくさいぐらい怪しいふんいきの薔薇園先輩は、クルクルの髪をかきあげながら俺に声をかけた。凛世がびっくりして、ようやく顔を上げた。


    「薔ば薇ら園ぞの先輩っ……！」


    「だめよぉ凛りん世ぜちゃん、いくら小こ麦むぎちゃんの抜け駆けが悔しくても、兄あに貴きちゃんに当たったりしちゃあ」


    　凛世はあわてて俺から離れると、泣き顔を薔薇園先輩に見られないよう、顔をそむけて指の甲でぬぐいながら、平静なふりをして答えた。


    「す、すみません……」


    「ごめんねー兄貴ちゃん、今朝、うちのクラスの男子が、草くさ野のさんをおんぶして家を出た兄貴ちゃんを目撃したーって大騒ぎしててね。その子は草野さんファンだから、大騒ぎしてたわけだけど……それ聞いて、協定違反じゃないのって思って、事の真偽を確かめなくちゃって凛世ちゃんに聞きに行ったら、真っ青になったから、あー知らなかったんだと思って。それで、あとで草野さんの抜け駆けについてはシメ……じゃなくて、『日ひゆ向うが今日きよう子こを愛めでる白しら百ゆ合り乙おと女めの会』の会則違反で戒告処分と思ってたんだけど」


    　妹ファンクラブ、いつの間にかそんな直接的な名前になってたのか。っていうか、会則までできてるとか、どんだけ組織立ってきてるんだ。


    「でもよく考えると、あの調子だと凛世ちゃんが兄貴ちゃんちに行くんじゃないかと思って、見にきたのよ。凛世ちゃんがもし暴走して、『日向今日子を愛でる白百合乙女の会』、略してひきしお会の存在を今日子ちゃんに知られたら大変だからね」


    　薔薇園先輩はそう言って、凛世の肩をポンとたたいた。引き潮って……心の中は押せ押せのくせに、妹にその存在を知られないていどに行動するという点では、ぴったりの略称なのか？　凛世は、恥ずかしそうにうつむいた。


    「……すみません……」


    「まあでも、凛世ちゃんの気持ちはわかるわ。あのあと、保健の先生からも証言を集めて、小麦ちゃんがほんとに日向家にゆうべから泊まってるってことが、ハッキリしたから。小麦ちゃんは油断できない、目を離せない……それは、同感」


    　薔薇園先輩は凛世の肩に手を置いたまま、俺のほうに向かってニコッと笑った。


    「ということで。小麦ちゃんが抜け駆けしないよう監視するために、あたしも日向家で試験勉強合宿するわね」


    「はぁぁあああーっ？」


    　俺の声が、アルプスの山々にひびくヨーデルみたいにひっくり返った。


    「何で！　どうして、そうなるんですかっ！」


    「あ、凛世ちゃんもいっしょに泊まっていいから。心配でしょ？」


    「勝手に他人の家の宿泊許可を下さないでくださいっ！」


    「朝ごはんの目玉焼きは、黄身半熟でかけるのはウスターソースね」


    「何、朝ごはんのメニューまで指定してるんですか！　っていうか、ふつう目玉焼きは黄身半熟で醤しよう油ゆでしょう！」


    「……あの……兄あに貴きさん。黄身固焼きでケチャップって、子供っぽすぎる……と、思う？」


    　凛りん世ぜが、遠慮がちに俺にたずねてきた。


    「っていうか！　おまえまで朝ごはん食っていく気かよ！　うちの冷蔵庫の卵ケースから卵が無くなるわ！」


    「目玉焼きにケチャップって大丈夫なの、それ？」


    　薔ば薇ら園ぞの先輩が、信じられないような顔で凛世に聞いた。凛世は、恥ずかしそうに顔をうつむけている。


    「や……やっぱり、変ですか……」


    「いや、目玉焼きのケチャップ以上に、俺が大丈夫じゃないですから！　小こ麦むぎが転がりこんできただけでも試験勉強にならないのに、このうえ……っ」


    　俺が困り果てて額ひたいを押さえていると、薔薇園先輩がその手首を取って、俺の額から手を離させた。


    「だーかーらっ、あたしが来てあげたんじゃないの」


    「は？　どういう意味ですか？」


    「あたし、これでもすみれと二人でいつも三年生の首位争いしてるのよ。明日からテストだっていうのに、凛世ちゃんを日向家に来させちゃった責任はちゃんと取るわ。一年生たちの家庭教師はあたしがやってあげる、小麦ちゃんのこと見張りがてらね」


    「えっ……！　で、でも薔薇園先輩の試験勉強はっ？」


    「試験前に一夜漬けで試験勉強を必死でやらなくちゃならないていどの人は、学年首位とか取れませんから」


    　薔薇園先輩が、サラッと言い切った。こんなおっぱいにエビフライをはさむような人が学年首位なんて、女子というものはほんとによくわからない。


    「それに、今日きよう子こちゃんの部屋で今日子ちゃんに勉強を教えるなんて、とんでもないご褒ほう美びというものよ」


    　試験前に焦ってないとか、ご褒美とか、なんかほんとに次元がちがう。学年首位の人ってこうなのか、と思って、俺は呆ぼう然ぜんとしてしまった。


    



    　妹と小麦はやはり先に帰っていて、台所で麦茶を飲みながらようかんを食べていた。凛世と薔薇園先輩も泊まるというと、妹は喜び、小麦は「チッ」と聞こえないぐらいの大きさで舌打ちした。


    「えっ、凛世も先輩もパジャマ持ってきてないの？　じゃああたしのパジャマ貸すから、選びに来て！」


    　妹はニコニコしながら、二人を連れていった。凛世は恥ずかしそうに頰ほおを赤らめて黙っていたが、薔ば薇ら園ぞの先輩がニヤッと笑って、


    「うふふ。今夜は今日きよう子こちゃんの香りに包まれて眠れるのね、ご褒ほう美びご褒美」


    　とつぶやいたのを、俺だけは聞き逃さなかったぞ！


    　それで、台所には俺と小こ麦むぎだけが残された。小麦は俺の顔を見て、ぱっと顔をそむける。その瞬間、俺も風呂場でのことを思いだして、あわてて顔をそむけた。


    　やばい。何となく二人っきりになってしまったけど、今さらながら、俺は小麦に裸を見られたんだってことを思いだした。どうしよう、ものすごくバツが悪いが、このまま黙ってフェードアウトするのもそれはそれで、バツが悪い。


    　俺は必死で話題を探した……あっ、あったじゃないか、新鮮なのが！　俺はこのときはじめて、小麦の姉に感謝した。


    「小麦、あの……おまえのお姉さん、さっき来てたぞ」


    　俺は小麦に言った。すると小麦は、おっとりした目をぱちくりとまたたかせた。良かった、空気が変わった。


    「こむぎゅうっ？　お姉ちゃん、下宿してるんだけど、もう帰ってきてたですぅ？」


    「おまえに勉強を教えたかったのにとか何とか言ってたぞ。帰らなくていいのか？」


    「こむぎゅう～……。お姉ちゃん、優しいんですけど、勉強中にひっつき倒してきたり、『真剣な顔で勉強してる小麦ちゃんかわいいかわいい』っていきなりほっぺにチューしてくるので、暑くて集中できないんですぅ～……」


    　小麦が言いにくそうに言った。どうやら、妹好きは本当だったようだ。しかも、ずいぶんとつつみ隠さずオープンだな！


    「それ、帰ってやったほうがいいんじゃないのか？　おまえを取ったってかんちがいされて、俺、襲われかけたんだが？」


    「いや、かんちがいじゃなくて、小麦がキョコたんの家にくるときに、置き手紙してきたんですぅ。二年の日ひゆ向うが明あ日す太た先輩んちに、勉強を教えてもらいにいくって」


    「だから、何でだ！　おまえの目当ては妹だろ！」


    　俺は思わず叫んだ。そもそも、何で俺を代役に立てたんだ？　ふつうは、好きな男子のところでお泊まり合宿したいけど、そういう不純異性交遊は許してもらえないから、親をごまかすためにその妹とか女性キャラをダシにするもんじゃないのか？　小麦の場合は、好きな相手が俺じゃなくて妹なんだから、ごまかす必要もないし、というかごまかし方が逆だし。


    「だって、お姉ちゃんものっすごく嫉しつ妬と深いから、大事なキョコたんに何かあったら大変じゃないですぅ～？」


    「俺が大変な目にあったわ！」


    「でも、お兄にい様もキョコたんに何かあったら困るですぅ？」


    「うっ……そ、それは……」


    「それなら、最初から小こ麦むぎが矛ほこ先さきを変えておいてあげたほうが手っ取り早いですぅ」


    「いや、それとこれとは話がちがうだろ！」


    「ちがわないですぅ。キョコたんに何かあったら、どっちにしたってお兄にい様はぜったいに、自分が盾たてになるですぅ？」


    「べ、別に俺は、妹のことなんてっ……！」


    「妹を好きじゃない兄または姉なんて、いないですぅ。ソースは、うちのお姉ちゃんですぅ」


    「いや、そのソースがものすごく特殊なケースだと思うぞ！」


    　俺はうったえたが、小麦はちっとも聞いてない。ここまで妹に愛情を確信させる姉ってすごいと思うとともに、だからこそ、その逆恨みが恐ろしくて俺は背中が冷たくなった。


    　でも、悔しいけど小麦の言うとおりだった。「かんちがいです、小麦の目当ては俺じゃなくてうちの妹なんです」とは……やっぱり、俺は、口が裂けても、小麦の姉に貞操を裂かれそうになってすら、たぶん言わないんじゃないだろうかと思った。


    　それで俺は、それ以上小麦に文句を言うことができなくなって、悔しい気持ちや腹立たしい気持ちを腹の中にかかえたまま、制服を着がえるために、二階の自分の部屋へ上がっていった。
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     五章　美少女軍団の合宿が非常に落ちつかない件


    



    　さて俺は、小こ麦むぎ一人でも大変だったのにきょうはさらに二人も押しかけてきて、これはもう明日からの試験は壊滅だろうな……と、さっきまでは完全に諦てい観かんの境地だった。


    　だが、ここに意外な計算ちがいが発生した。薔ば薇ら園ぞの先輩はいろいろと邪悪ではあるけれど、基本的には上級生らしい親切な人だったのだ。


    　さっき言ったとおり、薔薇園先輩は、妹の部屋で三人に勉強を教えてくれた。夕飯も、ここまで人数が増えると食器が無いということで、妹の部屋でピザをとって食べた。しかも薔薇園先輩のおごりで！　母親が「お客様にお金を出してもらうなんて……」と困惑していたけど、薔薇園先輩の家も凛りん世ぜの家に負けず劣らずお金持ちだということを、俺ははじめて知った。


    　そして、妹が「兄あにっちもいっしょに食べるように誘いましょう」と薔薇園先輩に提案したのに、「兄あに貴きちゃんも試験勉強があるからね」とやんわり諭さとして、妹に、皿にピザを三切れとポテト山盛りをのせて持ってこさせたらしい。


    　その顚てん末まつを、俺はピザを受け取るときに妹から聞いた。もちろん薔薇園先輩にとっては、妹に勉強を教えることもピザのことも、妹の部屋にいたかったし妹の部屋に俺が来たらじゃまだってだけだったかもしれないけど、何だかそれだけじゃない、年上の余裕と思いやりみたいなものを感じた。


    　その瞬間、俺は胸がドキンとした……やばい。やっぱり俺は、年上に弱いのか？


    「兄っち、顔赤いよ？　部屋が暑すぎて熱中症とか、大丈夫？」


    　妹が不思議そうに俺の顔をのぞきこんできたので、俺はあわてて皿を持ってないほうの手で顔を隠した。


    「べっ……別に、おまえに関係ないから！　試験勉強に戻れよ！」


    「あ、うん。じゃましちゃ悪いもんね……兄っちも、がんばってね」


    　妹は珍しくすなおに、そう言った。薔薇園先輩がたしなめたのが、けっこう効いてるのかもしれない。俺はやっぱり、薔薇園先輩に感謝してみた。


    「兄っちも、薔薇園先輩に勉強教えてもらえばいいのに」


    「あ、いや、それはいい」


    　いい人だとは思うが、おっぱいにエビフライをはさむ人だし、妹が好きなはずなのに行動が斜め上すぎて、なんか落ちつかないからな。


    「そうなの？　教えてもらえばいいのにー。学年首位とは聞いてたけど、なんかやっぱりすごいって感じ。勉強を教えてくれるんだけど、ものすごくわかりやすいの。あっ、もちろん兄っちの教えかたもすごく上手なんだけどね？」


    　妹が、ちょっとがんばって俺のフォローをした。とりあえず俺はピザをたいらげ、きのうみたいなことにならないよう、シャワーは明日の朝浴びることに決めて、ずっと自分の部屋で勉強していた。


    



    　どれぐらいの時間がたっただろうか……気がつくと、部屋に置いた小さな時計は十二時を回っていた。ちなみにこの時計は、黒いプラスチックの台の上に、デジタル時計と金色の大仏が並んでいるというよくあるお土産みやげものだが、俺の宝物だ。


    　薔ば薇ら園ぞの先輩はいろいろアレな人ではあるが、自分のことばどおり妹たちのお守りをきちんとしてくれたらしく、こんな時間まで俺は一度も妹たちに勉強をじゃまされなかった。おかげで、明日の試験科目のおさらいもだいぶ進んだ。


    　あまり遅くまで勉強すると明日の試験にひびく。明日は、日本史は得意だけど苦手な化学もあることだし、やっぱりそろそろ寝ようかな……と思って、俺はパジャマに着がえはじめた。パジャマといっても、扇風機しかない俺の部屋で季節は七月だから、新しいタンクトップと短パンであるが。


    「さ……じゃ、寝ようかな」


    　俺は暑いので、ベッドの布ふ団とんの上にゴザをしいた。それから、おなかの上にかけるためのタオルケット。一度のびをして、腕や肩の筋肉を伸ばしてから、俺は電気のひもを引っぱろうとした。


    　だがそのとき、ドアがカチャッと開いた。


    「あら、兄あに貴きちゃん。まだ起きてた？」


    「わーっ！」


    　俺はあわてて、部屋のすみまで後ずさった。そこにいるのは薔薇園先輩だったんだが……何だ、そのうっすいスケスケの下着みたいなパジャマは？　ベビードールとかいうやつか？　凛りん世ぜはパジャマを持ってきてなかったはずなのに、先輩はマイパジャマ持参だったのか？　あんなにノリノリだったのに、妹のパジャマはどうしたんだ？　あっそうか、胸囲が合わなかったのか！　しかし寝巻き持参とは、どんだけやる気まんまんだったんだ！


    「ちょっ……な、何ですか、出ていってください！」


    　俺はタオルケットを引き寄せ、それで自分の短パンとむき出しの太ももを隠した。


    　薔薇園先輩は、俺の部屋にずかずかと入りこんでくる。ベッドを見られるのが、どういうわけだかすごく恥ずかしい。ただの部屋を見られるのと違って、自分が寝てるプライベートな部分を見られてるような気になるからだろうか？　その布団を、薔薇園先輩が白いひざを乗り上げながら踏みつけると、綿が切れるなんてことより、俺の頭の血管のほうが切れそうになった。


    「俺の言うことを聞いてないんですか！　もう一度言いますけど……出ていってください！」


    「そんなに警戒しなくていいわよ、知ってるでしょ？　男子には興味無いのよ」


    　薔薇園先輩があまりにも断言するので、それはそれで、俺は複雑な気分だった。


    「そっ……それでも、俺は女によ人にんに自分の部屋へ立ち入られると、気になります……っ！」


    「三人の勉強が終わって、明日はテスト初日だし寝不足じゃ頭が働かないからそろそろ寝ようって話になったんだけど、あたしはまだ眠くないのよね。どうも、枕まくらがかわると寝られないタイプみたいで」


    　薔ば薇ら園ぞの先輩は、ベッドの上に身を乗り出しながら、困ったように頭をポリポリとかいた。


    「だから、暇つぶしついでに兄あに貴きちゃんの勉強も見てあげようと思ってね。勉強になってないって言ってたでしょ？」


    「べっ……勉強を見る、ってどういうことですか？」


    「もちろん、あたしとのマンツーマンレッスンってことよ」


    　ぱちん、と薔薇園先輩はウインクした。


    　危ない……何かが本気で危ない！


    



    　俺は全身で緊張と抵抗をあらわしながらも、薔薇園先輩の押しの強さを払いのけることができず、勉強を見てもらうことになった。でも座机で隣同士とかぜったい無理なので、押入れに入れていた座卓を出してきて、向かいあわせに座った。


    　向かいあわせが一番、薔薇園先輩と距離が取れるから……と思ったのだが、それは認識が甘かったかもしれない。薄くすけるフリフリレースの胸もとに、前のめりになると重力に引かれた谷間があらわれて……。


    「じゃあ、まず第一族、アルカリ金属元素の覚えかたね。ＨエツチなＬｉＮａリナちゃん、ＫクＲラｂブでＣこｓしＦふｒり」


    　薔薇園先輩は元素周期表を指さしながら、淡々と言った。


    「ちょっ……先輩、先輩！」


    「第二族元素。ＢｅベツドにＭもｇぐってＣａカレとＳすｒるのはＢａＲａバラ行為」


    「意外！　薔薇趣味にも理解が！」


    「第三族、希き土ど類るい元素。ＳスｃカでＹイったＬａら……」


    「先輩！　もうやめてください、エロ釣りのつもりだとしたら、嗜し好こうがレアすぎてほとんどすべての人のストライクゾーンを外してますっ、ドン引きされまくってます！」


    「希土類元素はレアアースやレアメタルと呼ばれる希少金属なんだから、レアな嗜好で合ってるじゃない」


    「だれがうまいことを言えと！　はっ、今、地理でしょっちゅう出てくる『レアメタル』について、なんとなく覚えてしまった！」


    「ふふっ、あたしの家庭教師、優秀でしょ？」


    　薔薇園先輩は頰ほお杖づえをついて、思いっきり得意げに目を細めて笑った。


    　うう……悔しい、でも覚えちゃうっ！


    「じゃあ、次は日本史の年号にいこうかしらね」


    「またエッチな語呂合わせだと思うので、良いです」


    「誘ってるのに、乗ってこないわね」


    「はあっ？」


    　思わず声がひっくりかえった。


    「な……何ですか、誘ってるってっ？　だって薔ば薇ら園ぞの先輩はその、百ゆ合りですよね？　今日きよう子このことが、ファンクラブ作るぐらい好きなんですよね？」


    「兄あに貴きちゃんはあたしたちが誘惑しまくったときに全然なびいてこなくて、悟りの力ってやつなのかと思ってたんだけど……。でもじつは兄貴ちゃんは、高校生には興味なしだけど、大人の女には反応するんですって？」


    「ちょっ、何でそんな話に、ちがいますよ！」


    「保健の先生が言ってたわよ。それってなんか、ムカつくんだけど」


    「何でですか！　薔薇園先輩は妹が好きなんでしょ、男子に興味ないんでしょっ？　じゃあ、どっちにしても俺のことなんか関係ないでしょっ！」


    「だって、兄貴ちゃんがあたしに反応しないってことは、あたしがションベンくさいガキだって言われてるようなものでしょ？　それって、ムカつくのよ」


    　薔薇園先輩はそう言いながら、俺の太ももに手を這はわせた。えっちょっと何？


    「待ってください、薔薇園先輩！　俺は男ですよっ？」


    　何だか自分のことばに矛盾を感じつつ、俺は叫んだ。だが薔薇園先輩は、俺のすぐそばに顔を近づけてきた。


    「知ってるわよ、そしてあたしは百合で男子には興味ナシ」


    「それならっ……」


    「でも、あたしなりにけっこう努力してるのに、ガキ扱いされるのはすっごくプライドが傷つくわけ」


    　いかにも悪魔マーラの化身である女によ性しようらしい、そして自信家の薔薇園先輩らしい行動原理だとも思ったが、いや、ちょっと待て。あんたは俺の試験勉強を手伝ってくれてたんじゃなかったのか、いきなりじゃまをはじめるとはどういう了見だ！


    「ちょっ、ま、待ってください！　俺は試験勉強がありますからっ！」


    　俺は薔薇園先輩を押しのけて、部屋から逃げようとした。薔薇園先輩は、ムッとした顔で俺をにらむ。


    「あっ、ほんとだ。兄貴ちゃん、保健の先生にはそこそこ翻ほん弄ろうされたって聞いてるのに、あたしの誘惑は完全無視できるとか。プライド傷つくわね、ほんとムカつく」


    　たしかに、薔薇園先輩相手なら逃げられるっぽい。俺はホッとしつつ、ドアノブに手をかけた。ところが俺がドアを開けるより先に、


    「きゃあああーっ！」


    　悲鳴を上げて、妹と小こ麦むぎと凛りん世ぜが飛びこんできた。三人とも、夏服のうっすい寝巻き姿だ。そして全員、俺にしがみついてきた。俺は部屋を出ようとしたのに、逆に三人にタックルされて、床の上にぶっ倒れた。


    「があ！」


    　背中を思いっきり打って、俺はうめいた。薔ば薇ら園ぞの先輩が、チッと舌打ちしながら三人に言った。


    「あなたたち、寝たんじゃなかったの？」


    「ねっ、寝てたんですけどっ……あ、アレがっ……」


    　凛りん世ぜがブルブル震えながら、俺にしがみついた。


    　妹も、俺の服をぎゅっとつかむ。


    「ゴキブリ出たの！　今夜、兄あにっちの部屋に泊めて！」


    「はあああっ？」


    　何でそうなるんだっ？　薔薇園先輩もドン引きして、真っ青になっていた。


    「ちょっ……ほんとなの？　あの部屋、ゴキブリいたの？　遭遇しなくて良かった～！」


    「待てよ、この部屋にそんな、何人も入るわけないだろ！　クーラーも無いし！」


    「だってゴキブリ怖い～」


    「小こ麦むぎを見習え！　粘ねん菌きん大好きな小麦なら、きっとゴキブリも愛してくれるさ！」


    「無理ですぅ」


    「無理なのかよ！」


    　思わずツッコミを入れた俺に、小麦は半泣きの目で答えた。


    「だって粘菌はグチャドロしててかわいいけど、ゴキブリはカサカサしてるとこが無理ですぅ」


    「どっちもどっち感がぬぐいきれないが」


    　それにしても、女子三人に抱きつかれてると、ほにゃほにゃと柔らかい。三人ともうちの風呂に入ったんだから三人とも同じシャンプーを使ったはずなのに少しずつその香りが違っていて、風呂上がりの体温がまだ冷えきってなくて、熱くて、なんか全身から変な汗が出てくるんだが……。


    「ちょっ……待て、離せ！　わかった、俺がゴキブリ殺してくるから！」


    　一寸の虫にも五分の魂、仏教の教えからすると殺すのはＮＧな気がするが、この状況ではそんなことを言っている余裕がない。


    　俺は必死にもがいた……が、妹たちは放してくれない。


    「ダメー！　兄っちが行ってるあいだに、こっちの部屋にゴキブリが入ってきたらどうするのー！」


    「いや、窓開きっぱなしだからこっちの部屋のほうがゴキブリはいると思うぞ？」


    「そのぶん、タカアシグモなんかも入ってくるから逆にゴキブリがいないんじゃないの？」


    　薔薇園先輩の分析は、さすがに的確で冷静だったが……それを聞いた瞬間に、凛世が悲鳴を上げた。


    「いやあああっ！　クモ嫌いーっ！」


    「やめっ、首……首にしがみつくなっ……！」


    　必死に押しのけようとしたが、三人とも体重はかなり軽いけれども、それでも三人まとめて腹の上に乗られると、まったく体を動かせない。


    　その重さと、首にからむ凛りん世ぜの腕の力、そして妙な熱さとシャンプーの香りで頭がぐらぐらしてしまう。


    　逃げられない状況から、意識だけでも逃げようと防衛本能が働いたのか……俺はそのまま、意識を手放してしまった。


    



    　翌朝、俺はベッドの上で目を覚ました。


    「……あれ？」


    　身を起こして、きょろきょろと左右を見まわす。


    　ゆうべのあれは夢だったのか、いや夢だよな、夢であってくださいお願いします……と思いながら、立ちあがった。


    　すると、布ふ団とんから出た自分の体から、ふわっと甘いシャンプーの香りがした。妹たちの香りだ……その瞬間、俺はやっぱりゆうべのあれが、現実だったんだと知った。


    「やばっ……テストの時間っ！」


    　あわてて俺は階段を駆け下りる。するとダイニングキッチンの食卓に、妹・凛世・薔ば薇ら園ぞの先輩の三人が、しっかり制服に着替えて座っていた。小麦は食卓に目玉焼きの皿を渡し、三人がそれを並べていた。


    「あっ、兄あにっち、おはよー。朝ごはんの準備ができたら起こしに行くつもりだったんだけど、いいカンしてるね」


    　妹が、朝から元気にウインクしながら俺に笑いかけた。薔薇園先輩は、艶つやっぽく目を細めて俺に流し目をくれる。


    「目玉焼きのにおいをかぎつけたのかしら？　他人を子供扱いしたくせに、自分だってまだまだ、色気より食欲のお子ちゃまなんじゃないの」


    　朝から何言ってるんですか、この人は。


    　いやでも、薔薇園先輩がそう言うってことは、ゆうべはあれ以上何も無かったってことだ……。


    「朝まで俺の部屋にいたのか？」


    「うん。兄っちの寝顔、すっごいかわいかったよー」


    　妹がニコニコしながら首をすくめた。おいおい、と俺はあせって冷蔵庫のほうにいた母親に目をむける。


    　いくら何でも、年ごろの息子の部屋に年ごろの女子が転がりこんで、何もなかったとはいえ朝までいっしょに寝た……となれば、大騒ぎされそうに思ったからだ。だが、母親は平然とした顔で笑って、


    「あっくんの部屋、暑かったでしょうに」


    　いやいや、そういう問題じゃないっ！　たしかに仏像フィギュアばかり並べて、趣味は写経と座禅、なんていう息子を目の当たりにしている母親に、ふつうの息子を持つ母親と同じように危機感を抱けなんて言っても無理かもしれないけどさ。


    　小こ麦むぎは目玉焼きを並べ終えて、立っている俺の前にも目玉焼きを置いた。


    「はいっ、お兄にい様もどうぞですぅ。黄身は半熟、それに醤しよう油ゆ、だったですぅ？」


    「あ……う、うん。よく覚えてるな」


    　やっぱり小麦はいいお嫁さんになりそうだな、と俺は思った。


    　ふと、凛りん世ぜが……朝から実は俺に一言も話しかけようとせず、意識して視線をそらしまくっている凛世が、つぶやいた。


    「わたしは……醤油でいいわ」


    「えーっ、りんりん醤油だけですぅ？　目玉焼きって洋風料理なのに、和風一択の醤油とか、合わなくないですぅ？　小麦的には、醤油にマヨネーズまぜまぜが超おすすめですぅ」


    「マヨネーズとか、子供っぽいし……」


    　凛世は、朝から何やらクールを通りこして、ツンツンしていて不機嫌そうだ。


    　それにしても小麦は、さすが粘ねん菌きん好きだけあって、目玉焼きにかけるものもグチャドロ系が好きらしい。


    　凛世がいつの間にケチャップ派から醤油派になったのか、俺にはわからないが、


    「醤油マヨネーズもいいけど、太るしな。醤油だけの目玉焼きもおいしいよな」


    　と、醤油目玉焼きの良さをもっと広めようと、凛世に語った。けれど凛世は、俺から視線をそらして、


    「そうね……」


    　と、またもや何かクールでツンケンした感じで、なぜか髪などかきあげる。何かポーズを決めてるような、カッコつけてるような感じがしたが、目玉焼き食いながらポーズ決めても仕方なかろうし、いったいどうしたんだ……と思ってしまう。


    「へー、醤油マヨ？　やってみよ、おいしそー！」


    　目玉焼きの焼き加減とかける調味料について、ふつうはかなりみな保守的だと思うのだが、妹はそのへんアグレッシブだ。たしかトンカツソース派だったので、もともとマイナー趣味だったんだが。


    　そして、薔ば薇ら園ぞの先輩はウスターソース。


    　みんなおいしいおいしいと言って食べていたが、凛世だけは微妙な顔をしていた……やっぱり、醤油が口に合わなかったのかな？


    「凛りん世ぜ、ケチャップあるぞ？」


    　俺は気をつかって凛世にそう声をかけたんだが、凛世は思いっきり俺をにらみつけて、


    「要らないわよ、子供じゃあるまいし！」


    　何で目玉焼きにケチャップで子供だ、っていうかおまえケチャップ派だっただろ、っていうか何をそんなに怒ってるんだ？


    　凛世がふだんからツンゴラなのはいつものことだったが、どうにもとっつきにくくて、俺は弱ってしまった。


    



    　こうして、期末試験がはじまった。


    　試験直前の、小こ麦むぎたちが押しかけるといったトラブルで俺はだいぶ不安だったんだが、ふだんからきちんと勉強していたおかげか、お釈しや迦か様のご加か護ごか、薔薇園先輩の教え方がうまかったのか（ほとんど教えてもらってないような気もするが）……思いのほか解けて、俺は満足したというよりびっくりしてしまった。


    　これなら、大丈夫だろう……。試験期間中は、さすがに小麦たちも俺の家に泊まらなかったし、妹も気をつかって俺の部屋にこなかったので、俺はとても快適で、満足のいく試験結果を残せた自信があった。


    



    　そんなこんなで俺は今、妹と、夏祭りに来ているのだった。
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     六章　お祭りハーレムが遠足の引率状態な件


    



    　夏祭りが行われているのは、家から二駅行ったところの小さな神社だ。


    　小さな神社といえど、境けい内だいと参道はかなり広くて、夜店の列が数百メートルにわたって続いている。まわりには学校が多いので、神社が小さいわりに人出はけっこうなものだ。


    　境内はうっそうとした木に囲まれ、夜店の明かりから少し外れると、ヤブ蚊に食われまくりそうな闇やみが広がっている。


    　俺は浴衣ゆかたに下駄で、うちわをパタパタやりながら参道を歩いた。とにかく暑かった。というのは、俺の左腕には妹が、腕をからませてべったりくっついていたからだ。


    「ねー兄あにっちー、おなかすいたー」


    　妹が、俺の腕を引っぱりながら言った。妹は、足むき出しのミニ浴衣で、頭にはおめんをななめにかぶり、ひらひらした兵へ児こ帯おびを腰のところでリボンのように結んでいる。


    　というか、結んだのは俺だ。妹に、たとえミニ浴衣といえども着物を着つけられるわけがないからだ。


    「だからどうした」


    「何か食べようよ」


    「夜店に売ってるようなの、スパゲッティをあげて塩ふったやつとか、せんべいに水みず飴あめとか、食うものないだろ」


    「食べるものがないなら、あたしを食べればいいじゃない」


    「マリー・アントワネットがいるようだな」


    「ウフフ。それは、兄っちにとってあたしが女王様っていう意味？」


    「ウフフ。もちろん違うよ？」


    「食べないなら遊ぼうよ、金魚すくいやりたい、金魚すくい！」


    「金魚すくいなんかしてじっとしてたら、蚊に足を食われるぞ」


    「食われたら、兄っちに虫刺され塗ってもらうからいいんだもん」


    「自分で塗れ！　それに、金魚すくいも勝手にすればいいだろ！」


    「試験がんばったら、ご褒ほう美びに兄っちのおごりっていう約束じゃない。だから三百円ちょうだい」


    「そんな約束してない、おまえが勝手に決めたんだろ！」


    「じゃあ三百円はいいよ。そのかわり、もっといいご褒美くれるんなら……」


    　妹はふと俺の腕に腕をからめたまま、俺の前に回った。


    　俺は、ドキンとする。冗談めかしていると思っていた妹が、思いつめたような真剣な表情で俺を見上げていたからだ。いつもより妹が見上げてくる角度が鋭いと思ったのは、妹は低いぞうりをはいていて、俺は下駄で少し背が高くなってるからか。それで妹は、ぶら下がるような姿勢から、俺を見上げる形になっていた。


    「兄っち……ご褒美、ちょうだい……」


    　妹は熱にうかされたようにうるんだ目を細め、くちびるをそっと俺に近づけてきた。下駄で俺の背が高くなってるので、そのままでは俺のくちびるに届かないようだ。


    　上気した妹の視線が、俺の力をうばう……お釈しや迦か様の魂を奪おうとした悪魔マーラのように。俺のひざから力が抜けて、顔の位置が下がってしまう。妹のくちびるが、吐息がかかるほど近づいたとき、妹はそっと目を閉じた。


    　その瞬間……妹の視線が消えた瞬間、俺は呪じゆ縛ばくが解かれたのを感じた。


    　そして、俺は我われに返った。……だめだっ、こんなところでドキドキしていては！


    　俺は心臓が破裂しそうになるのを必死にこらえて、あいているほうの手で妹の肩を押さえると、そっと突きはなそうとした。


    　だが、俺がその手に力を加える前に、


    「あーっ、キョコたん！　発見ですぅ！」


    　小こ麦むぎの甲かん高だかい声が、空気を切り裂いた。そして妹も、瞬時にそっちに向きなおる。


    「きゃー小麦！　良かった、会えたー！　やーん、浴衣ゆかた可愛いー！」


    　妹は両手を広げて小麦に駆け寄り、ぎゅっと抱き寄った。だから妹よ、おまえのそういう実年齢に合わない無邪気な行動が、多くの災さい禍かを生みだしていることを理解しろ。小麦もさすがにびっくりして、目を白黒させていた。今キスしそうになったのも、どうやらいつもの無邪気な「兄っちＬＯＶＥ」の延長だったようだ。ほんと、おまえは誤解をまねくような行動に気をつけろ、妹よ！


    　たしかに、小麦の浴衣はかわいかった。俺は妹が好んでいるミニ浴衣（歩きやすいらしい）よりも、小麦が着ているような、ふつうの浴衣のほうがいいと思う。


    　そして、小麦の後ろには……俺は、ギョッとした。小麦の姉のあざみが、立っていた。こちらも浴衣姿だが、ハデハデだから和服なんか似合わないイメージだったが、たしかにハデハデだがこれはこれで似合っている。小麦が妹にくっつかれてあたふたしている横で、小麦の姉は俺にちらっと視線を向けると、ニヤリと口の端を上げて笑った。


    「言ったとおり、また会ったわね。今回は苦手な浴衣も美容院で着付けして準備万端、出力百パーセントで勝負よ！」


    　やばい、この人、俺を襲うオーラを全身からかもし出している！　これは、妹と離れて一人になるのは死亡フラグだと思って、俺はあわてて妹と小麦のほうへ行った。


    「きょっ……今日きよう子こ、金魚すくいするんだったよなっ？　ほら、三百円」


    「えっ？　お小遣い、くれるの？」


    　妹はびっくりして、両手ですくうようにしながら三百円を受け取りつつ、きょとんとした表情で俺を見上げた。


    「あたし、兄あにっちのスペシャルご褒ほう美びのほうが……」


    「いいから金魚すくいしてこいっ！　よーし、お兄ちゃんもがんばってすくっちゃうぞー！」


    　俺は妹の背中を押しながら、小こ麦むぎ姉妹から離れる。小麦はヤキモチをやいたのか、ぷうっとふくれて俺をにらんでいた。が、ここで妹の所有権を主張すると、姉に目をつけられることがわかっているからか、まゆをひそめたままぐっとだまっていた。


    「お姉ちゃん、小麦も金魚すくいするですぅ！　あっ、そこの出目金ちゃんは小麦がいただくですぅ！」


    　小麦は怒ってそう言いながら、ポイを片手に、すでに金魚すくいをはじめていた俺と妹のあいだに割りこんできた。俺は押しだされたひょうしに、ポイが破れてしまう。


    「あああ～っ！」


    「はい、お兄さんおしまいね。そこあけてね」


    　店のおじさんに冷ややかに言われてしまい、俺は一歩引いた。そこに小麦の姉が待ちうけていて、俺はギクッとする。恐る恐る振りかえると、小麦の姉は目を細めてニヤリと笑った。


    「妹は、金魚すくいに夢中になってこっちには気づかないみたいねぇ……」


    　浴衣ゆかたの合わせ目に、小麦の姉の手がスルッと忍びこんできた。ちょっ、いきなりなのかっ？　公衆の面前だぞっ？


    　俺はとまどったけど、やっぱり、悔しいけど逃げられない。


    「ちょっ……セクハラですよっ、やめてくださっ……！」


    「完全にあたしに堕おちて妹から完かん璧ぺきに離れたら、やめてあげる・か・ら♪」


    　胸に少し指を触れられただけで、足が動かなくなってしまった。俺がダメなのか……それとも、小麦の姉の年の功な技術が高すぎるのか。


    　っていうか、セクハラをしておいて、それで自分に堕ちたらそこでやめるって、それは堕とすだけ堕としたら後は捨ててポイ、という、とほうもない鬼畜の所業じゃないのか？


    　小麦の姉のやり方に、心の中では反感が渦巻いていたが、体は言うことを聞かずにされるがままになっていた。だめだ、このままじゃ悪魔マーラの誘惑に堕ちてしまう。宣言どおり、小麦の姉は前回より気合が入りまくっているのか、甘い香水の香りが俺の意識を飛ばしてしまう。助けて、だれか助けて！


    「あっ、日ひゆ向うが君も来てたですよ～」


    「これは奇遇でありますな～」


    　来た！　白馬の王子様……じゃないけど、比ひ叡えいと高たか野のの二人だ。小麦の姉が、ギョッとして手を引いた。未成年の俺をおさわりしてるところを誰かに見られたら、へたすると通報されるってことぐらいは理解してたみたいだ。


    「比叡、高野ーっ！」


    　俺は二人に駆け寄って、しがみついた。ほんとに、持つべきものは友達だ。小麦の姉は、悔しそうにチッと舌打ちしながら、そそくさと人ごみの中へ消えていく。


    「おやおや、日向くん、そんなに再会を喜んでいただけてうれしいですよ～」


    「試験中は全然遊べなかったから、ぼくたちも寂しかったでありますな～」


    　そう言った二人も浴衣ゆかた姿だ。俺同様、座禅を組むときなどに自分で着物の着付けをしているから慣れたものである。二人とも、今風のイケメンというには程遠いが、逆にそこが和服によく似合ってるような気がする。それに、今風のイケメンは浴衣の着付けも所作もひどくて雑巾を体に巻きつけてるようにしか見えないが、二人の立ち姿はきっぱりと決まっていた。小柄でちょっとかわいいタイプの比ひ叡えいも、長身ですらっとした高たか野のも、どっちもよく似合っている。


    「な、なあ、二人とも俺といっしょにお祭り回らないか？　何でもおごるからさ、焼きそばでも綿わた飴あめでも」


    　俺は猫なで声で二人に言った。ふと、背の高い高野がうちわを目の上にかざしながら、遠くを見る。


    「あっ、来たでありますな～」


    「えっ、美み奈な子こさんのことですか～？」


    「大丈夫でありますな、比ひ叡えいくん、流る花かさんもいっしょでありますな～。おーい、みーなちん、流花さん、ここでありますな～！」


    　高野は、うちわを大きく振って呼んだ。はっ、そういえばこいつら、今日はダブルデートの日なのか。そして、いちおう高野と比叡はお互いに気をつかって、「流花さん」「美奈子さん」って呼んでるのか。


    「高野くん、遅れてごめんなさい。自分でがんばって着付けをしたら、慣れなくて時間がかかって……」


    　三年の、図書委員ふうの内気そうなみーなちんが、相変わらず内気そうに、浴衣を着たままうつむいて、高い背を猫背にして縮こまっている。高野はデレッデレになりながら、そんなみーなちんを眺めている。


    「自分で着付けをするなんて、みーなちんえらいでありますな！　大和やまと撫なで子しこでありますな～」


    「だ、だって高野くんは自分で着物を着られるっていうから、わたしも練習しなくちゃって……。で、でも全然、ヘタクソなんですけど……」


    「んも～、みーなちんは相変わらず、恥ずかしがり屋さんでありますな～。全然そんなことないでありますな～、すごく上手に着付けられてるでありますな～」


    「えっ……そ、そう……ですか？」


    　みーなちんの頰ほおが、ぽっと赤くなる。どうしたの高野、おまえそんなに女の子扱い上手な子だったかしら？


    「るかにゃんの姫浴衣もかわいいですよ～」


    　清せい楚そな感じのセミロングストレートの髪とおとなしめの顔の、一年生のるかにゃんが、ちょっとすねたように横を向いてるのに気づいて、さりげなく比叡もフォローする。どうしたの君たち、その手なれた余裕のかましっぷりは！


    「で、でも、ちょっと派手かなって……。比ひ叡えいさんのために、頑張ってかわいくしてきたんですけど……。比叡さんの浴衣ゆかた姿がすごくワビサビでかっこよくて、失敗したかなって……。わたしなんか、比叡さんにふさわしくないかなって……」


    　るかにゃんが、いじいじしながら言った。俺だと、もうこの時点でどうすればいいかわからなくなる状況なのだが、比叡は余裕の笑みを浮かべて優しく言った。


    「そんなことないですよ～、るかにゃんは、ぼくにはもったいないぐらいのステキな女の子ですよ～」


    「比叡さんっ……」


    　二人が見つめあった。俺は、アサリでもないのにたっぷりと砂を吐いた。


    「では日ひゆ向うがくん、るかにゃんと美み奈な子こさんも来たですから、ごいっしょするですよ～」


    「いやけっこう！」


    　俺は、ずざざっと後ずさった。俺なんかよりずっと悟りを開いているはずの比叡と高たか野のがデレデレになってるところとか見せつけられたら、俺はもう、色しき即そく是ぜ空くうの道を見失ってしまいそうだったからだ。


    「そうでありますか～？　せっかく日向くんにも、ぼくのみーなちんのかわいい浴衣姿をたっぷり見ていただきたいと思っていたのにでありますな～」


    「いや、高野くん、るかにゃんのかわいい浴衣姿を見るのはぼくだけでいいですよ～」


    「あ～、まあそれもそうでありますな～、ウフフ」


    「そうですよ～、ウフフ」


    「だー！　とっととあっち行けー！」


    　俺は砂を絶賛吐きまくり中で、二人にどなった。二人はあわてて、


    「日向くん、怒りっぽいでありますな～」


    「悟りが開けてないですよ～」


    　おまえらに言われたくないわ！　と言いたくなることばを残しながら、二人はるかにゃん＆みーなちんを連れて、逃げるようにその場を去った。


    　二人が去ってからもしばらくは、俺ははーはーと肩で息をしていたのだ……がっ。


    「あれっ？」


    　俺は、きょろきょろとあたりを見まわした。妹は、まだ金魚すくいに猛烈に熱中している。ポイはまったく破れてないのに、おわんの中には金魚がどんぶり飯のようにあふれていた。


    「おい、小こ麦むぎは？」


    「あれ？」


    　俺に声をかけられてはじめて、妹はあたりをきょろきょろと見まわした。


    「あれ……どこか行っちゃったのかな？」


    　そんなはずはない。いなくなった姉を捜しに行ったんだとしても、小麦が妹にだまってこの場を離れるはずがない。


    　確証は無いけど、嫌いやな予感がした。


    「少し捜してくる」


    「あたしも捜すよ」


    「それじゃ、みんながてんでバラバラになるだろ。おまえはここで待ってて、小こ麦むぎが戻ってきたら足止めしとけ。俺も五分ぐらいしたら、一度戻ってくるから」


    　俺が指示を下すと、妹はぼんやりと俺を見上げた。


    「？　どうした、俺の言うこと聞いてたか？」


    「えっ……あ、ううん。うん、もちろん聞いてたけど」


    　妹はポイを片手に、はにかんでもじもじした。


    「なんか、今の兄あにっちがポンポン命令してるの、カッコいいなって思って……」


    「はあっ？　ば、バカ！　こんな状況で冗談言ってる場合か！」


    「冗談じゃないもん！」


    「力いっぱい言い返すところか！　いいから、待ってろ！」


    　俺はそう言い残して、人ごみをかき分け、走りだした。


    　俺も妹も、携帯電話を持っていない。こういうときのために、せめて妹ぐらいは携帯電話を持ったほうがいいと思いながら、まだ行動に移してなかったことを悔やんだ。だって母親が、携帯電話なんか持ったらむしろ、出会い系とかに引っかかって危ないとか言うし……。


    　とりあえず、少し前に別れた比ひ叡えいたちをつかまえようと思った。比叡も高たか野のもるかにゃんもみーなちんも、携帯を持っている。特にるかにゃんとみーなちんは、小麦や凛りん世ぜと結託して俺を妹から引き離すためにあれこれ画策した仲なので、小麦の電話番号を知ってるかもしれないと思ったのだ。


    



    　そういうわけで、俺は人ごみをかき分けながら比叡たちの姿を捜した。かなりの人出だけど、高野は背が高いから頭ひとつピョコンと飛びぬけてるはず。だから、かんたんに見つかると思っていたんだが、甘かった。ちっとも見当たらない。


    「神社のほうに行ったのかな……」


    　俺は、神社へつづく参道を見た。薄暗いちょうちんの列ができているが、参道の両端は森や公園になっていて、薄暗い。そして、神社のほうでは神楽かぐらを演奏しているようで、けたたましい鐘や太たい鼓この音が大きく響いていた。


    「そろそろ五分だな……。一度、妹のところに戻ったほうがいいか……」


    　俺は神社の前で、腕時計をながめてため息をついた。神社は大きな本殿のまわりに、稲荷宮などの小さな祠ほこらが散在している。もしかして、どこかでお参りしてるのかと思って、とりあえず境けい内だいを一周してから戻ることにした。


    　本殿の真裏にある祠ほこらのところで、ふと俺は足を止めた。ひと気のない祠に一人、女の人がお参りしている。それが、ものすごい美人のように見えた。だから一瞬小こ麦むぎの姉かと思って、見つけた、と思って足を止めたのだ。


    　だが、いや、ちがう。髪は黒いしストレートだし、浴衣ゆかたのもようも違う。それに、小麦の姉よりも彼女のほうがだいぶ美人だ……い、いや、だから俺がどうこうってことじゃなくて、客観的評価としてという話だからなっ？


    　うすぼんやりと光るロウソクの灯あかりの中に、色白の顔と手が浮かんでいる。浴衣をきちんと着込み、薄化粧をしている。化粧していることと、落ちついたふんいきから、てっきり大人の女の人だとばかり思っていたのだが、もう少しだけ近づいて、俺はギョッとした。


    「……凛りん世ぜっ？」


    「えっ？　あっ、兄あに……貴きっ？」


    　その大人っぽい美女は、凛世だった。びっくりして、俺のほうを見る。白い顔が、たちまち耳まで赤くなっていくのが見えた。


    「何してるんだ、こんなところで。一人で来たのか？　もう九時が近いぞ、女子一人でこんなひと気のないところをウロウロしてたら、危ないぞ？」


    　俺は、いくらなんでも凛世が少し無防備すぎる気がして、少しばかり説教めいた気分になっていた。だが凛世は、俺に説教されて、ムスッとした顔でうつむく。


    「何が……危ないの？」


    「いや、だから！　女子一人でこんなひと気の無いところにいたらっ……高校生にもなれば、危ないってわかるだろっ？」


    「……別に、危なくないわよ」


    　凛世は、ますます怒った顔で、低くつぶやいた。


    「危ないって！　おまえ、さてはわかってないだろ？　悪い奴に襲われたら、どうするんだっ！」


    「別に、襲われないわよ……わたしなんて」


    　そのときはじめて俺は、怒りすぎて憤怒で揺れてると思っていた凛世の声が、わずかに涙ぐんでいるような感じであることに気づいた。何だ何だ、どうしたんだ？


    「凛世、どうかしたのか？」


    「どうせ……どうかしてるわよ！　あんなハデな化粧、嫌いなのにマネしたり……でもお化粧、どうすればいいのか……わからないし……！」


    　凛世は真っ赤になって、泣きべそをかきはじめた。


    「どんなに塗っても……小麦のお姉さんみたいに、きれいになれないしっ……！」


    「何だよ、それ……」


    　凛世が言ってることも、泣いてる理由も、俺にはさっぱりわからない。


    「どうせ、わたしなんて……神頼みするぐらいしか、望みないしっ……！」


    　はっ、と俺はやっと気づいた。凛りん世ぜがお参りしていた祠ほこらには、天照大神あまてらすおおみかみの文字が掲げられている。ということは、恋愛祈願をしてたんだ。


    「妹のこと、か」


    　俺はあきれて、思わず苦笑した。


    　すると凛世は、ものすごくびっくりして俺の目を見つめた。どうやら図星みたいだな、と俺は思った。


    「バカだな。化粧なんかしなくても、妹はふつうに親友のおまえが好きだと思うぞ」


    　凛世は、まだ目をまん丸にしている。自分がけっこうガラにもない恥ずかしいことを言ったという自覚はあったので、あんまりしげしげと見つめられると、恥ずかしくなってしまった。


    「……バカは、兄あに貴きよ……」


    　凛世が、ごく小さな声でつぶやいた。えっ、と俺は耳をかっぽじる。


    「今、何か言ったか？」


    「別にっ！」


    　凛世は、今度は大きな声でブチ切れた。俺がバカだと言われたような気がしたが……まあ、凛世にバカって言われるのは今にはじまったことじゃないから、気にしないんだもん。な、泣いてなんか、いないんだからねっ？


    　おっと、今はそんなことで泣いてる場合じゃない。


    「凛世、小こ麦むぎを捜してるんだが、携帯持ってるか？」


    「えっ？　あ……ええ、持ってるわよ。小麦も来てるの？」


    　凛世がそう言いながら、手に持った巾きん着ちやく袋ぶくろから携帯を取りだし、電話帳ボタンを押した。


    「♪♪♪～♪♪♪～♪♪♪～♪♪♪～」


    　どこか遠くから、メロディが聞こえてきた。


    「あれっ……小麦、この近くにいるのか？」


    　俺は、音がしてきたほうに目を向けた。そっちは、境けい内だいの裏の鎮ちん守じゆの森で、ロウソクの光すらなく、うっそうとした木々が茂っている。いったいそんなところで小麦は何をしてるんだろう……と疑問を抱きはしたが、電話に出たら聞こうと思っていた。


    　ところが、メロディは突然、ふっつりと消えてしまった。電話に出たのか、と思って、俺は凛世のほうを見た。ところが凛世は、光が消えた携帯の画面に向かって、不審そうに眉まゆをひそめていた。


    「どうしたのかしら……出たのに、一瞬で切られたわ」


    「ボタンを押しまちがえたんじゃないか？　もう一度かけてみろよ」


    　俺が言うとおり、凛世はもう一度かける。だが今度は「この電話は電源が入っていないか、電波のとどかないところに……」というアナウンスが流れてきた。


    「どうして？　さっきはつながったのに？」


    「音……あっちのほうから、聞こえてきたよな」


    　俺は鎮ちん守じゆの森のほうに目を向けた。


    　鎮守の森は暗くて、何があるのかわからなかった。確証は無かったが、嫌いやな予感がした。嫌な予感がするからこそ、俺は逃げずにまっすぐそちらへ歩いていった。


    「兄あに貴き、ちょっと待って！　一人じゃ危ないかもっ……」


    　凛りん世ぜがあわてて、俺を追いかけてきた。どうやら凛世も、俺と同じ嫌な予感に気づいたようだった。それで、俺は凛世に言った。


    「ほんとに危なかったら、俺が食い止めるから先に逃げろよ」


    「えっ……？」


    　凛世は、信じられないというか、不本意というか、そんな顔をして俺の後ろについてきながら、俺の顔を下から見上げた。


    「ちょ、ちょっと待ってよ！　ほんとに危なかったら、兄貴だけ残していったら兄貴が危ないじゃない！」


    　でも凛世が残ったら凛世も危ないじゃないかとか、いや水球のエース選手である凛世のほうがたぶん強いんだけどそういう問題じゃなくて、俺は男だし年上だし、凛世はなんだかんだ言っても女の子なわけだし……と、言いたいことはいろいろあったが、そんなことをいちいち説明してる暇ひまも余裕も無かったから、


    「いいから、俺の言うとおりにしろ」


    　と、手短に言った。


    　手短すぎて、少しぶっきらぼうになってしまったかもしれない。そういうとき、凛世だとムッとしそうなものだったが、なぜか凛世は俺のそんなぶっきらぼうな態度に頰ほおを赤らめて、


    「……はい」


    　と、妙に素直に答えた。意外な反応だったが、今はそんなことを気にしてる場合じゃない。俺は、鎮守の森の中へ進んでいく。


    「……けて……ですぅ……っ」


    　気をつけていないと風の音かとまちがえるような、か細い声が闇やみの中から聞こえた。


    　俺は振り返って、凛世を見た。凛世も、緊張した表情だった。


    「やぁっ……願、い……。……けてっ……助け……てっ……」


    　今度は、はっきり聞こえた。小こ麦むぎの声だ。助けて、って言ってる。


    「小麦っ、どこだ！」


    　俺は声がしたほうへ走りながら、叫んだ。鎮守の森の中に小さな社やしろがあって、そのまわりは背の高さほどのしげみに囲まれている。


    　しげみをかき分けた俺が見たものは、高校生ぐらいの五人組に押さえつけられている小麦の姿だった。手に持っていた金魚すくいの袋も地面に落ちて、しぶきで浴衣ゆかたが濡ぬれている。


    「小こ麦むぎ！」


    　一対五だとか、全員俺よりガタイがいいとか、シールじゃないタトゥーが腕にあったとか、そんなことはそのときの俺には見えていなかった。ただひたすら、乱れた浴衣で地面に押さえつけられて泣いている小麦を、一瞬でも早く助けなければと、頭で考えるより先に、体が動いていた。


    「小麦を放せ！」


    　俺が小麦に駆け寄ろうとすると、一人が立ちあがって俺にタックルをかけ、止めてきた。


    「だれだおまえ、邪魔すんなよ」


    「おまえらこそだれだ、小麦を放せよ！」


    「おまえ彼氏か？」


    「違うけど、ただの知り合いだけど……！」


    「そうか。じゃあ……」


    　その男は俺の耳もとにくちびるを寄せて、猫なで声でささやいた。


    「おまえも、いっしょに楽しめばいーじゃん」


    　えっ……。


    　俺は、その男の顔を凝視した。


    　今まで、妹にまとわりつく女子たちに、さまざまな誘惑を受けてきた。俺はそれを、悪魔マーラの誘惑だと思っていた。女によ人にんは悪魔マーラの化身だと思っていた。


    　だけど、俺は今、本物の悪魔を目の前で見た気がした。


    「やらあ……ですぅ……！　だれかっ、だれか助けてですぅ……！」


    　小麦が、か細い声ですすり泣いている。こんなところでは、どんなに悲鳴を上げてもだれにも聞こえない。小麦の横には、踏みつけられて壊れた携帯が転がっていた。凛りん世ぜの呼び出し音が急に絶えた理由が、これでわかった。


    「『だれか』……？」


    　俺は、低い声でつぶやいた。


    「そこは『お兄にい様助けて』だろ、小麦」


    「えっ……」


    　小麦の泣き声が、一瞬止まった。


    「俺を……頼れよっ！」


    　俺は、誘惑してきた男をまずぶんなぐった。


    「ぐぼあ！」


    　不意をつかれて、男はぶっ倒れた。俺のグーの手も、すごく痛い。だって、ケンカなんかしたことがないんだ。


    「てめー！」


    　仲間を殴られたそいつらは余裕が無くなって、いっせいに小こ麦むぎから離れ、俺のほうへ突っこんできた。小麦は乱れた浴衣ゆかたのまま、呆ぼう然ぜんと起きあがる。


    「今のうちに逃げ……ぐぁっ！」


    　小麦に指示している最中に、俺のみぞおちに相手の膝ひざ蹴げりが入った。声を出している最中で腹の力が抜けているところだっただけに、もろに入って俺はうずくまってしまう。丸まった背中を踏みつけられ、腹を下から蹴り上げられて、俺は横に転がった。


    「じゃますんなボケ！」


    「一発で終わりかよ、この骨なしチキン野郎が！」


    　何だかおいしそうな罵ば声せいを浴びせながら、そいつらは俺をボコった。五対一では勝ち目がない、せめてダメージを軽減するしかないと思って、俺は両手で頭をガードし、ひたすらちぢこまっていた。


    　ぽかっ。けりっ。どかっ。けりけりっ。ぽかすかっ。


    　ドゴオォォン！


    　何か最後の一発の音だけ、破壊力が百倍ぐらいちがってたぞ。しかも、それは俺に向けられた攻撃ではなかった。


    　えっ……と、俺は頭をガードしていた手をはずした。夜風にひるがえる、黒地に赤いバラが描かれた、フリルとレースいっぱいのゴスロリ浴衣ゆかた。腰に手を当て、長い足を肩幅に開いて立っていたのは、左目に眼帯をした少女だった。
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    「……緋ひ影かげっ？」


    　俺は、思わずその名を呼んだ。根ね雪ゆき緋影……都立第四高校一年四組、水球部員でフローターバックをしている。妹や凛りん世ぜとは何度か試合をした間柄で、しばらく妹のヤンデレストーカーをしていたんだが、今は心を入れかえている。


    「何やってるんですか、お兄にいさん……。約束の五分がたってるのに、日ひゆ向うがさんのところに戻らないなんて……。日向さんが心配して泣いちゃったら、かわいそうじゃないですか……？」


    　前言撤回、入れかえてない、ぜんぜん心を入れかえてない！　俺が妹に「五分ぐらいで戻る」と言ったのを聞いてたってことは、こいつ、あいかわらず妹をストーカーしてたのか！　そしてあいかわらず、ヤンデレなのか！


    　そして、俺のまわりには男が五人、まるで花びらのようにきれいな放射状に広がって、ぶっ倒れていた。


    「……もしかして。今の一発で、五人沈めたのか……っ？」


    　青ざめている俺の腕を緋影はつかんで、そっと起こしてくれた。起こすとき、土で汚れた胸をぱたぱたとはたいてくれたんだが、こいつ、凶暴なのか優しいのかさっぱりわからない。


    　いや、やっぱり凶暴だ、と昏こん倒とうしている五人を見回しながら、俺は思った。


    「いくら何でも、ちょっとやりすぎじゃ……」


    「そうでしょうか……？　ゲスの極みのクズ虫どもが、女子高生のナマ足で蹴けられるなんて、むしろご褒ほう美びだと思うのですが……？」


    　いや、本気の戦闘力でかかるのは、ご褒美とは言わないと思うぞ。あと、悪口がトゲトゲしいにもほどがあるから。


    「それと、眼帯……まだ青アザ、治ってなかったのか？」


    　俺は緋影にたずねた。緋影は以前、妹をストーキングしてて俺の家の二階の窓から落っこち、目に青アザをこさえて眼帯をしていたのだ。


    「いえ……先ほど金魚すくいをしている日向さんをしげみの中から眺めていたところ、目の上をヤブ蚊にくわれてしまって、お岩さん状態になってしまったもので……」


    　そして、人間相手にこんなに強いのにヤブ蚊に弱いとかも、さっぱりわからん。


    「っていうか……妹を眺めてたって、どうして」


    「決まってるじゃないですか……かわいいからですよ……」


    「何もこそこそストーカーしなくても、ふつうに声かけていっしょに金魚すくいしたらいいだろ。お祭りなんだし」


    　俺が言うと、緋影はびっくりしたように、眼帯をしていない右目をぱちくりさせた。


    「なるほどっ……！　その考えは、ありませんでしたっ……！」


    「何でだ！」


    　人との基本的なつきあい方がストーキングとか、何かいろいろ間違いすぎるだろ。まあそのおかげで、タイミング良く助けに来てくれたんだから、あまり文句も言えないけど。


    　そのとき……ふと、俺はこの間からちょくちょく気になっていたことを思い出して、緋ひ影かげに聞いた。


    「なあ、緋影。最近、登校中にやけに灼けつくような視線を感じてたんだが、もしかしてあれ……おまえか？」


    「さあて？　な、なんのことでしょう？」


    　緋影はしれっと視線をそらしたが、眼帯をしていないほうの目尻のあたりがピクピクしている。どうやら、図星だったらしい。


    「やっぱりおまえか！　おまえなー、ふつうに『いっしょに学校に行こっ♪』ってさそいに乗ればいいだろ？　なんでまずストーキングありきなんだよ！」


    「だって、わたしと日ひゆ向うがさんは学校がちがうから、そんなことしたら校門の前で別れがたくて、そのままさらって監禁しちゃいそうなので……テヘ☆」


    「テヘ☆じゃねーよ！　怖い怖い怖い！」


    　それにしても、こいつはいったい、どこまで見えたんだろう？　俺はふと不安になって、ドキドキしながら緋影にたずねた。


    「な、なあ、緋影。まさかとは思うが、俺の家まではのぞきに来てないだろうな？」


    　すると緋影は、そらぞらしく視線をそらしながら、


    「えっ？　あっ、もっ、もちろんですよっ？　お兄にいさんがお風呂場ですべって転んだところとか、見てませんよっ？」


    　一番見られたくないところ見られてたーっ！　俺は頭をかかえてうずくまり、しばらく立ち直れなかった。


    　そのとき、ばたばたと走ってくる音が聞こえた。


    「通報された三み剣つるぎさんは、あなたですか？」


    　警官だ。二人いる。


    　あっ、と俺は凛りん世ぜの姿を捜した。


    　凛世はいつの間にか、小こ麦むぎを連れて離れたところにいた。泣いている小麦を支えている。乱れていた小麦の着物は、きちんと直されていた。凛世が直したのだろう。凛世はお嬢様だから、着付けはばあややねえやに任せてるとばかり思っていたんだが、自分で着付けもできるのか。こいつはほんっとーに凶暴でいつもぷんすかしているツンゴラだけど、なぜか大和やまと撫子なでしこなんだよなあ、と思った。


    「わたしです」


    　凛りんとした凛世の声が、夜の闇やみにひびく。そして凛世は、倒れている男たちを指さした。


    「そして、この人たちが犯人です。被害者は精神的ショックを受けているので、状況はわたしが説明します」


    　凛りん世ぜは、はきはきと言った。警官たちが、男たちを連行するために無線機で応援を呼びつつ、凛世から話を聞こうとする。


    　そして、凛世にしがみついていた小こ麦むぎは、俺のほうへまっしぐらに駆け寄ってきた。


    「うわあん、お兄にい様～！　怖かったですぅ～っ！」


    　小麦の手には、水が減ってしまった金魚すくいの袋があった。水は半分以下になってはいたが、金魚はぎりぎり泳げて無事なようだ。


    「いったい何があったんだ、小麦？」


    「金魚すくいが終わって……キョコたんがまだだったから待ってようと思って、そうしたらお姉ちゃんがいなかったので、どこに行ったのかなって、ちょっとだけ離れて捜してたら……。そしたら人ごみの中で、この人たちに腕をつかまれて引っ張られて……」


    「助けを呼ばなかったのか？」


    「だって……すぐ目の前にキョコたんがいたから、小麦も叫びたかったですけど……小麦、怖くて……どんなにがんばっても、怖くて声、出せなくて……」


    　そうだった。俺に対してフランクだから最近つい忘れてしまうが、小麦は男嫌いで男が怖かったんだった。だいぶ慣れたとはいえ、いきなり知らない男五人に腕をつかまれたんなら、さぞかし怖かったことだろう。それも、目の前に妹がいたのに、助けも呼べずに連れ去られたとか、どれほど恐怖だっただろう。


    　小鳥のようにかたかたと小さく震えながら、小麦はすすりあげた。


    「そのまま力ずくでここまで連れてこられちゃって……」


    「なんてこった！　悪かった、俺がぼんやりしてたから……」


    「どうして謝るですぅ？　お兄様が、小麦を助けてくれたのに……」


    「助けたのは緋ひ影かげだぞ、俺は何もできなかったし」


    「根ね雪ゆきさんが助けに来てくれるまで、少し時間があったですぅ。お兄様が飛びこんできてくれなかったら、あと少しでも遅れてたら、小麦っ……」


    　小麦はそこまで言うと、つらそうに顔を赤くして、いたたまれないように黙りこんだ。


    　その次に、小麦が何を言おうとしたのか、俺は察した……絶体絶命の状況だったってことだ。間に合ったことに、俺はホッとした。


    　それと同時に、冷れい静せい沈ちん着ちやくに理り路ろ整せい然ぜんと警官に状況を話している凛世……俺は後先考えずに突っこんでいったのに、きちんと状況判断してその後のフォローをしてくれた凛世が、俺にはずいぶん大人っぽく見えた。


    



    　警官への話は、五分ぐらいで終わった。凛世の家がこのあたりの有力者だということもあって、後のことはまた今度、直接上の者がうかがって……というような話を、警官たちが凛りん世ぜに言っていたような気がする。


    　そして、俺たちがやっと金魚すくいのところに戻ると、妹が大きな目に涙をいっぱいためて、うるうるしながら待っていた。


    「……兄あにっち！　五分で帰ってくるって言ってたくせにっ……あたし、置いていかれたかと思って、すごく心配したんだからねっ！」


    　妹が、俺にぎゅっとしがみついたので、俺はとまどった。


    「いや、たしかに五分では帰ってこなかったけど、高校生にもなってそんな泣くほどのことか？」


    「泣いてるのは、兄っちが無茶したからだよ！　ケンカしてケガでもしたらどうするの、そりゃ緋ひ影かげっちも強いけど……あたしを呼んでくれたら、あたしが守ってあげたのにっ……！」


    「いやいや、妹に守ってもらうとか……って、え？　何でケンカのこと知ってんだ？」


    　とまどってる俺の背後で、黒い影がゆらめいた。


    「……わたしが、一足先に戻って、日ひゆ向うがさんに教えましたから……。お兄さんは、これこれこういう理由で戻ってこないけど、わたしが助けてあげたのでくれぐれもわたしが助けてあげたので、あっ感謝とかは別に全然かまわないんですが、そういうわけでもうすぐ帰ってきますから、わたしといっしょに肩を寄せあって、他のところも寄せあって、待っていましょう……って……」
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    「いろんな意味で行動が素早いな！　そして、逆に押しつけがましい！　いつの間にかいなくなってたのは、過剰防衛で逮たい捕ほされると困るからだと思ってたぞ」


    「お忘れではありませんか？　わたしがお兄にいさんを助けたのは、あくまでも、日ひゆ向うがさんがお兄さんを待っていたから……わたしには、そのお兄さんをぶじ日向さんのもとへ届ける義務があったというだけのこと。基本、わたしは日向さんの守護天使ガーデイアン・エンジエルみたいなものですから……」


    　それにしては、ずいぶん黒い天使だが。


    　妹の後ろでは、小こ麦むぎの姉が、ぼろぼろ泣いて立っていた。


    「……あれっ？　小麦のお姉さん、戻ってたんですか！」


    「だ、だって……そろそろほとぼりが冷めたかなと思って戻ってきたら妹がいなくなって、探しても探しても見つからなくてっ……。まさか、わたしが日向くんにちょっかいをかけてるすきに、妹がもっとずっとはるかにタチの悪い奴らにちょっかいかけられるなんて……。妹のこと、わたしが守ってあげなくちゃいけなかったのに……」


    　小麦の姉はいろいろ問題行動は起こすけれども、小麦を心配する気持ちは本物のようだ。俺もいろいろされたけど、小麦の姉がこんなに泣いてるのを見ると、恨む気持ちも失うせてしまった。


    　……あれっ？　これって、悟りの心にひとつ近づいたってことか？


    　俺はちょっとうれしくなって、ニヤニヤしてしまう。すると小麦の姉がやにわに近づいてきて、俺の両手をガシッとつかんだ。そして、涙をボロボロ流しながら、俺を見つめて言った。


    「日向くん、二人の仲を裂こうとして、あんなことやこんなことをして弱いところを攻めまくったりしてごめんなさい！　わたしは妹をだれにも渡したくない気持ちに変わりは無いけど、やっぱり妹には守ってくれる人が必要なんだわ。大事な妹を守るためなら、身を引くのも姉の愛だと思うの。だから日向くん、わたしのぶんまで、妹をよろしくね！」


    　いやいやいやいや！　なんでそういう話になるんだっ？


    「ちょっ……いや、俺は別に、小麦のことはっ……」


    「いえ。それはそれ、これはこれとして、小麦はお兄様のこと感謝してますよですぅ」


    　小麦は両手を胸のところで組んで、思いっきりかわいい表情で俺を見あげた。


    「小麦……さっき、やっぱり男子のことぜんぜん怖かったので、びっくりしたですぅ。お兄様のおかげで男子が平気になったかなとかかんちがいしてたけど、どうやら違うですぅ……男子が平気なんじゃなくて、お兄様だから……そして、お兄様がそばにいてくれるから、平気だったってことなんですぅ」


    　そう言って、小麦は答えを探すように、俺をじいっと見つめる。あまりにも穴が開きそうなほど見つめられて、俺は小麦の目をまともに見られなくなり、顔をそむけた。


    　少し空気がしんみりしてしまったことに気をつかったのか、妹が明るい声こわ音ねで言った。


    「まあまあ、嫌なことはもう考えないようにしよ？　そんな奴ら、小麦が考えてやるような値打ちもないよ！」


    　小こ麦むぎはそれを聞いて、うれしそうに頰ほおを染め、にじみかけていた涙を人差し指でぬぐった。


    「てへへ……そうですぅ。小麦のちっちゃなハートで考えるのは、キョコたんのことだけですぅ」


    　いや、それもどうなの？


    「良かった。小麦。元気出たところで、さっきお化け屋敷があったんだけど。せっかくだから、みんなで入ろー！」


    「またか！　怖がりのくせに、とちゅうで怖くなってまた動けなくなるぞ！」


    　俺は思わず妹の提案にかみついたが、


    「だからだよ。そうなったら助けてくれるでしょ、兄あにっち？」


    　ううっ、そう言われると反論できない……。


    「じゃー行こう行こう！　兄っちのおごりねー」


    「だから何で俺のおごりになるんだよっ！」


    「あっ、わたしもごいっしょします」


    　緋ひ影かげが、珍しく明るく前向きに挙手した。妹が、珍しそうに目を丸くする。


    「緋影っち、いっしょに来るの？　お化け屋敷、怖くない？」


    「もちろんです……。今のお話で、わたしも少し、学習したんです。ストーキングも照れ屋さんのわたしには良いものですが、やはりすぐそばにいないと、日ひゆ向うがさんが草くさ野のさんのようにいなくなったり誘ゆう拐かいされたり、だれかに口説かれたりしたら大変ですからねえ……。その人たちの死体の処理が、ってことですが。ククッ……」


    　怖い怖い、お化け屋敷よりヤンデレ緋影のほうが怖いよ！


    「ですから日向さんの影のように、後ろにぴったりくっついて行って、日向さんを怖がらせるような極ごく悪あく非ひ道どうのやからをやっつけてさしあげます……。これで、怖がり屋さんの日向さんも一安心、ですね……」


    「緋影……。くれぐれも言っとくけど、お化け屋敷をつぶすなよ？　お化けの人は仕事でやってるだけだからな、殴なぐったりするなよ？」


    　緋影の場合、常に斜め上をいっててまさかと思うことをするので、俺は思わずそう釘を刺した。すると緋影は、暗黒微笑を浮かべて、


    「……そうですか。じゃあ、わたしが暴走しないように、お兄さんがそばでわたしを見守っていればいいと思いますよ……？」


    「な、何でそうなるんだよっ！」


    「ふふっ……冗談ですよ。赤くなっちゃって……くすくすくす……」


    　緋影はどこまでも黒い笑みを浮かべながら、妹を追いかけようと俺に背を向けた。


    　ふとそのとき、俺のたもとがつんつんと引っ張られた。はっ！　まさか、お化け屋敷に行く話をしていたから、霊が出てきてしまったんだろうか？


    「観かん自じ在ざい菩ぼ薩さつ行ぎよう深じん般はん若にや波は羅ら蜜みつ多た時じ……」


    　おれは般はん若にや心しん経ぎようを必死にうなりながら、怖々と振りかえった。


    　俺のたもとを引っ張ったのは、凛りん世ぜだった。霊じゃなくて俺はホッと……いや、ホッとしてない。凛世はどういうわけか、霊よりもずっと怖い顔で俺をにらんでいた。


    「えっ？」


    　俺が振りかえった瞬間に、凛世は俺の腕をつかんで引き寄せるようにしながら、顔を俺の浴衣ゆかたの胸に埋うずめていた。


    「前も言ったでしょっ……！　兄あに貴きは……危なっかしすぎる、って……」


    　えっ？


    　俺はびっくりして、目が点になった。凛世の肩が震えてる。もしかして、泣いてるのか？


    「危なっかしいって……いや、まあ、俺も五対一に突っ込んでいくのは、危ないかとは思ったけど」


    「ちがっ……バカ、そういう意味じゃっ……」


    　凛世が俺のことばを否定しかけたようだったが、声が小さすぎてかすれてるうえに、顔を俺の浴衣に埋めたまましゃべってたので、よく聞こえなかった。だから、俺は自分の話をつづけた。


    「でも、緋ひ影かげが助けにきてくれたし。それに、たとえ緋影が来なくても、凛世なら状況を読んで危険なときはちゃんと対処してくれる自信があったから」


    「対処してくれるって……そ、そこまで命あずけられたら困るわよ。わたしみたいなお子様なんて、判断ミスだってあるし、怖くなって逃げるかもしれないし、逆に兄貴にダメって言われてるのにノコノコついていっていっしょにやられてたかもしれないわけだし……」


    「お子様じゃないだろ。大人以上に冷静に対処して、小こ麦むぎのことも助けてくれたじゃないか。大人以上だよ」


    　俺は、凛世の行動力や冷静な判断力について、そう語ったつもりだった。ところが凛世は、びっくりしたように顔を上げると、闇やみの中でも浮かんで見えるほど色白の顔を、ふわっと赤くした。


    「……わたしが……大人……？　大人以上……？」


    　凛世は、小麦と離れないようにぴったりくっついてお化け屋敷のほうに向かっている小麦の姉のほうに、一瞬素早く視線をくれた。


    「あの人より……わたしのほうが、上？」


    「う、上って、何が？　何の話だ？」


    　凛世が何を言ってるのか、俺はさっぱり話が読めない。


    「そんなふうに思ってたんなら……最初から、ちゃんとそう言いなさいよね、バカ兄貴っ……」


    　何のこと？　俺が凛りん世ぜをどう評価したって、関係なくないか？　だって、凛世は妹が好きなんだよな？　なら、妹からの評価が重要なわけで、俺にどう思われたって関係ないんじゃないのか？　道端の石ころにどう思われようが、だれも気にしちゃいないよな？


    　俺の頭の中で、不可解さだけがぐるぐると洗濯機みたいに回転しまくる。理解しようとしても、理解できずに呆ぼう然ぜんとしてしまう。そんな俺を放っといて、凛世は勝手に自論を展開しつづける。


    「でも……って、いうことはよ？　それじゃ、わたしは大人でも、兄あに貴きはまだまだ危なっかしいお子様なんだから……。火傷やけどしないように、大人のわたしが、きちんと守ってあげなくちゃいけないわよね」


    　凛世はつぶやいた。俺は引きつづき、凛世が何を言ってるのかよくわからない。ただ、ひとつだけわかるのは……少しばかり誇らしげな笑顔で俺を見上げて、俺の腕をつかむ手にぎゅっと力を入れた凛世。一瞬俺はぐらっと来て、悪魔マーラの誘惑を感じて、俺にとって一番危ないのはこいつじゃないのかと思ったこと。


    　そして、子供みたいにうれしそうな凛世の笑顔を見て、危なっかしいのはこいつのほうじゃないのか……と、心配になったことだった。


    「……やっぱりお化け屋敷、俺もついていくぞ」


    　綿わた飴あめみたいに甘すぎる空気に窒ちつ息そくしそうになって、俺はあわてて先に立ち、歩きだした。心臓がドキドキして、凛世のほうを振りかえれない。


    （……俺は、悪魔マーラに捕らわれかけているんでしょうか？）


    　熱に浮かされたような頭で、俺はお釈しや迦か様に問いかけた。


    　カラン、コロン……と、凛世がはいてる下駄の音が鈴を振るように軽く、俺の歩調に合わせて、ときどき少し小走りになりながら、俺にぴったりとついてきていた。

  



  
     あとがき


    



    　女子モテもいよいよ３作目となりました。あいかわらず抹まつ香こうくさくも甘あま酸ずっぱい明あ日す太たの日々は、いかがだったでしょうか。


    　せっかく女の子がたくさんいるのに、本編中ではナスの話しかしてなかった気がするので、少しスイーツの話をしたいと思います。


    　お寺の魅力は、お寺そのもののふんいき、建築、仏像などいろいろありますが、古くから観光客がたくさん来るので、数百年にわたって洗練されてきた参道の、老舗しにせのスイーツも魅力のひとつだと思います。


    　仙台銘菓「萩はぎの月」と、大分銘菓「ペトロ岐き部べ」「ぷりんどら」、高知の「野の根ねまんじゅう」、伊勢の「赤福」、名古屋の「青柳ういろう」、愛媛の「母ぽ恵え夢む」、京都の「茶だんご」、静岡の夜のお菓子「うなぎパイ」……などなど、日本には老舗のおいしいお菓子がたくさんあります。観光用だったり地元の名物が有名になったりといろいろですが、たとえば茶団子は平びよう等どう院いん鳳ほう凰おう堂どうの参道の名物、赤福は伊勢神宮の参道の名物です。


    　最近「阿あ闍じや梨り餅もち」というたいへん仏教的な名前の京都銘菓がひじょうにおいしく、ハマっています。見た目はあんこの入った饅まん頭じゆうなのですが、饅頭の皮がもち米から作られているので、モチモチとした薄皮が、餅のような饅頭のようなポン・デ・ケージョのような不思議な食感です。これは比ひ叡えい山ざんの阿闍梨（高僧）のかぶる笠を模したお菓子だそうです。


    　大阪は四し天てん王のう寺じの名物は、亀かすてら。四天王寺は聖徳太子が建こん立りゆうした七大寺のひとつで、日本最古の寺ですが、落語「天王寺詣り」でも語られる亀の池が有名です。千匹ぐらいカメがいますが、もともとここに住んでいたものではなく、人が飼っていたものを放ほう生じよう（捕らえた生き物を自由にしてやることで自分のカルマを落とす供養）したものです。この亀の形をしたベビーカステラが、亀カステラ。ころんとして小さくて、かわいいものです。


    　四天王寺には、おもかる地蔵という小さなお地蔵様があります。両手に乗るほどの大きさですが、坐ざ像ぞうなので、そこそこの質量はありそう。しかし体と台が布で覆われているため、そこのボリュームや素材がわかりません。これを持ちあげて、軽いと感じれば願いがかない、重いと感じればかなわないという言い伝えがあります。


    　これはとてもよくできた心理トリックで、はじめて相対するものに対して、「石でできてるということは重いんじゃないか？」「布で覆おおわれてる部分に重いものが隠れてるんじゃないか？」「うっかり持ち上げて落としたら大変だから、力んで持とう」と考えてのぞみ、その結果「思いっきり警戒してたわりには、意外に軽かった」という慎重な人は、人生でもけっこう成功しやすいということ。


    　逆に、軽々しく持ちあげてしまう思慮の浅い人や、自分なら軽く感じるにちがいないという自信家のギャンブラー体質な人には、予想より重く感じることになり、そういう人は人生でも失敗しやすいということです。


    　そういう教訓をふまえ、人生は石橋を叩たたいて渡れと、おもかる地蔵様は教えているわけです。


    　さて、仏の心に悟りを追求する兄っちも、堅実で冷静で、石橋を叩いて渡る慎重な性格だと思っていましたが、前回につづき今回も、何か考えるより前に勝ち目のない戦いに飛び込んでいってしまいました。何も考えてないキョコたん、エキセントリックな凛りん世ぜ、なんだかんだで口より先に行動を起こす緋ひ影かげなどの影響なのか？


    　もがきながらも前に進んでいる兄あにっちが到達するのは、悟りをきわめた解げ脱だつの道か、悪魔マーラの誘惑によって堕落した無む間げん地じ獄ごくなのか。そもそも、もがくことは苦しみで、苦しみから解脱するのがお釈しや迦か様の目指した大往生。そこには諦てい観かんがありますが、諦めることは前に進むことをやめること、奴ど隷れいの安あん寧ねいに身をゆだねること。そうなると、まさに「往生際」の悪い兄っちの苦悩と受難は、まだまだ続きそうですね。


    　ぎん先生、今回もかわいい小娘たちの浴衣姿等、ありがとうございました。読者の皆様、今後も兄っちの受難にお付き合い、よろしくお願いします。


    



    
      二〇一一年八月　夏緑＠最強の目玉焼きは半熟をソースせんべいにのせたやつ

    

  



  
    夏緑


    Midori Natsu


    



    小説「魔王学校に俺だけ勇者!?」（ＨＪ文庫）「ぼくのかわいい病原体」（中外医学社）「ネコにも描けるマンガ教室」（ポプラ社）、科学書「遺伝子・ＤＮＡのすべて」（童心社）「免疫学がわかる」（技術評論社）など、多岐に渡って執筆。漫画原作「獣医ドリトル」（小学館）は連続ドラマ化され、小説版およびＤＶＤ-ＢＯＸも絶賛発売中。
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